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(57)【要約】
　【解決手段】　個人のウェルネスを維持するか、また
は向上するための支援を提供するための方法であって、
個人由来のサンプル中の１若しくはそれ以上のバイオマ
ーカーの存在および／または濃度を測定する工程と、測
定された１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在お
よび／または濃度に基づき、個人のウェルネスを維持す
るか、または向上するためのウェルネスの必要性を予測
する工程であって、この１若しくはそれ以上のバイオマ
ーカーが、ウェルネスの必要性の指針である、予測する
工程と、個人の生活環境を変えるか、または、個人にウ
ェルネス製品またはサービスを提供するか、または、個
人のウェルネスの必要性に対処するために、情報、ガイ
ダンス、またはアドバイスを個人に提供する工程とを有
する、方法。個人のウェルネスを維持するか、または向
上するための支援を提供するシステムも提供される。
　【選択図】　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個人のウェルネスを維持するか、または向上するための支援を提供するための方法であ
って、
　前記個人由来のサンプル中の１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在および／また
は濃度を測定する工程と、
　前記測定された１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在および／または濃度に基づ
き、前記個人のウェルネスを維持するか、または向上するためのウェルネスの必要性を予
測する工程であって、前記１若しくはそれ以上のバイオマーカーは、ウェルネスの必要性
の指針である、前記予測する工程と、
　前記個人のウェルネスの必要性に対処することによって、前記個人に支援を提供する工
程と
　を有する方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、前記１若しくはそれ以上のバイオマーカーは、ポリペプ
チド、ポリヌクレオチド、代謝物、微生物、無機化合物、およびイオンから成る群から選
択されるものである方法。
【請求項３】
　請求項２記載の方法において、前記１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在および
／または濃度は、抗体、抗原、アプタマー、天然受容体、合成受容体、リガンド、酵素、
酵素の基質、核酸プローブから選択される認識分子を用いることによって測定されるもの
である方法。
【請求項４】
　請求項３記載の方法において、前記抗体は、前記１若しくはそれ以上のバイオマーカー
に特異的に結合する、条件により活性な抗体である方法。
【請求項５】
　請求項１記載の方法において、複数の異なるバイオマーカーが測定され、前記複数の異
なるバイオマーカーのこれらの測定結果が、前記予測する工程で使用されるものである方
法。
【請求項６】
　請求項１記載の方法において、前記測定する工程は、光学トランスデューサ、質量に基
づくトランスデューサ、磁場に基づくトランスデューサ、電気化学的なトランスデューサ
、および熱量測定のトランスデューサから選択されるトランスデューサを有する１若しく
はそれ以上のバイオセンサで行われるものである方法。
【請求項７】
　請求項６記載の方法において、前記１若しくはそれ以上のバイオセンサは、２種類以上
の異なるバイオマーカーに特異的な２種類以上の異なる認識分子を有するものである方法
。
【請求項８】
　請求項１記載の方法において、前記サンプル中の１若しくはそれ以上のバイオマーカー
の存在および／または濃度は、電位差電極、電流滴定電極、および導電率電極から選択さ
れる１若しくはそれ以上の電極によって測定されるものである方法。
【請求項１０】
　請求項１記載の方法において、前記１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在および
／または濃度は、抗体、アプタマー、オリゴヌクレオチド、およびこれらの組み合わせか
ら選択される認識分子のアレイによって測定されるものである方法。
【請求項１１】
　請求項１記載の方法において、前記測定する工程は、繰り返されるパッシブ型の測定を
有するものである方法。
【請求項１２】
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　請求項１記載の方法において、前記測定する工程は、前記個人の生理学的パラメータを
測定する工程をさらに有する方法。
【請求項１３】
　請求項１２記載の方法において、前記生理学的パラメータは、体温、脈拍数、血圧、呼
吸速度、体水分の状態、筋電活性、目の動き、およびこれらの組み合わせから選択される
ものである方法。
【請求項１４】
　請求項１記載の方法において、前記測定する工程で測定されるデータは、前記測定が行
われる位置での時間と関係づけられるものである方法。
【請求項１５】
　請求項１４記載の方法において、その時点での温度、高度のノイズ、高度、風、湿度、
公害、酸素、日光、花粉、群衆密度、コンクリート、芝生、夜、昼、付近の幹線道路、お
よび交通密度、飛行機の飛行、宇宙の放射線レベル、ラドン曝露、衣服、並びにこれらの
組み合わせから選択される、前記位置からのさらなるデータは、前記測定する工程で測定
されるか、または前記測定する工程で採取される１若しくはそれ以上の測定結果と関係づ
けられるものである方法。
【請求項１６】
　請求項１記載の方法において、前記個人の生活環境を変えることは、照明の明るさ及び
／または色を調整すること、室温を調整すること、湿度を調整すること、家具を再配置す
ること、音楽をかけること、音楽またはオーディオのボリュームを調整すること、ＴＶの
チャンネルを変えること、記録された音声または音を流すこと、壁または画面の外観を変
えること、屋根を引っ込めること、窓を開けるか、または閉めること、空気中の酸素濃度
を調整すること、空気中に香りを付与するか、または香りを調整すること、および１若し
くはそれ以上の浮揚する化学物質を空気に導入することから選択される変化を有するもの
である方法。
【請求項１７】
　請求項１記載の方法において、前記生活環境を変えることは、表示およびウェブ検索結
果の１若しくはそれ以上を変えることを有するものである方法。
【請求項１８】
　請求項１記載の方法において、前記情報、アドバイス、またはガイダンスは、前記予測
されるウェルネスの必要性を行うための一連の動作、予測される疾患または健康上の関心
を予防するか、または軽減するための一連の動作、前記予測される疾患または健康上の関
心をより良く取り扱うための一連の動作、およびこれらの組み合わせから選択される一連
の動作を有するものである方法。
【請求項１９】
　請求項１８記載の方法において、前記一連の動作は、専門家のカウンセリングを探すこ
と、旅行、運動、くつろぐこと、友人と会うこと、食事計画を採用すること、ワインまた
は飲み物を飲むこと、映画を見ること、ビデオゲームで遊ぶこと、買い物、食事、海を訪
れること、服を着用すること、ヘアスタイルにすること、友人に話すこと、デーティング
サービスを使用すること、ゲームをすること、およびこれらの任意の組み合わせから選択
される活動を有するものである方法。
【請求項２０】
　請求項１記載の方法において、前記情報、アドバイス、またはガイダンスは、サプリメ
ント、ビタミン、飲料、美容製品、パーソナルケア製品、減量製品、スキンケア製品、ス
ポーツ用サプリメント、抽出物、プロバイオティクス、調味料、香味料、甘味料、味／芳
香遮断剤／調整剤、増量剤、ビデオゲーム、電子機器、読み物、音楽、映画、ＴＶプログ
ラム、ライブショー、服、アクセサリー、靴、家庭用品、運動装置、さまざまな食品、船
、自動車、自転車、レストラン、事務用品、家具、および休暇リゾート／目的地から選択
される１若しくはそれ以上の製品を提案することを有するものである方法。
【請求項２１】
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　請求項１記載の方法において、前記情報、アドバイス、またはガイダンスは、メッセー
ジ、金融サービス、デーティングサービス、ケータリングサービス、ホームクリーニング
サービス、ホームインプルーブメントサービス、理髪サービス、化粧品サービス、専門的
なカウンセリングサービス、旅行サービス、カジノゲームサービス、買い物サービス、不
動産サービス、スポーツ関連サービス、娯楽サービス、オンラインオークションサービス
およびホスピタリティサービスから選択される１若しくはそれ以上のサービスを提案する
ことを有するものである方法。
【請求項２２】
　請求項１記載の方法において、前記情報、アドバイス、またはガイダンスは、製品また
はサービスのための少なくとも１つのプロモーションまたはクーポンを有するものである
方法。
【請求項２３】
　請求項１記載の方法であって、さらに、前記情報、アドバイス、またはガイダンスに関
連して、地元の事業を提案しする工程、および／または地元の事業のマップ位置を提供す
る工程を有し、前記情報、アドバイス、またはガイダンスは、製品またはサービスを提案
することを含み、前記地元の事業は、前記提案された製品またはサービスを提供するもの
である方法。
【請求項２４】
　個人のウェルネスを維持するか、または向上するために前記個人に支援を提供するため
のシステムであって、
　前記個人由来のサンプル中の１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在および／また
は濃度を測定するための測定デバイスと、
　前記測定された１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在および／または濃度に基づ
き、前記個人のウェルネスを維持するか、または向上するための前記個人のウェルネスの
必要性を予測する予測部であって、前記１若しくはそれ以上のバイオマーカーは、前記ウ
ェルネスの必要性に関連する疾患または健康上の関心の指針である、前記予測部と、
　前記個人の生活環境を変えるか、または前記個人のウェルネスの必要性に対処するため
に、情報、アドバイス、またはガイダンスを前記個人に提供するためのデバイスと、
　バイオマーカーと、疾患または健康上の関心および関連するウェルネスの必要性との間
の相関関係を格納するためのデータベースと
　を有するシステム。
【請求項２５】
　請求項２４記載のシステムにおいて、前記測定デバイスは、前記個人の血管系、口腔、
尿路、鼻腔および胃腸管から選択される位置に移植されるものであるシステム。
【請求項２６】
　請求項２４記載のシステムにおいて、前記予測部および前記デバイスは、スマートフォ
ン、タブレットコンピュータ、ノートブックコンピュータ、イーブックリーダー、モバイ
ルインターネットデバイス、携帯情報端末、インターネット電話、ホログラフィーデバイ
ス、ホログラフィー電話、ケーブルインターネットデバイス、衛星インターネットデバイ
ス、インターネットテレビ、デジタル加入者線（ＤＳＬ）インターネットデバイス、およ
びリモートコントロールから選択される電子デバイスの一部であるシステム。
【請求項２７】
　請求項２６記載のシステムにおいて、前記情報、アドバイス、またはガイダンスは、前
記電子デバイスの画面に表示されるか、または前記電子デバイスのスピーカーによって放
送されるものであるシステム。
【請求項２８】
　請求項２７記載のシステムにおいて、プロモーションまたはクーポンは、前記電子デバ
イスの画面に表示されるか、または参照されるものであるシステム。
【請求項２９】
　請求項２４記載のシステムであって、さらに、体温、脈拍数、血圧、呼吸速度、体水分
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の状態、目の動き、筋電活性、およびこれらの組み合わせから選択される少なくとも１つ
の生理学的パラメータを測定するための補助的な測定デバイスを有するシステム。
【請求項３０】
　請求項２４記載のシステムであって、前記測定が行われる位置で、測定されたバイオマ
ーカーの存在および／または濃度と時間とを関係づけるための装置を有するシステム。
【請求項３１】
　請求項３０記載のシステムにおいて、前記予測部は、前記測定する工程中に採取される
１若しくはそれ以上の測定結果と関係づけられる、その時点での温度、高度のノイズ、高
度、風、湿度、公害、酸素、日光、花粉、群衆密度、コンクリート、芝生、夜、昼、付近
の幹線道路および交通密度、飛行機の飛行、宇宙の放射線レベル、ラドン曝露、衣服、並
びにこれらの組み合わせから選択される、前記位置からのさらなるデータを考慮するもの
であるシステム。
【請求項３２】
　請求項２４記載のシステムにおいて、前記測定デバイスは、光学トランスデューサ、質
量に基づくトランスデューサ、磁場に基づくトランスデューサ、電気化学的なトランスデ
ューサ、および熱量測定のトランスデューサから選択されるトランスデューサを含む１若
しくはそれ以上のバイオセンサを有するものであるシステム。
【請求項３３】
　請求項２４記載のシステムにおいて、前記測定デバイスは、大きな磁気抵抗構造、ナノ
ワイヤ、マイクロ流体回路、ナノチューブ、およびバイオチップから選択される構造を含
む１若しくはそれ以上のバイオセンサを有するものであるシステム。
【請求項３４】
　請求項２４記載のシステムにおいて、前記測定デバイスは、電位差電極、電流滴定電極
、および導電率電極から選択される１若しくはそれ以上の電極を有するものであるシステ
ム。
【請求項３５】
　請求項２４記載のシステムにおいて、前記測定デバイスは、抗体アレイ、アプタマーア
レイ、オリゴヌクレオチドアレイ、およびこれらの組み合わせから選択されるアレイを有
するものであるシステム。
【請求項３６】
　請求項２４記載のシステムにおいて、前記個人の生活環境を変えることは、照明の明る
さ及び／または色を調整すること、室温を調整すること、湿度を調整すること、家具を再
配置すること、音楽をかけること、音楽またはオーディオのボリュームを調整すること、
ＴＶのチャンネルを変えること、記録された音声または音を流すこと、壁または画面の外
観を変えること、屋根を引っ込めること、窓を開けるか、または閉めること、空気中の酸
素濃度を調整すること、空気中に香りを付与するか、または香りを調整すること、および
１若しくはそれ以上の浮揚する化学物質を空気に導入することから選択される変化を有す
るものであるシステム。
【請求項３７】
　請求項２４記載のシステムにおいて、前記生活環境を変えることは、表示およびウェブ
検索結果の１若しくはそれ以上を変えることを有するものであるシステム。
【請求項３８】
　請求項２４記載のシステムにおいて、前記情報、アドバイス、またはガイダンスは、前
記予測されるウェルネスの必要性を行うための一連の動作、疾患または健康上の関心を予
防するか、または軽減するための一連の動作、予測される疾患または健康上の関心をより
良く取り扱うための一連の動作、およびこれらの組み合わせから選択される一連の動作を
有するものであるシステム。
【請求項３９】
　請求項２４記載のシステムにおいて、前記一連の動作は、専門家のカウンセリングを探
すこと、旅行、運動、くつろぐこと、友人と会うこと、食事計画を採用すること、ワイン
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または飲み物を飲むこと、映画を見ること、ビデオゲームで遊ぶこと、買い物、食事、海
を訪れること、服を着用すること、ヘアスタイルにすること、友人に話すこと、デーティ
ングサービスを使用すること、ゲームをすること、およびこれら任意の組み合わせから選
択される活動を有するものであるシステム。
【請求項４０】
　請求項２４記載のシステムにおいて、前記情報、アドバイス、またはガイダンスは、サ
プリメント、ビタミン、飲料、美容製品、パーソナルケア製品、減量製品、スキンケア製
品、スポーツ用サプリメント、抽出物、プロバイオティクス、調味料、香味料、甘味料、
味／芳香遮断剤／調整剤、増量剤、ビデオゲーム、電子機器、読み物、音楽、映画、ＴＶ
プログラム、ライブショー、服、アクセサリー、靴、家庭用品、運動装置、さまざまな食
品、船、自動車、自転車、レストラン、事務用品、家具、および休暇リゾート／目的地か
ら選択される１若しくはそれ以上の製品を提案することを有するものであるシステム。
【請求項４１】
　請求項２４記載のシステムにおいて、前記情報、アドバイス、またはガイダンスは、メ
ッセージ、金融サービス、デーティングサービス、ケータリングサービス、ホームクリー
ニングサービス、ホームインプルーブメントサービス、理髪サービス、化粧品サービス、
専門的なカウンセリングサービス、旅行サービス、カジノゲームサービス、買い物サービ
ス、不動産サービス、スポーツ関連サービス、娯楽サービス、オンラインオークションサ
ービス、およびホスピタリティサービスから選択される１若しくはそれ以上のサービスを
提案することを有するものであるシステム。
【請求項４２】
　請求項２４記載のシステムであって、さらに、前記情報、アドバイス、またはガイダン
スに関連して、地元の事業を提案し、および／または地元の事業のマップ位置を提供する
ための装置を有し、前記情報、アドバイス、またはガイダンスは、製品またはサービスを
提案することを含み、前記地元の事業は、提案された製品またはサービスを提供するシス
テム。
【請求項４３】
　請求項２２記載のシステムにおいて、スマートフォン、タブレットコンピュータ、ノー
トブックコンピュータ、イーブックリーダー、モバイルインターネットデバイス、携帯情
報端末、インターネット電話、ホログラフィーデバイス、ホログラフィー電話、ケーブル
インターネットデバイス、衛星インターネットデバイス、インターネットテレビ、デジタ
ル加入者線（ＤＳＬ）インターネットデバイス、およびリモートコントロールから選択さ
れる電子デバイスを用いて実施されるものであるシステム。
【請求項４４】
　請求項４３記載のシステムにおいて、前記電子デバイスは、前記情報、アドバイス、ま
たはガイダンスに関連して事業のマップ位置を提供するように構成され、前記情報、アド
バイス、またはガイダンスは、製品またはサービスを提案し、前記事業は、前記製品また
はサービスを提供するものであるシステム。
【請求項４５】
　請求項４３記載のシステムにおいて、前記電子デバイスは、提案された製品またはサー
ビスに対するフィードバックを得るように構成され、前記フィードバックは、前記製品ま
たはサービスをランク付けするのに使用するために適しており、前記情報、アドバイス、
またはガイダンスは、前記製品またはサービスを提案するものであるシステム。
【請求項４６】
　請求項１記載の方法において、前記支援はリアルタイムで提供されるものである方法。
【請求項４７】
　請求項１記載の方法において、前記測定する工程は、質量分析法を用いて行われるもの
である方法。
【請求項４８】
　請求項１記載の方法において、前記測定する工程において、前記測定は、直接的ではな
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い方法、非侵襲性の方法、前記個人には見えない方法、長時間の方法、迅速な方法を用い
て、またはリアルタイムで行われるものである方法。
【請求項４９】
　請求項１記載の方法において、前記測定する工程は、個人に合わせて設定される共通の
デバイスを用いて行われるものである方法。
【請求項５０】
　請求項１記載の方法において、１０種類より多く、２０種類より多く、１００種類より
多く、１０００種類より多く、または１０，０００種類より多いバイオマーカーが測定さ
れる方法。
【請求項５１】
　請求項１記載の方法において、前記測定する工程は、繰り返されるパッシブ型の測定を
有するか、または直接的ではない方法を用いて行われるものである方法。
【請求項５２】
　請求項１記載の方法において、前記個人の一時的な位置は、前記バイオマーカー測定と
同時に集められるものである方法。
【請求項５３】
　請求項１記載の方法において、２種類のバイオマーカーの濃度比が使用される方法。
【請求項５４】
　請求項１記載の方法において、バイオマーカーの濃度と、ハウスキーピング遺伝子産物
の濃度との間の比率が使用される方法。
【請求項５５】
　請求項２４記載のシステムにおいて、前記データベースは、前記被検体の生物学的表現
型に関するデータ、行動および／または感情の表現型に関する調査に基づくデータ、マッ
プ位置に関するデータ、および環境因子に関するデータから成る群から選択される新しい
データを受け入れ続けるように構成されているシステム。
【請求項５６】
　請求項５５記載のシステムにおいて、前記データベースは、前記新しいデータに基づく
少なくとも１つの新しい相関関係を含むべく進化するように構成されているシステム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、個人のウェルネスを維持するか、または向上するための方法およびシステム
に関する。さらに具体的には、本発明は、バイオマーカーを用いることによって個人のウ
ェルネスを維持し、向上するための方法およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　生活の質が高い人々は、一般的に、ウェルネスの状態が高い。人々が高いウェルネスを
達成するとき、人々は、家庭、仕事、人間関係などの生活のすべての段階において、より
生産的になる。ウェルネスの全体的な意義は、疾病を予防するのにも役立ち、従って、健
康管理の必要性を減らす。ウェルネスは、単に身体の健康、運動または栄養摂取よりもか
なり大きい。ウェルネスは、身体的、精神的、および感情的な幸せの状態の完全な組み合
わせである。ウェルネス、特に、身体的なウェルネスは、有益な身体活動、最適化された
生活環境および健康な食習慣の組み合わせによって発展する。
【０００３】
　しかし、現代技術の工業化および進化の開始は、人々の生活を顕著に変えてきた。世界
中の人口の大部分は、現在、さまざまな店頭での高カロリーの食事から離れて、スーパー
マーケットまたはファストフードチェーンのみを使用している。それに加え、ほとんどの
人々は、会社で仕事を行うか、テレビを見るか、コンピュータゲームで遊ぶか、読書をす
るか、または社会活動をするかのいずれかで、起きている時間の大部分を座った状態で過
ごす。残念なことに、ヒトの身体は、このような「高カロリー摂取－低カロリー消費」の
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生活には適していない。現代社会に特徴的な重篤な多数の代謝障害（例えば、肥満、糖尿
病、メタボリックシンドローム、心疾患など）は、現代人の生活の不利益を反映している
。
【０００４】
　２００９年のＧｌｏｂａｌ　Ｈｅａｌｔｈ　Ｒｉｓｋｓ　ｒｅｐｏｒｔ（ＷＨＯ、２０
０９）によれば、死亡率の主要な５つの世界的な危険性のうち、４つは代謝異常に関する
ものであり、これらは、高血圧（死亡率の１３％を占める）、高血糖（６％）、運動不足
（６％）、および過体重または肥満（５％）である。同時に、心血管に関する死亡率の大
部分（６１％）を占める８つの危険因子のうち、６つは現代の生活からくる徴候である（
すなわち、高血圧、高いボディマス指数、高コレステロール、高血糖、果実および野菜の
摂取が少ないこと、および運動不足）。
【０００５】
　ウェルネスを維持するか、またはさらに向上することは、生活の質に大きく寄与し得る
。研究者らは、ウェルネスを向上するための多くの手法およびシステムを開発してきた。
国際公開第２０１３／００９５８９号パンフレットは、少なくとも１つの光源と、少なく
とも１つの光検出器と、検出されたシグナルから二酸化炭素生成速度の少なくとも１つの
値または酸素消費速度の少なくとも１つの値を作成するか、または格納するための少なく
とも１つの構成要素とを有する、個人に合わせて設定された栄養摂取およびウェルネスの
支援システムを開示する。このシステムは、個人が吐いた空気を採取し、二酸化炭素生成
速度および／または酸素消費速度を測定することができる。このシステムは、ユーザに、
ユーザ自身の現在の栄養摂取状態、エネルギー取り込みレベル、エネルギー消費レベル、
およびエネルギーバランスについて連続的なリアルタイムのフィードバックを提供するこ
とができる。このシステムは、ユーザ個人のエネルギーバランスが望ましい範囲からはず
れたときはいつでも、ユーザに警告シグナルを提供し、および／またはユーザが特定の範
囲内に留まるのに役立つためのやる気の出るフィードバックを提供するようにプログラミ
ングされていてもよい。このシステムは、ユーザに、所与の時間に食べるのに最も適した
食品源に関する即時のアドバイスも提供してもよい。
【０００６】
　欧州特許出願公開第１　２４８　２１３号明細書は、人の健康についての情報を提供す
るための健康について助言する方法およびシステムを開示し、その人が自身の健康の必要
性を管理することができる。健康について助言する方法は、健康についてのアドバイスを
探すユーザからの申し込みを受け入れる工程と、ユーザの生活についての質問シート、血
液を保存するためのキット、および血液を集める針を郵便でユーザに送る工程とを有する
。ユーザの生活に関する質問シートを埋めたら、ユーザの血液を入れたキットおよび血液
を集める針を送り返し、オペレータは、キットの中の血液を分析する。分析結果（例えば
、アルブミン、Ｃ反応性タンパク質血糖、赤血球細胞数、白血球細胞数）および質問に対
する答えを、病態分析専門システムに保存する。病態分析専門システムは、保存されたデ
ータおよびデータベースに蓄積された知識に基づき、ユーザのためのアドバイスを作成す
る。アドバイスは、医学的なアドバイス、栄養摂取に関するアドバイス、および運動のア
ドバイスを含んでいてもよい。
【０００７】
　米国特許出願公開第２０１３／０１２２５１８号明細書は、個人の健康をモニタリング
するための方法を開示する。この方法は、個人由来のサンプルを集める工程と、炎症、酸
化ストレス、および抗酸化活性の３種類の一般的な危険因子のためのバイオマーカーをモ
ニタリングするためのアッセイパネルにサンプルを適用する工程と、このパネル中で少な
くとも１つの炎症モニタリング試験、少なくとも１つの酸化ストレスモニタリング試験、
および少なくとも１つの抗酸化活動モニタリング試験を行う工程と、炎症、酸化ストレス
、および抗酸化活動に関連するバイオマーカーのレベルを決定する工程とを有する。アッ
セイパネルは、化学反応または酵素反応によって、また、抗体の使用によって、尿または
血液の中のバイオマーカーをモニタリングすることができる。この方法は、さらに、個人
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の相対的な健康および／または１若しくはそれ以上の疾患が進行する危険性に関する情報
を個人に提供する。
【０００８】
　米国特許出願公開第２０１２／０１９７５３４号明細書は、通信ネットワークと、通信
ネットワークとの通信リンクを形成するように構成され、生体サンプル中の少なくとも１
つのバイオマーカーを検出するように構成された電子検出器を有する携帯用ウェルネスデ
バイスと、第１のメモリと、第１のメモリに格納された複数のプログラム命令と、第１の
メモリに操作可能に接続し、生体サンプル中の少なくとも１つのバイオマーカーの検出に
基づいてプログラム命令を実行してウェルネスデータを作成するように構成された処理回
路と、通信ネットワークに操作可能に接続し、バイオマーカーの検出に基づく免疫システ
ムの状態の指標となるウェルネスデータを表示するように構成されたリモートユーザイン
ターフェースとを含む、バイオマーカーモニタリングシステムを開示する。
【０００９】
　米国特許出願公開第２０１３／０１３０９３３号明細書は、（ａ）個人由来のサンプル
を集める工程と、（ｂ）前記サンプル中の複数のバイオマーカーを測定し、複数のバイオ
マーカーレベルを作成する工程と、（ｃ）個人に基づく前記バイオマーカーレベルのウェ
ルネス指数を決定する工程とを有する、個人の健康およびウェルネスの状態を評価するた
めの方法を開示する。ウェルネス指数は、（１）ある疾患の進行する危険性または疾患を
有する危険性のための個人のバイオマーカーに基づく指数、（２）死亡の危険性のための
個人のバイオマーカーに基づく指数、および／または（３）ウェルネスおよび寿命の個人
のバイオマーカーに基づく指数を含んでいてもよい。
【００１０】
　国際公開第２０１０／１３８９７５号パンフレットは、センサに基づいて処理する複雑
な事象およびユーザからのユーザ－相互作用データを利用することによって、ユーザのや
る気を出させ、ユーザのウェルネスを向上するためのシステムおよび方法を開示する。こ
の方法は、モニタリングされるユーザのセンサデータおよびユーザ－相互作用データを受
け入れる工程と、受け入れたセンサおよびユーザ－相互作用データを時間経過に伴って連
続的な分析を行い、推論および予測モデルを用いて処理する複雑な事象を用いユーザの現
在のウェルネスと予測される将来のウェルネスの状態を決定する工程と、このユーザおよ
び他のユーザから以前に受け入れたセンサおよびユーザ－相互作用データと共に、受け入
れたセンサおよびユーザ－相互作用データに対するバックグラウンド分析を行い、推論お
よび予測モデルのパラメータをアップデートする工程と、ユーザのウェルネスの目標に対
してユーザにやる気を出させるためのトリガーとなる規則を満足するときは、決定された
現在のウェルネスと予測される将来のウェルネスの状態を少なくとも用い、ユーザのため
の個人に合わせて設定された介入を作成する工程と、時間経過に伴う介入を最適化するた
めに、ユーザのためにどの介入が働いているかを観察するための転帰分析を行う工程とを
有する。センサを使用し、活動データ、フィットネスデータ、バイオメトリックスパラメ
ータ、およびバイオマーカーを含むユーザの生データを集める。動機付けは、別のうまく
いった経験、個人的なゴールに対するユーザの努力のスコア付け、ソーシャルネットワー
クの影響、およびバーチャルな競争を作り出すことであってもよい。
【００１１】
　米国特許出願公開第２０１３／０１２４２１８号明細書は、ソーシャルメディアによっ
てユーザを勇気づけ、健康状態を向上させる活動に参加させ、健康に気を遣った行動をと
らせ、それによって、ユーザの全体的な健康状態を高めるためのシステムおよび方法を開
示する。この方法は、プロセッサと、データ記憶媒体と、ソフトウエアとを有する演算シ
ステムを提供する工程を有する。ソフトウエアによって、演算システムに、データ記憶媒
体に格納されたチーム作成データに基づいて複数のバーチャルチームを作成させ、データ
記憶媒体に格納された目標作成データに基づき、１若しくはそれ以上のバーチャル目標を
作成させ、ユーザは、演算システムに対する電子ネットワークによって、追跡されたユー
ザの健康状態を表すデータを送ることによって、１若しくはそれ以上のバーチャル目標に
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おいて、複数のバーチャルチームの少なくとも１つのメンバーとして戦う。
【００１２】
　上に記載した参考文献は、個人由来のサンプル中のバイオマーカーを直接使用し個人を
支援し、選択的にリアルタイムで、個人のウェルネスを維持するか、または向上すること
には適していない。本発明は、個人由来のサンプル中の１若しくはそれ以上のバイオマー
カーの存在および／または濃度の測定結果に基づき、個人のウェルネスを維持するか、ま
たは向上するための方法およびシステムを提供する。本発明は、ウェルネスを維持するか
、または向上するための個人的な情報、アドバイス、またはガイダンスを提供する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　一態様において、本発明は、選択的にリアルタイムで、個人のウェルネスを維持するか
、または向上するために支援を提供するための方法であって、前記個人由来のサンプル中
の１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在および／または濃度を測定する工程と、測
定された前記１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在および／または濃度に基づき、
前記個人のウェルネスを維持するか、または向上するためのウェルネスの必要性を予測す
る工程であって、前記１若しくはそれ以上のバイオマーカーは、前記ウェルネスの必要性
の指針である、前記予測する工程と、前記個人の生活環境を変えるか、または前記個人の
ウェルネスの必要性に対処するために、情報、アドバイス、またはガイダンスを前記個人
に提供する工程とを有する、方法を提供する。
【００１４】
　別の態様において、本発明の方法は、１若しくはそれ以上のバイオセンサを用いること
によって、個人由来のサンプル中の前記１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在およ
び／または濃度を測定する。
【００１５】
　さらに別の態様において、本発明の方法は、１若しくはそれ以上の電極を用いることに
よって、サンプル中の前記１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在および／または濃
度を測定する。
【００１６】
　さらに別の態様において、本発明の方法は、抗体、アプタマー、オリゴヌクレオチドお
よびこれらの組み合わせから選択される認識分子のアレイを用いることによって、サンプ
ル中の前記１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在および／または濃度を測定する。
【００１７】
　さらに別の態様において、本発明の方法は、前記個人の１若しくはそれ以上の生理学的
パラメータを測定することを含む、測定する工程を有する。
【００１８】
　さらに別の態様において、本発明の方法は、予測されるウェルネスの必要性に対処する
一連の動作を有する情報、アドバイス、またはガイダンスを提供する。
【００１９】
　さらに別の態様において、本発明の方法は、予測されるウェルネスの必要性に対処する
製品の示唆を提供する。
【００２０】
　さらに別の態様において、本発明の方法は、予測されるウェルネスの必要性に対処する
サービスの示唆を提供する。
【００２１】
　さらに別の態様において、本発明の方法は、予測されるウェルネスの必要性に対処する
製品またはサービスの１若しくはそれ以上のプロモーションまたはクーポンを提供する。
【００２２】
　さらに別の態様において、本発明は、個人に支援を提供し、選択的にリアルタイムで、
前記個人のウェルネスを維持するか、または向上するシステムであって、前記個人由来の
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サンプル中の１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在および／または濃度を測定する
ための測定デバイスと、測定された前記１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在およ
び／または濃度に基づき、前記個人のウェルネスの必要性を予測し、前記個人のウェルネ
スを維持するか、または向上する予測部であって、前記１若しくはそれ以上のバイオマー
カーが、前記ウェルネスの必要性の指針である、前記予測部と、前記個人の生活環境を変
えるか、または前記個人のウェルネスの必要性に対処する情報、アドバイス、またはガイ
ダンスを前記個人に提供するための制御部と、前記バイオマーカーの存在および／または
濃度と少なくとも１つのウェルネスの必要性との間の相関関係を格納するためのデータベ
ースとを有するシステムを提供する。
【００２３】
　さらに別の態様において、本発明のシステムは、前記個人に移植される測定デバイスを
有する。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は、本発明の一実施形態に従って個人に支援を提供するための方法を示すフ
ローチャートである。
【図２】図２は、本発明の一実施形態に従って個人に支援を提供するためのシステムを示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　定義
　用語「サンプル」は、本明細書で使用される場合、これに限定されるものではないが、
唾液、汗、血液、涙、粘液、尿、糞便、口腔細胞のかき取り、息、屁の気体、毛嚢、指の
爪、または他の身体の細胞を含む、身体から採取された体液または他の材料を指す。表面
に個人が息を吹きかけることによって、頬内部をかき取ることによって、管に吐き出すこ
とによって、容器または表面の中または上に放尿することによって、または任意の他の様
式でサンプルを提供することによって、サンプルを集めることができ、これによって、例
えば、デバイスを用いた分析のためにサンプルを集めることができる。
【００２６】
　用語「体液」は、本明細書で使用される場合、個人の身体から単離することができる任
意の流体を指す。例えば、「体液」は、血液、血漿、血清、胆汁、唾液、尿、涙、汗など
を含んでいてもよい。目的とする体液は、身体によって排泄された流体、例えば、尿、涙
液、痰、および鼻の分泌を含むだけではなく、体内の流体、例えば、リンパ液、滑液（関
節穿刺によって得られる）、または脳脊髄液（腰椎穿刺によって得られる）を含む。
【００２７】
　用語「データベース」は、本明細書で使用される場合、整理されたデータの収集を指す
。データは、典型的には整理されて、この情報を必要とするプロセスを裏付ける様式で、
関連する態様の事実をモデリングする。
【００２８】
　用語「表現型」は、本明細書で使用される場合、ある種の技術的な手順によって目に見
える状態にすることができる特色または特徴を含み、観察可能な特徴としての行動を含ん
でいてもよい。本発明の表現型は、生物学的表現型（例えば、個人の物理生物学的要素に
対する生物学的パラメータ）および行動／感情の表現型（例えば、個人の行動および感情
の状態）を含んでいてもよい。
【００２９】
　本明細書で使用される場合、用語「支援する」または「支援」は、情報、フィードバッ
ク、ガイダンス、または個々に合わせられているかまたは特注の製品、サービス、経験、
または環境を提供することを含む。
【００３０】
　本明細書で使用される場合、「行動」は、ウェルネス、消費活動、運動、思考、好み、
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人格の特色、および欲求に影響を与える生活習慣行動、活動、または動作を含む。
【００３１】
　用語「バイオマーカー」は、本明細書で使用される場合、１若しくはそれ以上のウェル
ネスの必要性のための予測値を有するサンプル中の化合物または分子を指すか、または微
生物を指す。バイオマーカーは、例えば、ポリペプチド、ポリヌクレオチド（ＤＮＡおよ
びＲＮＡ）、代謝物、微生物、無機化合物、およびイオンであってもよい。バイオマーカ
ーの存在、非存在、減少、および／または上方制御は、特定の疾患または健康上の関心と
関係があり、および／またはこれらの指標となる場合がある。サンプル中のバイオマーカ
ーのレベルまたは活性の決定は、バイオマーカー自体の検出および定量化、またはその前
駆体、誘導体、または代謝物の検出および定量化を有していてもよい。バイオマーカーは
、これに限定されるものではないが、細胞周期の段階、または健康および疾患の状態を含
む生物学的環境の特定の状態とも関係がある場合がある。
【００３２】
　用語「生体分子」は、本明細書で使用される場合、生物学的環境に関係がある物質化合
物または構成要素を示し、これに限定されるものではないが、糖類、アミノ酸、ペプチド
、オリゴヌクレオチド、ポリヌクレオチド、ポリペプチド、有機分子、ハプテン、エピト
ープ、生体細胞、生体細胞の一部、ビタミン、ホルモンなどを含む。
【００３３】
　用語「ポリペプチド」は、本明細書で使用される場合、ペプチド結合によって接続した
アミノ酸ポリマーを指す。天然ポリペプチドは、長く連続し、分岐していないペプチド鎖
である。ポリペプチドは、タンパク質、またはタンパク質フラグメントであってもよい。
ポリペプチドは、１若しくはそれ以上の修飾、例えば、翻訳後修飾（例えば、グリコシル
化など）または任意の他の修飾（例えば、ペグ化など）を有していてもよい。
【００３４】
　用語「プロテオーム」は、本明細書で使用される場合、ある特定の時期にゲノム、細胞
、組織、または有機体によって発現されるタンパク質の総体である。さらに具体的には、
プロテオームは、規定された条件下、所与の時期に所与の種類の細胞または有機体中にあ
る一連の発現されたタンパク質である。
【００３５】
　用語「ポリヌクレオチド」、「核酸」、および「核酸分子」は、本明細書で相互に置き
換え可能に用いられ、任意の長さを有するヌクレオチドのポリマー形態を指し、リボヌク
レオチド、デオキシリボヌクレオチド、これらの類似体、またはこれらの混合物を含んで
いてもよい。この用語は、この分子の一次構造のみを指す。従って、この用語は、三本鎖
、二本鎖、および一本鎖のデオキシリボ核酸（「ＤＮＡ」）および三本鎖、二本鎖、およ
び一本鎖のリボ核酸（「ＲＮＡ」）を含む。この用語は、例えば、アルキル化によって、
および／または末端保護によって修飾されたもの、およびポリヌクレオチドの修飾されて
いない形態も含む。さらに具体的には、用語「ポリヌクレオチド」、「オリゴヌクレオチ
ド」、「核酸」、および「核酸分子」は、ポリデオキシリボヌクレオチド（２－デオキシ
－Ｄ－リボースを含む）、ポリリボヌクレオチド（Ｄ－リボースを含む）を含み、スプラ
イシングされているか、されていないかにかかわらず、ｔＲＮＡ、ｒＲＮＡ、ｈＲＮＡ、
およびｍＲＮＡ、プリン塩基またはピリミジン塩基のＮ－グリコシドまたはＣ－グリコシ
ドである任意の他の種類のポリヌクレオチドを含む。
【００３６】
　用語「ヌクレオシド」および「ヌクレオチド」は、本明細書で使用される場合、既知の
プリン塩基およびピリミジン塩基を含むだけではなく、修飾された他のヘテロ環塩基も含
む部分を含む。このような修飾は、メチル化されたプリンまたはピリミジン、アシル化さ
れたプリンまたはピリミジン、または他のヘテロ環を含む。修飾されたヌクレオシドまた
はヌクレオチドは、糖部分にも修飾を含んでいてもよく、例えば、ヒドロキシル基の１個
以上が、ハロゲン、脂肪族基と置き換わっているか、または、エーテル、アミンなどとし
て官能基化されている。用語「ヌクレオチドユニット」は、ヌクレオシドおよびヌクレオ
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チドを包含することを意図している。
【００３７】
　用語「微生物（ｍｉｃｒｏｂｅ）」は、本明細書で使用される場合、Ｄｏｍａｉｎｓ　
Ａｒｃｈａｅａ、ＢａｃｔｅｒｉａおよびＥｕｃａｒｙａ由来のウイルス、原核生物、お
よび真核生物の微生物種を含み、後者は、酵母および糸状菌、原生動物、藻類、または高
級原生生物を含む。用語「微生物細胞」および「微生物（ｍｉｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍ）
」は、用語「微生物（ｍｉｃｒｏｂｅ）」と相互に置き換え可能に用いられる。
【００３８】
　用語「微生物相」は、本明細書で使用される場合、特定の局在化した位置にある微生物
の集合を指す。微生物相の例は、胃、腸の中の微生物、および正常な皮膚の外側表面にコ
ロニーを形成する微生物を含む。微生物相は、正常な状況では個人に脅威を与えず、感染
を引き起こさない。しかし、微生物相の中のある株が優勢となった場合、または宿主耐性
が低下した場合、または上皮表面が破壊された場合には、引き続いて感染を引き起こす場
合がある。
【００３９】
　用語「溶解物」または「溶解する」は、本明細書で使用される場合、他の方法では利用
できない細胞内部の材料を利用するために、細胞（微生物細胞またはヒト細胞）を破壊す
ることを指す。溶解は、一般的に、細胞膜および／または細胞壁の破壊によって細胞死を
引き起こし、細胞内容物が外に飛び出す。特に、溶解方法は、これに限定されるものでは
ないが、化学的な溶解、熱による溶解、機械的な溶解および浸透圧による溶解を含む。細
胞または他の生体サンプルの溶解は、ＤＮＡ、ＲＮＡ、タンパク質、または脂質のような
ものの分析に有用である。例えば、細胞のＤＮＡをアッセイするために、法医学の血液サ
ンプル由来の血液細胞を溶解することを臨む場合がある。用語「溶解物」は、本明細書で
使用される場合、溶解手順後の材料の液体または固体の集合を示す。用語「代謝物」は、
本明細書で使用される場合、代謝中に作られる任意の物質を指す。
【００４０】
　用語「代謝」は、本明細書で使用される場合、細胞および有機体の生存状態を維持する
ことに関与するすべての化学反応であると定義される。代謝は、簡便には、分子を破壊し
てエネルギーを得る異化と、細胞によって必要とされるすべての化合物の合成である同化
の２つのカテゴリーに分けることができる。代謝は、栄養摂取および栄養素の利用可能性
と密接に関係がある。
【００４１】
　用語「アプタマー」は、本明細書で使用される場合、標的分子、例えば、タンパク質、
ポリヌクレオチド、または低分子（例えば、代謝物）に対して特異的な結合アフィニティ
を有する核酸を指す。アプタマーは、別個のヌクレオチド配列が、固有の三次元構造への
分子の折り畳みを決定付けるような一本鎖または二本鎖の核酸（例えば、ＲＮＡまたはＤ
ＮＡ）であってもよい。すべての核酸と同様に、特定の核酸リガンドは、ヌクレオチド（
Ａ、Ｕ、Ｔ、ＣおよびＧ）の線形配列によって記述されてもよく、典型的には、１５～４
０ヌクレオチド長である。
【００４２】
　用語「アプタマーに基づくセンサ」は、本明細書で使用される場合、標的の結合によっ
て、表面増強分光法のような分光検出技術によって検出可能なシグナルを放出し得るセン
サを指す。
【００４３】
　用語「表面増強分光法」は、本明細書で使用される場合、対応する分光プローブからの
シグナル検出が、金属表面と接続して行われるシグナル増強技術を示す。アプタマーを検
出するのに適した例示的な分光技術は、表面増強共鳴ラマン分光法（ＳＥＲＲＳ）、表面
増強ラマン分光法（ＳＥＲＳ）、表面増強蛍光法（ＳＥＦ）、表面増強赤外線吸収法（Ｓ
ＥＩＲＡ）、表面増強ハイパーラマン散乱法（ＳＥＨＲＳ）、表面増強コヒーレントアン
チストークスラマン散乱法（ＳＥＣＡＲＳ）、および当業者によって特定可能なさらなる
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技術を含む。
【００４４】
　用語「アレイ」は、本明細書で使用される場合、アドレス指定可能な領域に関連する特
定の１若しくはそれ以上の化学部分（例えば、リガンド、例えば、バイオポリマー、例え
ば、ポリヌクレオチドまたはオリゴヌクレオチドの配列（核酸）、ポリペプチド（例えば
、タンパク質または抗体）、炭水化物、脂質、アプタマーなど）を含むアドレス指定可能
な領域の任意の一次元、二次元、または実質的に二次元（および三次元）の配列を含む。
目的の多くの実施形態において、アレイは、オリゴヌクレオチド、ポリヌクレオチド、ｃ
ＤＮＡ、ｍＲＮＡ、これらの合成模倣物などを含め、核酸のアレイである。アレイが、オ
リゴヌクレオチドのアレイである場合、オリゴヌクレオチドは、核酸鎖に沿った任意の点
でアレイに共有結合していてもよい。ある実施形態において、オリゴヌクレオチドは、そ
の末端のいずれか（例えば、３’末端または５’末端）に接続する。ある実施形態におい
て、アレイは、サンプル中の分子（例えば、ポリヌクレオチド、ポリペプチド、代謝物）
に選択的に結合する複数の抗体および／またはアプタマーを含んでいてもよい。
【００４５】
　用語「マイクロアレイ」は、本明細書で使用される場合、ポリヌクレオチド、ポリペプ
チド、アプタマー、および化学マイクロアレイを指す。特定のポリヌクレオチド、ポリペ
プチド、抗体、低分子化合物、アプタマー、ペプチド、および炭水化物を固体表面に固定
し、マイクロアレイを作成してもよい。マイクロアレイを使用し、サンプル中のポリヌク
レオチド、ポリペプチド、および他の化学物質を検出してもよい。
【００４６】
　用語「特異的な」、「特異的に」、または「特異性」は、第２の分子に対する第１の分
子の結合に関して本明細書で使用される場合、第１の分子および第２の分子が、それぞれ
、存在し得る他の分子との間で安定な複合体の認識、接触、および生成が実質的にほとん
どないか、まったくないのと合わせ、第１の分子と第２の分子間の安定な複合体の認識、
接触、および生成を指す。特異的な結合の例は、抗体－抗原相互作用、細胞受容体－リガ
ンド相互作用、ポリヌクレオチドハイブリダイゼーション、酵素基質相互作用などを含む
。用語「特異的な」は、複合体の分子構成要素を参照しつつ本明細書で使用される場合、
その構成要素が一部となる特異的な複合体に対する構成要素の固有の会合を指す。用語「
特異的な」は、ポリヌクレオチド配列を参照しつつ本明細書で使用される場合、相補性の
配列である１つのポリヌクレオチドとの配列の固有の会合を指す。「安定な複合体」とは
、検出可能であり、任意の安定性のレベルを必要としないが、一般的に大きな安定性が好
ましい複合体を意味する。
【００４７】
　用語「抗体」は、本明細書で使用される場合、インタクトな免疫グロブリン分子および
抗原のエピトープに結合することができる免疫グロブリン分子のフラグメント、例えば、
Ｆａｂ、Ｆａｂ’、（Ｆａｂ’）２、Ｆｖ、およびＳＣＡフラグメントを指す。これらの
抗体フラグメントは、誘導元の抗体の抗原（例えば、ポリペプチド抗原）に選択的に結合
する能力をいくらか保持し、当該技術分野でよく知られた方法を用いて製造することがで
き（例えば、Ｈａｒｌｏｗ　ａｎｄ　Ｌａｎｅ、前出を参照）、さらに、以下のように記
載される。抗体を使用し、免疫アフィニティクロマトグラフィーによって分取量の抗原を
単離することができる。このような抗体の種々の他の使用は、疾患を診断し、および／ま
たはステージを判断することであり（例えば、新生物形成）、例えば、新生物形成、自己
免疫疾患、ＡＩＤＳ、心疾患、感染などの疾患を治療するための治療用途のためにある。
【００４８】
　Ｆａｂフラグメントは、抗体分子の一価の抗原結合フラグメントから成り、パパイン酵
素を用いた全抗体分子の消化によって製造することができ、インタクトな軽鎖と、重鎖の
一部とから成るフラグメントが得られる。
【００４９】
　抗体分子のＦａｂ’フラグメントは、全抗体分子をペプシンで処理し、その後、還元す
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ることによって得ることができ、インタクトな軽鎖と、重鎖の一部とから成る分子が得ら
れる。この様式で処理された抗体分子あたり、２個のＦａｂ’フラグメントが得られる。
【００５０】
　抗体の（Ｆａｂ’）２フラグメントは、その後の還元を行うことなく、ペプシン酵素で
全抗体分子を処理することによって得ることができる。（Ｆａｂ’）２フラグメントは、
２個のＦａｂ’フラグメントのダイマーであり、２個のジスルフィド結合によって一緒に
保持されている。
【００５１】
　Ｆｖフラグメントは、２本の鎖として表現される軽鎖の可変領域および重鎖の可変領域
を含む、遺伝子操作されたフラグメントであると定義される。
【００５２】
　用語「条件により活性な抗体」は、本明細書で使用される場合、１若しくはそれ以上の
正常な生理学的状態で、親の野生型抗体よりも活性が高いか、または低い野生型抗体の改
変体または変異体を指す。この条件により活性な抗体は、選択された体内の領域でも活性
を示し、および／または異常な生理学的状態、すなわち、許容される生理学的状態で増加
した活性または低下した活性を示す。正常な生理学的状態は、被検体への投与部位で、ま
たは作用部位にある組織または臓器で正常範囲内であると考えられる温度、ｐＨ、浸透圧
、重量オスモル濃度、酸化、および電解質の濃度の状態である。異常な状態は、この状態
の通常の許容範囲から逸脱する状態である。一態様において、条件により活性な抗体は、
野生型の状態では事実上不活性であるが、野生型の状態と同等、またはそれより良いレベ
ルで野生型の状態以外の状態で活性である。例えば、一態様において、条件により活性な
抗体は、体温で事実上不活性であるが、より低い温度では活性である。別の例において、
条件により活性な抗体は、より高い温度で事実上不活性であるが、より低い温度では活性
である。別の態様において、条件により活性な抗体は、野生型の状態で可逆的または不可
逆的に不活性化される。別の態様において、条件により活性な生体タンパク質は、薬物ま
たは治療薬剤として使用される。さらに別の態様において、抗体は、異常なｐＨ（高いｐ
Ｈまたは低いｐＨ）で活性が高いか、または活性が低い。条件により活性な抗体およびこ
れを作成する方法は、例えば、米国特許出願公開第２０１２／０２５８８６５号明細書、
米国特許出願公開第２０１２／０１６４１２７号明細書、および米国特許出願公開第２０
１０／０２６０７３９号明細書に記載され、この参照によりその全体が本明細書に組み込
まれる。
【００５３】
　用語「一本鎖抗体」は、本明細書で使用される場合、一般的にスペーサーペプチド（例
えば、［Ｇｌｙ－Ｇｌｙ－Ｇｌｙ－Ｇｌｙ－Ｓｅｒ］ｘ）によって接続し、アミノ末端お
よび／またはカルボキシ末端にさらなるアミノ酸配列を含んでいてもよい、ポリペプチド
結合中にＶＨドメインとＶＬドメインとを有するポリペプチドを指す。例えば、一本鎖抗
体は、コードするポリヌクレオチドに接続するための固定セグメントを有していてもよい
。一例として、ｓｃＦｖは、一本鎖抗体である。一本鎖抗体は、一般的に、実質的に免疫
グロブリンスーパーファミリーの遺伝子によってコードされる少なくとも１０の連続アミ
ノを含む１若しくはそれ以上のポリペプチドセグメントから成るタンパク質であり（例え
ば、ＷｉｌｌｉａｍｓおよびＢａｒｃｌａｙ、１９８９、３６１～３６８ページを参照。
この参照により本明細書に組み込まれる）、最も多くは、げっ歯類、非ヒト霊長類、鳥類
、ブタ、ウシ、ヒツジ、ヤギ、またはヒトの重鎖または軽鎖の遺伝子配列によってコード
される。機能的な一本鎖抗体は、一般的に、特異的な標的分子、典型的には、受容体また
は抗原（エピトープ）に対して結合する特性を保持するように、免疫グロブリンスーパー
ファミリー遺伝子産物の十分な部分を含む。
【００５４】
　用語「アミノ酸」は、本明細書で使用される場合、アミノ基（－ＮＨ２）およびカルボ
キシル基（－ＣＯＯＨ）を含む任意の有機化合物を指し、好ましくは、遊離基として、ま
たはペプチド結合の一部として縮合した後にアミノ基（－ＮＨ２）およびカルボキシル基
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（－ＣＯＯＨ）を含む任意の有機化合物を指す。「２０種類の天然のコードされたポリペ
プチドを生成するα－アミノ酸」は、当該技術分野で理解され、アラニン（ａｌａまたは
Ａ）、アルギニン（ａｒｇまたはＲ）、アスパラギン（ａｓｎまたはＮ）、アスパラギン
酸（ａｓｐまたはＤ）、システイン（ｃｙｓまたはＣ）、グルタミン酸（ｇｌｕまたはＥ
）、グルタミン（ｇｉｎまたはＱ）、グリシン（ｇｌｙまたはＧ）、ヒスチジン（ｈｉｓ
またはＨ）、イソロイシン（ｉｌｅまたはＩ）、ロイシン（ｌｅｕまたはＬ）、リシン（
ｌｙｓまたはＫ）、メチオニン（ｍｅｔまたはＭ）、フェニルアラニン（ｐｈｅまたはＦ
）、プロリン（ｐｒｏまたはＰ）、セリン（ｓｅｒまたはＳ）、トレオニン（ｔｈｒまた
はＴ）、トリプトファン（ｔｒｐまたはＷ）、チロシン（ｔｙｒまたはＹ）、およびバリ
ン（ｖａｌまたはＶ）を指す。
【００５５】
　用語「増幅」は、本明細書で使用される場合、ポリヌクレオチドのコピー数が増加する
ことを指す。
【００５６】
　用語「ポリメラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）」は、本明細書で使用される場合、ＤＮＡのｉ
ｎ　ｖｉｔｒｏ増幅のためのシステムを指す。増幅させる標的ＤＮＡの２つの領域（それ
ぞれの鎖の片方）に相補性である２つの合成オリゴヌクレオチドプライマーを、過剰なデ
オキシヌクレオチドおよび熱に安定なＤＮＡポリメラーゼ、例えば、Ｔａｑ　ＤＮＡポリ
メラーゼ存在下、標的ＤＮＡ（純粋である必要はない）に加える。１シリーズ（例えば、
３０回の温度サイクル）において、標的ＤＮＡは、繰り返し変性し（例えば、約９０℃）
、プライマーにアニーリングし（例えば、５０～６０℃で）、娘鎖がプライマーから伸び
る（例えば、７２℃）。娘鎖自体がその後のサイクルのテンプレートとして作用するため
、両方のプライマーに適合するＤＮＡフラグメントが、直線的にではなく、指数関数的に
増幅される。従って、元々のＤＮＡは、純粋である必要も豊富である必要もなく、従って
、ＰＣＲ反応は、研究においてだけではなく、臨床的な診断および法医学においても広く
使用されるようになっている。
【００５７】
　用語「プライマー」は、本明細書で使用される場合、標的配列にハイブリダイズするオ
リゴヌクレオチドを指し、典型的には、増幅プロセス中に核酸に刺激を与える。
【００５８】
　用語「ネステッドＰＣＲ」は、本明細書で使用される場合、逐次的に２セットのプライ
マーを用いることによって特異性が向上したＰＣＲを指す。最初のＰＣＲは、「外側の」
プライマー対を用いて行われ、次いで、「内側の」プライマー対を用い、２回目のＰＣＲ
のために、少量の小分け分をテンプレートとして使用する。
【００５９】
　用語「逆転写ＰＣＲまたはＲＴ－ＰＣＲ」は、本明細書で使用される場合、出発テンプ
レートがＲＮＡであり、初期の逆転写工程の必要性を暗示しＤＮＡテンプレートを製造す
るＰＣＲを指す。ある種の熱に安定なポリメラーゼは、適切な逆転写活性を有するが、明
確な逆転写を行い、逆転写酵素を不活性化するか、または産物を精製することがより一般
的であり、別個の従来のＰＣＲに進む。
【００６０】
　用語「ＤＮＡの消化」は、本明細書で使用される場合、ＤＮＡ中の特定の配列にのみ作
用する制限酵素を用いたＤＮＡの触媒的な開裂を指す。本明細書で使用される種々の制限
酵素は、市販されており、その反応条件、補因子、および他の要求は、当業者には知られ
ているように使用した。分析目的のために、典型的には１μｇのプラスミドまたはＤＮＡ
フラグメントが、約２０μｌのバッファー溶液中、約２ユニットの酵素と共に使用される
。プラスミド構築のためのＤＮＡフラグメントを単離する目的のために、典型的には、５
～５０μｇのＤＮＡを、大容積で２０～２５０単位の酵素を用いて消化する。特定の制限
酵素に適切なバッファーおよび基質の量は、製造業者によって明記される。３７℃で約１
時間のインキュベーション時間が通常用いられるが、供給業者の指示に従って、さまざま
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であってもよい。消化の後、反応物をゲルの上で直接電気泳動させ、望ましいフラグメン
トを単離する。
【００６１】
　用語「オリゴヌクレオチド」（または、同義語で「オリゴ」）は、本明細書で使用され
る場合、一本鎖のポリデオキシヌクレオチドまたは２つの相補性のポリデオキシヌクレオ
チド鎖のいずれかを指し、これらは、化学的に合成されてもよい。このような合成オリゴ
ヌクレオチドは、５’末端にホスフェートを有していてもよく、または有していなくても
よい。ホスフェートを有していないものは、キナーゼ存在下、ＡＴＰを含むホスフェート
を添加しなければ、別のオリゴヌクレオチドに結合しない。合成オリゴヌクレオチドは、
脱リン酸化していないフラグメントに結合するだろう。ポリメラーゼによる増幅（例えば
、ＰＣＲを用いたもの）を達成するために、「順に、少なくとも第１の相同性の配列と、
変性Ｎ，Ｎ，Ｇ／Ｔ配列と、第２の相同性の配列とで構成される３２回折り畳まれた変性
オリゴヌクレオチド」が述べられる。この内容で使用される場合、「相同性の」は、オリ
ゴと、ポリメラーゼによる増幅を受けた親のポリヌクレオチドとの間の相同性に関するも
のである。
【００６２】
　少なくとも１０個、好ましくは、少なくとも１５個、さらに好ましくは、少なくとも２
０個のヌクレオチド、好ましくは、１００個以下のヌクレオチドを有するオリゴヌクレオ
チドは、ゲノムＤＮＡ分子、ｃＤＮＡ分子、または遺伝子をコードするｍＲＮＡ分子、ｍ
ＲＮＡ、ｃＤＮＡ、または目的の他の核酸にハイブリダイズすることができる。オリゴヌ
クレオチドを、例えば、３２Ｐ－ヌクレオチドで、または、標識（例えば、ビオチン）が
共有結合したヌクレオチドで標識してもよい。一実施形態において、標識されたオリゴヌ
クレオチドを、プローブとして使用し核酸の存在を検出することができる。別の実施形態
において、複数のオリゴヌクレオチド（片方または両方が標識されていてもよい）をＰＣ
Ｒプライマーとして使用してもよい。一般的に、オリゴヌクレオチドは、合成的に、好ま
しくは、核酸合成機で調製される。従って、オリゴヌクレオチドは、天然に存在しないホ
スホエステル類似体の結合、例えば、チオエステル結合などを用いて調製することができ
る。
【００６３】
　用語「核酸プローブ」は、本明細書で使用される場合、対応する標的に結合することが
できる核酸配列を含む、上に定義されるようなポリヌクレオチドを有する構造を指す。プ
ローブのポリヌクレオチド領域は、ＤＮＡおよび／またはＲＮＡおよび／または合成ヌク
レオチド類似体で構成されていてもよい。
【００６４】
　用語「配列同一性」は、本明細書で使用される場合、比較ウィンドウ全体で２つのポリ
ヌクレオチド配列が同一であることを意味する（すなわち、ヌクレオチドごとの基準で）
。用語「配列同一性の割合」は、比較ウィンドウ全体で最適に配列された２つの配列を比
較し、両配列で同一の核酸塩基（例えば、Ａ、Ｔ、Ｃ、Ｇ、Ｕ、またはＩ）が生じる位置
の数を決定し、適合する位置の数を得て、この適合した位置の数を、比較ウィンドウ中の
位置の合計数（すなわち、ウィンドウサイズ）によって割り算し、その結果に１００を掛
け算することによって計算され、配列同一性の割合が得られる。この「実質的な同一性」
は、本明細書で使用される場合、ポリヌクレオチドが、少なくとも２５～５０ヌクレオチ
ドの比較ウィンドウのリファレンス配列と比較したとき、少なくとも８０％の配列同一性
、好ましくは、少なくとも８５％の同一性、多くは、９０～９５％の配列同一性、および
最も一般的に、少なくとも９９％の配列同一性を有するポリヌクレオチド配列の特徴を示
し、配列同一性の割合は、リファレンス配列とポリヌクレオチド配列とを比較することに
よって計算され、ポリヌクレオチド配列は、比較ウィンドウ全体でリファレンス配列の合
計で２０％以下の欠損または付加を含んでいてもよい。
【００６５】
　用語「相補性であるか、または適合する」は、本明細書で使用される場合、２つの核酸
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配列が、少なくとも５０％の配列同一性を有することを意味する。好ましくは、２つの核
酸配列は、少なくとも６０％、７０％、８０％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８
％、９９％、または１００％の配列同一性を有する。「相補性であるか、または適合する
」は、２つの核酸配列を、低いストリンジェントな条件、中程度にストリンジェントな条
件、および／または高いストリンジェントな条件でハイブリダイズすることができること
も意味する。配列同一性または相同性の割合は、リファレンス配列の対応する部分に整列
したときに、互いに比較することによって計算される。
【００６６】
　分子対（例えば、抗体－抗原対または核酸対）のメンバーは、他の非特異的な分子より
も高いアフィニティで互いに結合する場合、互いに「特異的に結合する」と言われる。例
えば、非特異的なタンパク質よりも効率よく結合する抗原に対する抗体は、抗原に特異的
に結合すると記載することができる（同様に、核酸プローブは、塩基対の相互作用によっ
て標的と特異的な二重鎖を形成する場合、核酸標的に特異的に結合すると記載することが
できる（上を参照））。
【００６７】
　用語「特異的なハイブリダイゼーション」は、本明細書で使用される場合、第１のポリ
ヌクレオチドと第２のポリヌクレオチド間のハイブリッドの生成を指し（例えば、第２の
ポリヌクレオチドは、第１のポリヌクレオチドの配列と実質的に相補性の配列を有する）
、実質的に無関係のポリヌクレオチド配列は、混合物中でハイブリッドを生成しない。
【００６８】
　用語「アッセイ」は、本明細書で使用される場合、サンプル、好ましくは、タンパク質
、ペプチド、ホルモン、または他の生体分子の構成要素を定量または定性するための測定
を指す。
【００６９】
　用語「検出する」または「検出」は、本明細書で使用される場合、これに限定されるも
のではないが、プラットフォームとアレイとを含む、サンプル、反応混合物、分子複合体
、および基質を含む制限された空間部分において、標的またはシグナルの実在、存在、ま
たは事実の決定を指す。検出は、標的またはシグナルの定量または量の測定を指し、これ
に関し、またはこれが関与する場合、「定量的」であり（定量化とも呼ばれる）、これに
限定されるものではないが、標的またはシグナルの量または比率を決定するように設計さ
れた任意の分析を含む。検出は、別の標的またはシグナルに対する相対的な存在量という
観点で、標的またはシグナルの品質または種類の特定を指し、これに関し、またはこれが
関与する場合、「定性的」であり、定量はされない。「光学検出」は、視覚的に検出可能
なシグナル（目的の標的または標的に接続したプローブからのスペクトルまたは画像）に
よって行われる検出を示す。
【００７０】
　用語「バイオセンサ」は、本明細書で使用される場合、標的と認識分子間の相互作用を
、電気シグナルのようなシグナルに変換し、標的を測定または検出するセンサを指す。従
来のバイオセンサは、化学物質を検出標的として認識する受容体部位と、その部位で発生
した物理的な変化または化学的な変化を電気シグナルに変換するためのトランスデューサ
部位とで構成される。生きている体内で、互いにアフィニティを有する物質、例えば、酵
素／基質、酵素／補酵素、抗原／抗体、アプタマー／リガンド、またはホルモン／受容体
が存在する。バイオセンサは、受け入れる分子とアフィニティを有する物質は、上述のよ
うに、分子を認識する物質として使用される基質に固定され、その結果、対応する基質を
選択的に測定することができるという原理で働く。
【００７１】
　用語「認識分子」は、本明細書で使用される場合、バイオマーカーを特異的に認識し、
バイオマーカーに特異的に結合することができる分子を指す。認識分子－標的対の例は、
受容体－リガンド、抗原－抗体、酵素－基質、糖－レクチンを含む。それに加え、生体模
倣分子、例えば、バイオマーカーを認識することができる合成受容体。合成受容体は、米
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国特許第７，０６７，３２６号明細書および第６，７９７，５２２号明細書により詳細に
記載され、この参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。アプタマーを認識分子と
して使用してもよい。
【００７２】
　用語「受容体」は、本明細書で使用される場合、細胞の血漿膜に埋め込まれているか（
細胞表面受容体）、細胞質中、または、細胞の核の中に埋め込まれている（核受容体）タ
ンパク質を指し、これに特異的な分子が結合するだろう。受容体に結合する分子は、リガ
ンドと呼ばれ、ペプチド（短いタンパク質）または別の低分子、例えば、神経伝達物質、
ホルモン、医薬または毒素であってもよい。
【００７３】
　用語「アプタマーに基づくセンサ」、「アプタセンサ」、または「アプタマービーコン
」は、本明細書で使用される場合、標的に対するアプタマーのアフィニティを開発する標
的を捕捉するために使用することができ、本開示を読めば当業者によって特定可能な技術
を用いて検出することができるセンサを指す。
【００７４】
　用語「移植可能なデバイス」または「インプラント」は、本明細書で使用される場合、
十分な機械強度、解剖表面に対する快適さを有し、ヒトの体内に移植するのに適したデバ
イスを指す。公知の移植可能なデバイスは、シャント、静脈内カテーテルおよび／または
動脈カテーテル、薬物投与デバイス、例えば、注入ポンプなどを含む。
【００７５】
　用語「パッチ」は、本明細書で使用される場合、感圧性接着剤表面を有し、皮膚に置く
ことが可能な任意の製品を含む。このような製品は、テープ、絆創膏、シート、石膏など
を含む種々の大きさおよび形状で提供されてもよい。
【００７６】
　用語「ストラップ」は、本明細書で使用される場合、スロットに通され、ヒトの身体の
任意の部分に固定するためにループ状物として二重にされる任意の可撓性のベルト、紐、
鎖、ロープなどを指す。
【００７７】
　用語「ウェルネス」は、本明細書で使用される場合、人の比較となる状態と比較したと
きに、感情、健康、フィットネス、精神、美容、若さ、自信、および欲求を含む、実際の
、または感知される向上した状態を指す。これは、ウェルネスが疾患または病弱が存在し
ないことによって単に決定されていた従来の健康モデルではない。ウェルネスは、本発明
の内容では、個人の現在の健康状態または不自由さにかかわらず、個人の機能の改良され
た状態である。従って、ウェルネスは、連続して存在し、個人の固有の状況に基づき、そ
れぞれの個人に固有である。ウェルネスは、個人を全体として見て、個人の血圧レベルだ
け、または個人の体重がどの程度多いか、または個人がストレスをどの程度うまく管理し
ているかだけを見るのではなく、全体的な概念として観察されてもよい。
【００７８】
　多くの因子が、個人のウェルネスに影響を与えることがある。これらの因子のいくつか
は、疼痛管理、社会貢献、休息、消費者の知識、運動、個人的な成長および進歩、栄養摂
取、健康管理、体重、社会の支援、スキンケア、雇用、学校、身体の機能、アクセス可能
な施設、性的関心、個人的な支援サービス、加齢、住宅、態度、移動、アイデンティティ
、知識および他人への感度（健康介護提供者を含む）、信念、代替医薬／相補的な医薬、
および自己決定を含む。
【００７９】
　用語「生活の質」は、本明細書で使用される場合、正常な生活を楽しむ能力を指す。一
般的に、望ましい状態は、幸福感、ウェルネス、スタミナ、気力、幸せであるという感覚
、満足感、および疼痛、不安、鬱状態、および／または怒りから自由であることを含む。
【００８０】
　用語「易罹患性」は、本明細書で使用される場合、個人が経験した精神的な障害または
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身体的な障害に関連するか、またはその指標となる存在する事象または症状が、本明細書
に記載されるような異常なバイオマーカーレベルと関係があるかどうかを決定することと
、精神的な障害または身体的な障害の指標となる事象または症状をまだ経験していない個
人が、その傾向または危険性を示すかどうかを決定することの両方を指す。従って、特定
の個人の特定の状況に依存して、用語「易罹患性」は、精神的な障害または身体的な障害
へのなりやすさ、または将来的に精神的な障害または身体的な障害が進行する可能性が高
いことを意味すると理解されたい。
【００８１】
　用語「治療」は、本明細書で使用される場合、障害または障害の１若しくはそれ以上の
症状を治し、障害の確立を防ぎ、障害のための初期の介入を提供し、障害の残りの症状を
管理し、障害の再発を防ぎ、障害における治療耐性を克服するか、またはその他の方法で
、障害の進行または他の望ましくない症状を何らかの様式で予防し、覆い隠し、遅らせ、
または逆行させる任意の治療およびすべての治療を指す。従って、用語「治療」は、最も
広い意味で考えられるべきである。例えば、治療は、完全に回復するまで患者を治療する
ことを必ずしも暗示しない。むしろ、「治療」は、特定の障害の重篤度を下げ、または発
症を遅らせることを包含する。ある種の障害という観点で、本発明の方法は、障害に関連
する非常に望ましくない事象の発生を減らすか、または軽減するという観点で、またはそ
の事象または転帰の初期の発生を防ぐものではなくてもよく、障害の進行の不可逆な転帰
を防ぐという観点で、障害を「治療すること」を含む。従って、治療は、特定の障害の症
状の軽減、または特定の障害を予防するか、または特定の障害が進行する危険性を他の方
法で減らすことを含む。
【００８２】
　用語「重篤度」は、本明細書で使用される場合、精神的な障害または身体的な障害を有
する症状のある被検体によって経験され、確認され、正式に評価され、または報告された
症状の強さの程度を指す。
【００８３】
　用語「疾患コントロール」は、本明細書で使用される場合、典型的には、疾患または障
害を治療するための介入という観点で、疾患または障害の状態を意味する。従って、「疾
患コントロール」は、その障害の結果として、患者によって経験され、患者を患わせる症
状および状態の範囲および重篤度を記述する。疾患コントロールは、個人の疾患状態の所
与の時間点での測定値を効果的に提供し、現在の個人による治療的な治療計画と、個人の
最近の経験および心理的な状態の両方を反映している。
【００８４】
　用語「精神的な障害」は、本明細書で使用される場合、一般的に、軽度から重度の精神
的な疾病の健康状態、例えば、精神医学的または神経精神学的な疾患、気分障害、精神異
常障害、人格障害、外傷前または外傷後のストレス障害、不安障害、発達精神障害、学習
障害、感覚障害、運動障害、記憶障害および行動障害、および他の精神的な障害および疾
患を指す。この障害または状態は、薬物投与または他の医薬、心理学的治療または精神学
的治療の形態での介入を必要とするものであってもよく、または介入によって修正可能な
ものであるが、必要ではない症例もある。
【００８５】
　ある疾患または状態「の危険性がある」、「～にかかりやすい」、または「～に感度が
高い」個人は、その個人がその疾患または状態にかかるか、または進行する危険性が、平
均的な集合よりも高いことを意味する。
【００８６】
　本明細書で使用される場合、用語「予防する」、「予防すること」、および「予防」は
、介入から生じる、被検体における障害または障害の１若しくはそれ以上の症状の再発、
発症、または進行の予防を指す。
【００８７】
　本明細書で使用される場合、用語「被検体」および「複数の被検体」は、ヒトを指す。
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【００８８】
　用語「プロモーション」または「オファー」は、本明細書で使用される場合、製品また
はサービスを宣伝する目的のために、その製品またはサービスに関連する任意の種類の情
報を任意の言語で、または任意の言語に翻訳して提供すること、または、任意の言語で、
または任意の言語に翻訳してソーシャルメディアの内容を書くことを意味し、これに限定
されるものではないが、プロモーションまたはオファーのために用いられる任意の種類の
広告、広告をすること、マーケティング、クーポン、割引券、オファー、日々の取引、オ
ークションなどを含む。
【００８９】
　用語「オンラインプロモーション」は、本明細書で使用される場合、携帯機器または無
線デバイスおよび任意のインターネットにアクセス可能なデバイス（任意の種類の演算デ
バイスまたはコンピュータを含む）を含む、インターネット（例えば、ソーシャルネット
ワークまたはウェブサイト、ブログ、ポップアップなど）により提供される、任意の形態
での任意の種類のプロモーションまたはオファーを指す。
【００９０】
　用語「製品」は、本明細書で使用される場合、本明細書に記載されるか、または当該技
術分野で公知の任意の製品を指す。製品の非限定的な例は、これに限定されるものではな
いが、商品、小売り製品、卸売り製品、バーチャル製品、電子機器、衣服、食品、水、飲
料、市販の製品、家庭用またはハウジング製品、クリーニング製品、靴、機器、自動車、
トラック、オートバイ、船、飛行機、市販の住宅建築製品、音楽、オーディオおよびビデ
オ製品、本、コンピュータ、ハードウエア、システム、操作システム、ソフトウエア、携
帯バンキングおよび携帯財布サービスに関連する製品、娯楽または買い物に関連する製品
、ペニーオークションまたはオンラインオークションに関連する製品、アフィリエイトサ
ービスに関連する製品、イーコマースに関連する製品、スポーツ、メディア、音楽楽器に
関連する製品、教育用製品、金融製品、旅行およびホスピタリティ製品、不動産製品、ス
ポーツおよびスポーツイベント、市場のトレンドおよび予測に関する情報、抵当の見積も
り、ローン、保険、広告、メッセージ、ニュースの供給、天気、ニュース、不動産製品（
例えば、空き地、住宅用、商業用、娯楽用、小売店、ショッピングモール、ホテル、モー
テル、ゴルフコース、カジノ、リゾート、マリーナ、工業用、バケーション用、タイムシ
ェアリング、コンドミニアム、複数家族用、および他の種類の不動産など）、リロケーシ
ョン製品、インターネットマーケティング、家屋の改良／リモデリング（家の証明書、保
険、屋内および屋外の家具、固定具、窓、壁板、屋根、加熱／冷却、太陽電池、配管、電
気系統、機械製品、および類似の製品）、食品、食品雑貨、家畜、ヘア製品、リゾート、
床のカバリング、家具、固定具などを含む。
【００９１】
　用語「製品提供者」は、本明細書で使用される場合、任意の提供者を指す（任意の形態
で、例えば、これに限定されるものではないが、任意の製品の開発者、発明者、造成業者
、製造業者、共同造成業者、市場売買者、配達業者、卸売業者、小売業者、輸入業者、輸
出業者、販売業者、再販売業者、オークション業者、入札者、エージェント、代表者など
）。
【００９２】
　用語「サービス」は、本明細書で使用される場合、本明細書に記載されるか、または当
該技術分野で公知の任意のサービスを指す。サービスの非限定的な例は、これに限定され
るものではないが、サーチエンジンまたはサーチリクエスト、ソーシャル、局所的、携帯
による検索、携帯サービス、携帯バンキングおよび携帯財布サービス、娯楽、買い物、ペ
ニーオークションまたはオンラインオークション、アフィリエイトサービス、イーコマー
ス、スポーツ、メディアおよび娯楽、教育、個人および金融のサービス、旅行およびホス
ピタリティサービス、不動産、スポーツおよびスポーツイベント、サービスごとの提供者
、オンラインデート、オンラインギャンブリング、ゲームをすること、小売店、バーチャ
ルコミュニテイ、不動産サービス、広告、メッセージ、ニュースの供給、天気、ニュース
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、不動産サービス（例えば、空き地、住宅用、商業用、娯楽用、小売店、ショッピングモ
ール、ホテル、モーテル、ゴルフコース、カジノ、リゾート、マリーナ、工業用、バケー
ション用、タイムシェアリング、コンドミニアム、複数家族用、および他の種類の不動産
のリース、売買など）、ブローカー、エージェント、リロケーションサービス、インター
ネットマーケティング、コンシェルジュ、輸送、金貸し、鑑定、開発者、契約者、観察者
、家屋の改良／リモデリング（家の証明書、保険、屋根、加熱／冷却、太陽電池、配管、
電気系統、機械製品、および類似の製品）、販売促進、クリーニング、輸送、バンキング
、オークション、不動産計画、農業、獣医、医学、化粧品学、スパ、移動、リロケーショ
ン、コピー、事務所、管理、ファイリング、会計士、飲料サービスなどを含む。
【００９３】
　用語「サービス提供者」は、本明細書で使用される場合、任意の提供者を指す（任意の
形態で、例えば、これに限定されるものではないが、任意のサービスの開発者、発明者、
造成業者、製造業者、共同造成業者、市場売買者、配達業者、卸売業者、小売業者、輸入
業者、輸出業者、販売業者、再販売業者、オークション業者、入札者、エージェント、代
表者など）。
【００９４】
　用語「食用サプリメント」は、本明細書で使用される場合、食事を補助することを意図
した成分を含有する経口摂取される製品を指す。これらの製品の「食用成分」は、これに
限定されるものではないが、ビタミン、ミネラル、ハーブまたは他の植物物質、アミノ酸
、および物質（例えば、酵素、有機組織、腺、および代謝物）を含む。食用サプリメント
は、抽出物および濃縮物の形態をしていてもよく、錠剤、カプセル、軟質ゲル、ゲルキャ
ップ、液体、または粉末として提供されてもよい。食用サプリメントは、バー、飲料、シ
ェイク、および他の食品で提供されてもよい。一般的に、食用サプリメントは、食品また
は食事のための単一の物品であることを意図していない。
【００９５】
　用語「ビタミン」は、本明細書で使用される場合、制限された量できわめて重要な栄養
素として有機体が必要とする有機化合物を指す。有機化学化合物（または関連する一連の
化合物）は、有機体によって十分な量で合成することができない場合にビタミンと呼ばれ
、食事から得なければならない。従って、この用語は、状況および特定の有機体によって
変わる。例えば、アスコルビン酸（ビタミンＣ）は、ヒトにとってはビタミンであるが、
ほとんどの他の動物にとってはビタミンではなく、ビオチン（ビタミンＨ）およびビタミ
ンＤは、特定の状況でのみヒトの食事に必要とされる。規定によれば、ビタミンという用
語は、他の必須栄養素（例えば、食用ミネラル、必須脂肪酸、または必須アミノ酸（ビタ
ミンよりも大量に必要とする））を含まず、健康を促進するが、それほど頻繁には必要と
されない多数の他の栄養素も含まない。現在、ヒトにとって、ビタミンＡ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、
Ｋ、およびＢビタミン（チアミン、リボフラビン、ナイアシン、パントテン酸、ビオチン
、ビタミンＢ６、ビタミンＢ１２、および葉酸）といった１３種類のビタミンが、一般的
に認識されている。
【００９６】
　用語「減量製品」は、本明細書で使用される場合、食用丸薬、シェイク、バー、お茶、
代替食、および低炭水化物物品を含む。食品は、豆類、果実、ハーブ、豆科のさや、天然
甘味料、ナッツ類、油類、種子類、野菜、アサイー、豆製品、青野菜、レスベラトロルな
どを含む。
【００９７】
　用語「スキンケア製品」は、本明細書で使用される場合、バスソルトおよびオイル、シ
ャンプー、コンディショナー、ローション、クリーム、石鹸、スクラブ、歯磨きおよびホ
ワイトナー、軟膏、エリキシル、鎮痛剤、抗生物質、ビタミン、およびミネラルを含む。
【００９８】
　用語「食用ミネラル」は、本明細書で使用される場合、一般的な有機分子に存在する炭
素、水素、窒素および酸素といった４種類の元素以外のヒトの体内が必要とする化学元素
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を指す。実際のミネラル以外の化学元素も記述するため、この用語は古い。ミネラルは、
カルシウム、リン、カリウム、硫黄、ナトリウム、塩素、およびマグネシウムを含んでい
てもよい。哺乳動物の生活に必要である重要な「痕跡量」または少量のミネラルは、鉄、
コバルト、銅、亜鉛、モリブデン、ヨウ素、およびセレンを含む。
【００９９】
　用語「スポーツ用サプリメント」は、本明細書で使用される場合、ボディビルディング
および運動競技に関与するものによって一般的に使用される食用サプリメントを指す。食
事を置き換え、体重増加を促進し、体重減少を促進し、または運動性能を高めるために、
スポーツ用サプリメントを使用してもよい。最も広く使用されているのは、ビタミンサプ
リメント、タンパク質、分枝鎖アミノ酸（ＢＣＡＡ）、グルタミン、必須脂肪酸、食事代
替製品、クレアチン、減量製品、およびテストステロン促進剤である。多くのスポーツ用
サプリメントは、一般公衆によっても消費される。
【０１００】
　用語「食事計画」は、本明細書で使用される場合、カロリー、炭水化物の取り込みおよ
びタンパク質の取り込みという観点で、個人の食事計画を指す。食事計画は、食べられる
さまざまな食品およびいつ食べるべきかも含んでいてもよい。さまざまな食品は、これに
限定されるものではないが、白肉、赤肉、または特定の肉（例えば、牛、ラム）、異なる
種類の野菜、および海産食品を含んでもよい。
【０１０１】
　用語「パーソナルケア製品」は、本明細書で使用される場合、個人の衛生または美容の
ために使用される消費製品を指す。パーソナルケア製品は、リップクリーム、洗浄パッド
、コロン、コットンスワブ、コットンパッド、デオドラント、アイライナー、フェイシャ
ルティシュー、毛髪留め具、リップグロス、リップスティック、ローション、化粧品、マ
ウスウォッシュ、爪用のやすり、ポマード、香水、カミソリ、シャンプー、コンディショ
ナー、タルカム粉末、カミソリ用クリーム、皮膚用クリーム、トイレットペーパー、ウェ
ットティッシュ、歯ブラシ、歯磨きなどを含む。
【０１０２】
　用語「美容製品」は、本明細書で使用される場合、被検体の身体の外側部分の１若しく
はそれ以上の状態および／またはこれらの状態の原因に影響を与える任意の製品を指す。
美容製品は、触れることができる商品（化粧品、非化粧品、アクセサリー、または服）、
サービス（美容用途、毛髪スタイリング、理髪、ヘアカラー）、診断、美容計画（例えば
、商品および／またはサービスの組みわせ）、および／またはアドバイスを含み得る。美
容製品の例は、美容製品、例えば、治療製品、パーソナルクレンジング製品、および化粧
製品を含み得る。美容製品は、被検体の身体の外側部分に適用することができる任意の形
態であってもよい。このような製品の例は、軟膏、ローション、クリーム、ゲル、オイル
、スプレー、石鹸、シャンプー、コンディショナー、スクラブ、リンス、洗浄液などを含
む。
【０１０３】
　用語「食品」は、本明細書で使用される場合、天然食品および調製された食事の両方を
包含する。天然食品は、乳製品、魚、鳥類、肉、穀物、ナッツ類、種子類、豆のさや、ハ
ーブ、香辛料、野菜、および果実を包含する。好ましい食事は、加工食品、例えば、ソー
セージ、ランチミートおよび缶に入っているか、または冷凍したＴＶ食品、ハンバーガー
、フライなどのファストフード、アイスクリーム、パイ、パン菓子、キャンディーのよう
なお菓子、または家庭で作られた食品を包含する。
【０１０４】
　用語「栄養素」は、本明細書で使用される場合、食品中の要素を指す。天然食品の天然
の形態をしているか、または栄養摂取用のサプリメントとしての形態であるかにかかわら
ず、ビタミン、ミネラル、または食品に存在する任意の一部であってもよい。
【０１０５】
　用語「ゲームをすること」または「ギャンブルをすること」は、本明細書で使用される
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場合、地域のイベントまたはオンラインでのイベント、活動、ゲーム、セッション、ラウ
ンド、一勝負、１回分および操作などのいずれかを指し、ビデオゲーム、ウェブゲーム、
オンラインカジノ、カジノゲーム、カードゲーム、ポーカー、ダイスゲーム、オンライン
スポーツのベッティング、スポーツイベント、および／または任意の他のゲームまたはギ
ャンブルのイベントを含む。　
【０１０６】
　説明の目的のために、種々の例示的な実施形態を参照することによって、本発明の原理
を記載する。本発明の特定の実施形態を本明細書に具体的に記載しているが、当業者は、
同じ原理がこれに等しく適用可能であり、他のシステムおよび方法に使用することができ
ることを容易に認識するだろう。本発明の開示される実施形態を詳細に説明する前に、本
発明が、示されている任意の特定の実施形態の詳細への適用に限定されないことを理解す
べきである。さらに、本明細書で使用される用語は、記載の目的のためであり、限定する
ことを目的としていない。さらに、特定の方法が、特定の順序で本明細書に提示される工
程を参照して記載されているが、多くの場合に、当業者によって認識され得るように、こ
れらの工程は、任意の順序で行われてもよく、従って、新規の方法は、本明細書に開示さ
れる工程の特定の配置に限定されない。
【０１０７】
　本明細書および添付の特許請求の範囲で使用される場合、単数形「１つの（ａ）」、「
１つの（ａｎ）」、および「その（ｔｈｅ）」は、特に明確に示されていない限り、複数
の参照物も含むことを注記しなければならない。さらに、用語「１つの（ａ）」（または
「１つの（ａｎ）」）、「１若しくはそれ以上の」、および「少なくとも１つ」は、本明
細書で相互に置き換え可能に使用することができる。用語「～を含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉ
ｎｇ）」、「～を含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、「～を有する（ｈａｖｉｎｇ）」、お
よび「～から構築される」も、相互に置き換え可能に使用することができる。
【０１０８】
　一態様において、本発明は、個人に支援を提供し、選択的にリアルタイムで、個人のウ
ェルネスを維持するか、または向上する方法であって、個人由来のサンプル中の１若しく
はそれ以上のバイオマーカーの存在および／または濃度を測定する工程（１００）と、測
定された１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在および／または濃度に基づき、個人
のウェルネスの必要性を予測し、個人のウェルネスを維持するか、または向上し、この１
若しくはそれ以上のバイオマーカーが、ウェルネスの必要性の指針である工程（２００）
と、個人の生活環境を変えるか、または、個人のウェルネスの必要性に対処するために、
情報、アドバイス、またはガイダンスを個人に提供する工程（３００）とを有する、方法
に関する（図１）。情報、アドバイス、またはガイダンスは、その個人に直接的に与えら
れてもよく、または補助者または介助者のような第三者に与えられてもよい。
【０１０９】
　特定の実施形態において、本発明は、個人にリアルタイムの支援を提供してもよい。こ
の支援は、個人の生活環境を変えること、および個人のウェルネスの必要性に対処するた
めに、情報、アドバイス、またはガイダンスを個人に提供することの２つの形態のいずれ
かである。この実施形態において、支援は、個人由来のサンプルが入手されたか、または
集められたすぐ後に、従って、リアルタイムで与えられる。サンプルが入手されたか、ま
たは集められてから支援が与えられるまでの遅れは、最低限である。例えば、この遅れは
、数分程度であってもよく、可能な場合、数秒程度であってもよいが、約１時間より長い
ことはない。バイオマーカー測定のために離れた場所に郵送によって集められたサンプル
のように、実施によって過度な遅れが生じると、バイオマーカーを動的にモニタリングし
、個人の終始変化するウェルネスの必要性にリアルタイムで対処する情報、アドバイス、
またはガイダンスを提供することができない。
【０１１０】
　個人由来のサンプルが入手されるか、または集められると、サンプル中のバイオマーカ
ーがすぐに測定され、その存在および／または濃度を決定する。サンプル中のバイオマー
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カーは、ポリペプチド、ポリヌクレオチド（ＤＮＡおよびＲＮＡ）、代謝物、微生物、無
機化合物、およびイオンを含む。本発明は、サンプル中のバイオマーカーを測定するため
に認識分子を使用してもよく、認識分子は、バイオマーカーに特異的に結合することがで
きる。認識分子を利用する技術は、単純であり、コストが低く、短時間で測定結果を作成
するという利点を有する。バイオマーカーの属性がわかった後に、認識分子を設計し、作
成することができることが当業者には十分に理解される。
【０１１１】
　ある実施形態において、サンプル中のバイオマーカーを、同じサンプル中または異なる
サンプル中の別の化合物または分子に関係づけてもよい。これらの実施形態において、関
係づけられた化合物または分子を測定すると、バイオマーカー自体を測定することと比較
して、利点を提供するだろう。利点は、異なるサンプルを利用するのが簡単であること、
正確性が高いこと、関係づけられた化合物または分子を測定するために利用可能な迅速ま
たは簡単な技術を含む。これらの実施形態において、複数のバイオマーカーの使用は、１
個のバイオマーカーよりも、個人のウェルネスの必要性のより正確な予測を提供するだろ
う。ある実施形態において、同じサンプル中または異なるサンプル中の２つのバイオマー
カー間の１若しくはそれ以上の比率を使用し、個人のウェルネスの必要性を予測してもよ
い。ある実施形態において、バイオマーカーの数が十分に大きい場合、パターン認識を使
用し、バイオマーカーを評価してもよい。また、関係づけられた化合物または分子は、疾
患または健康上の関心の易罹患性についてのより速いシグナルを提供し、従って、初期段
階でウェルネスの必要性を予測してもよい。
【０１１２】
　例えば、一実施形態において、既知のバイオマーカーがサンプル中のポリペプチドであ
る場合、このようなポリペプチドをコードする遺伝子を決定することができる。次いで、
サロゲートポリヌクレオチド（例えば、ＤＮＡまたはＲＮＡ）アッセイを使用し、ポリペ
プチドの存在および／または濃度を測定することができる。この実施形態において、ポリ
ヌクレオチドを測定するための技術は、ポリペプチドを直接測定するための利用可能な方
法よりも単純であり、より正確であろう。
【０１１３】
　ある実施形態において、サンプル中のバイオマーカーは、ポリペプチドである。サンプ
ル中のポリペプチドは、抗体、抗原、アプタマー、天然受容体、合成受容体、リガンド、
酵素、および酵素の基質から選択される認識分子を用いて測定されてもよい。ポリペプチ
ドは、認識分子に特異的に結合し、複合体を生成することができる。複合体は、抗体／抗
原（ポリペプチドが抗原である場合、抗体／ポリペプチド、ポリペプチドが抗体である場
合、抗原／ポリペプチド）、ポリペプチド／アプタマー、リガンド／受容体（ポリペプチ
ドがリガンドである場合、ポリペプチド／天然受容体、ポリペプチドがリガンドである場
合、ポリペプチド／合成受容体、ポリペプチドが受容体である場合、ポリペプチド／リガ
ンド）、酵素／基質（ポリペプチドが酵素の基質である場合、ポリペプチド／酵素、ポリ
ペプチドが酵素である場合、ポリペプチド／基質）から選択されてもよい。
【０１１４】
　ある実施形態において、サンプル中のバイオマーカーは、ポリヌクレオチドである。サ
ンプル中のポリヌクレオチドは、サンプル中のポリヌクレオチドと相補性であるか、また
は適合する抗体、アプタマー、および核酸プローブから選択される認識分子を用いること
によって測定されてもよい。ポリヌクレオチドは、認識分子に特異的に結合し、複合体を
生成することができる。複合体は、抗体／ポリヌクレオチド、ポリヌクレオチド／アプタ
マー、およびポリヌクレオチド／核酸プローブ複合体から選択されてもよい。
【０１１５】
　ある実施形態において、サンプル中のポリヌクレオチドは、測定する前に増幅されても
よい。増幅方法は、ＰＣＲ、ネステッドＰＣＲ、またはＲＴ－ＰＣＲであってもよい。
【０１１６】
　ある実施形態において、サンプル中のバイオマーカーは、代謝物である。ある種の一般
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的な代謝物は、アミノ酸、ペプチド、ヌクレオシド、ヌクレオチド、および炭水化物を含
む。サンプル中の代謝物は、抗体、アプタマー、天然受容体、合成受容体、および酵素か
ら選択される認識分子を用いることによって測定されてもよい。代謝物は、認識分子に特
異的に結合し、複合体を生成することができる。複合体は、抗体／代謝物、アプタマー／
代謝物、受容体／代謝物、および酵素／代謝物複合体から選択されてもよい。
【０１１７】
　ある実施形態において、サンプル中のバイオマーカーは、微生物である。サンプル中の
微生物は、ポリペプチド、ポリヌクレオチド、および／または代謝物のような特定の種類
の分子を含んでいてもよい。これらの種類の特定の分子のいずれかを、微生物の存在の指
針として使用してもよい。ある実施形態において、微生物を溶解し、特定の種類の分子を
検出するために微生物細胞の１若しくはそれ以上の中の内容物を放出させてもよい。従っ
て、微生物の検出は、溶解物中のポリペプチド、ポリヌクレオチド、および代謝物を含む
特定の種類の分子を測定して達成することができる。従って、ポリペプチド、ポリヌクレ
オチド、および代謝物を測定するための上述の同じ技術を、サンプルの溶解物中の構成要
素から、サンプル中の特定の微生物を検出するときに使用してもよい。微生物のポリヌク
レオチドを消化し、ポリヌクレオチドの測定を容易にしてもよい。
【０１１８】
　ある実施形態において、微生物は、特定の種類の細胞表面タンパク質を有し、微生物を
溶解することなく、直接測定してもよい。表面タンパク質を結合するための認識分子は、
抗体、アプタマー、天然受容体、合成受容体、またはリガンドであってもよい。認識分子
は、表面タンパク質との結合によって、微生物との複合体を形成してもよい。複合体は、
抗体／微生物、アプタマー／微生物、受容体／微生物、リガンド／微生物から選択されて
もよい。
【０１１９】
　特異的なバイオマーカー（ポリペプチド、ポリヌクレオチドまたは代謝物）のための認
識分子としてのアプタマーは、当該技術分野で公知の任意の方法によって開発されてもよ
い。一実施形態において、アプタマーは、ＳＥＬＥＸ（Ｓｙｓｔｅｍａｔｉｃ　Ｅｖｏｌ
ｕｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｌｉｇａｎｄｓ　ｂｙ　Ｅｘｐｏｎｅｎｔｉａｌ　ｅｎｒｉｃｈｍｅ
ｎｔ）と呼ばれるｉｎ　ｖｉｔｒｏ選択プロセスを用いて開発される。例えば、Ｇｏｌｄ
ら（米国特許第５，２７０，１６３号明細書および第５，４７５，０９６号明細書）を参
照。それぞれの内容は、この参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。ＳＥＬＥＸ
は、大量の核酸プールから選択された分子標的に対する核酸リガンドを特定するのに使用
される反復プロセスである。このプロセスは、標準的な分子生物学技術に依存し、核酸リ
ガンドの複数回の選択、分割、および増幅を用いて、標的分子に対して最も高いアフィニ
ティを有する核酸リガンドを決定する。ＳＥＬＥＸ方法は、リガンドに改良された特徴（
例えば、ｉｎ　ｖｉｖｏ安定性の向上または向上した送達特徴）を付与する修飾されたヌ
クレオチドを含む高アフィニティ核酸リガンドの特定を包含する。このような修飾の例と
しては、リボースおよび／またはホスフェートおよび／または塩基位置での化学置換を含
む。基本的なＳＥＬＥＸ方法に対して多くの改良があり、いずれかを使用し、本発明の方
法で使用するための核酸リガンドを発見してもよい。
【０１２０】
　ある実施形態において、本発明の認識分子は、サンプル中のバイオマーカーを測定する
ためのバイオセンサに組み込まれていてもよい。バイオセンサは、サンプル中のバイオマ
ーカーを検出する認識分子（例えば、抗体、抗原、受容体、核酸プローブ、アプタマー、
または酵素）と、バイオマーカーと認識分子の結合を電気出力に変換するシグナルトラン
スデューサと、結果を中継し、表示するシグナルプロセッサの３種類の主要な構成要素を
有する（Ｖｏ－Ｄｉｎｈら、「Ｂｉｏｓｅｎｓｏｒｓ　ａｎｄ　ｂｉｏｃｈｉｐｓ：ａｄ
ｖａｎｃｅｓ　ｉｎ　ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　ａｎｄ　ｍｅｄｉｃａｌ　ｄｉａｇｎｏｓ
ｔｉｃｓ」、Ｆｒｅｓｅｎｉｕｓ　Ｊ　Ａｎａｌ　Ｃｈｅｍ、ｖｏｌｕｍｅ　３６６、５
４０～５５１ページ、２０００、この参照によりその全体が本明細書に組み込まれる）。
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【０１２１】
　認識分子は、物理的な吸着、共有結合、マトリックスの取り込み、分子内架橋、または
膜の取り込みによって、バイオセンサの検出表面に固定されてもよい。バイオマーカーと
認識分子の結合は、バイオセンサ中のトランスデューサによって電気シグナルに変換され
る。
【０１２２】
　一実施形態において、複数の認識分子は、サンプル中の１若しくはそれ以上のバイオマ
ーカーを測定するためのバイオセンサに組み込まれていてもよい。このようなバイオセン
サは、別個に、独立して、それぞれのバイオマーカーの結合を別個の電気シグナルに変換
し、このことは、サンプル中のそれぞれのバイオマーカーの存在および／または濃度を示
す。この実施形態において、１種類のバイオセンサが、サンプル中の複数のバイオマーカ
ーを測定することができる。
【０１２３】
　ある実施形態において、複数のバイオセンサを、それぞれ、サンプル中の別個のバイオ
マーカーを測定するために使用してもよい。
【０１２４】
　バイオマーカー検出の機構によれば、本発明のバイオセンサに使用可能な、光学（比色
、蛍光、発光、および干渉）トランスデューサ、質量に基づく（圧電および音波）トラン
スデューサ、磁場に基づくトランスデューサ、電気化学的な（電流滴定、電位差、および
導電率）トランスデューサ、および熱量測定のトランスデューサの５種類のトランスデュ
ーサが存在する。
【０１２５】
　光学トランスデューサは、発光、蛍光、比色、または干渉に基づいていてもよい。特に
、蛍光の選択性および感度によって、いくつかの実施形態に特に適切な蛍光に基づくトラ
ンスデューサが得られる。蛍光に基づくバイオセンサは、電磁放射（放射の以前の吸収お
よび励起状態の生成によって引き起こされる）の周波数変化を測定し、認識分子の励起の
繰り返しによって、１つのコピーのバイオマーカーレベルでさえ測定することができる明
るいシグナルが生成する。
【０１２６】
　光学トランスデューサは、入力グレーティング結合器（例えば、回折グレーティング結
合器）、プリズム結合器、平板状または非平板状の旋光分析のイオン交換または溶着リブ
、チャネル型または非チャネル型の導波管または干渉計（例えば、Ｍａｃｈ－Ｚｅｈｎｄ
ｅｒ干渉計）、およびプリズム結合器を用いる表面プラズモン共鳴センサ（例えば、ＢＩ
ＡＣＯＲＥシステム）、振動撹拌器を備える共鳴鏡（例えば、Ｉａｓｙｓ）、複数の検体
を検出するためのエバネッセント光ファイバーのバイオセンサ（例えば、ＲＡＰＴＯＲ抗
体特定システム）、変位量検出器、または他の光学型または時間分解型または相蛍光型の
トランスデューサ（例えば、蛍光体で標識された結合タンパク質または蛍光体の共鳴エネ
ルギー移動を検出するためのもの）、または光ファイバー要素を使用してもよい。
【０１２７】
　質量に基づくトランスデューサは、圧電および音波のトランスデューサを含む。質量に
基づくトランスデューサは、典型的には、表面にある認識分子に対するバイオマーカーの
結合に依存し、それによって、システムの質量が増加し、この質量増加が検出され、およ
び／または測定される。
【０１２８】
　磁場に基づくトランスデューサは、交互にならんだ強磁性層および非磁性導電層で構成
される薄膜構造を使用する。この薄膜構造は、量子力学的な磁気抵抗効果を有する。薄膜
構造の表面を認識分子でコーティングする。次いで、サンプル中のすべての分子（バイオ
マーカーを含む）を、小さな磁性（または磁性化可能な）粒子でタグ化する。薄膜構造の
表面にバイオマーカーが特異的に結合し、結合していない分子を洗い流したら、結合した
磁性粒子は、薄膜構造の電気抵抗を顕著に変化させるだろう。この種のトランスデューサ
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は、国際公開第２００６／０５９２７０号パンフレットおよび欧州特許出願公開第２　３
９０　６５１号明細書に記載され、この参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【０１２９】
　電気化学的なトランスデューサは、典型的には、認識分子として酵素を使用し、酵素は
、バイオマーカーに特異的な反応を触媒する。この反応によって、電気化学シグナルが変
化する。例えば、グルコースオキシダーゼまたはラクテートオキシダーゼは、白金表面に
あるピロール、Ｎ－メチルピロール、アニリン、およびｏ－フェニレンジアミンから生成
する導電性ポリマーに固定されてもよい。このようなバイオセンサを使用し、グルコース
およびラクテートをそれぞれ測定することができる。ある実施形態において、より感度が
高く、特異的な電気化学シグナルを生成するために、複数の酵素を、反応カスケードを触
媒するための１つのバイオセンサで使用してもよい。この種のトランスデューサに関する
さらなる詳細は、米国特許出願公開第２０１１／０２４３０９号明細書に発見することが
でき、この参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【０１３０】
　熱量測定（または測温）のトランスデューサは、バイオマーカーと、温度に感受性の高
い表面に固定された認識分子との間の発熱反応に起因する熱の変化を測定する。温度変化
を間接的に使用し、サンプル中のバイオマーカー濃度を決定することができる。
【０１３１】
　トランスデューサは、異なる物理的構造で実施されてもよい。例は、大きな磁気抵抗構
造（国際公開第２００６／０５９２７０号パンフレットおよび欧州特許出願公開第２　３
９０　６５１号明細書に記載される）と、ナノワイヤ（国際公開第２０１２／０７５４４
５号パンフレット、国際公開第２００７／１１４６４９号パンフレット、および欧州特許
出願公開第１　７０６　７４２号明細書に記載される）と、マイクロ流体回路（米国特許
出願公開第２０１３／００７８６２０号明細書に記載される）と、ナノチューブ（国際公
開第２００５／０８８２８８号パンフレット、国際公開第２０１３／０３３３５９号パン
フレット、および国際公開第２００７／１０２６２９号パンフレットに記載される）と、
バイオチップ（米国特許出願公開第２０１１／００７１０５１号明細書に記載される）と
を含む。これらの参考文献は、この参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【０１３２】
　ナノワイヤまたはナノチューブに基づくトランスデューサに関し、バイオマーカーが、
ナノチューブまたはナノワイヤの上にある認識分子に結合した後、この結合は、導電性を
変えることによって、ナノチューブまたはナノワイヤを通る電子の移動に影響を与える。
従って、複数のナノワイヤまたはナノチューブが、複数のバイオマーカーの並行した測定
および同時測定のために１つのトランスデューサ上にアレイの状態で配置されてもよい。
【０１３３】
　一実施形態において、バイオセンサは、改変された従来の酵素結合免疫吸着測定法（Ｅ
ＬＩＳＡ）で、免疫グロブリンＧ（ＩｇＧ）を検出するための半導体ナノ粒子のイオン感
応電界効果トランジスタ（ＩＳＦＥＴ）を有する。酸化インジウムおよびシリカナノ粒子
は、層状に自己整列し、電気化学的なトランスデューサと抗体の固定部位にそれぞれ反対
に帯電した高分子電解質である。酸化インジウムナノ粒子ＩＳＦＥＴは、標的ＩｇＧの濃
度に応答して電気シグナルを生成する。サンドイッチ型のＥＬＩＳＡ構造は、西洋ワサビ
ペルオキシダーゼの助けを借りて、酸性基質から中性基質への変換を触媒する。サンプル
溶液のｐＨ変化は、ナノ粒子ＩＳＦＥＴによって検出される。Ｌｅｅら、「Ａｎ　ｅｌｅ
ｃｔｒｉｃ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ　ｏｆ　ｉｍｍｕｎｏｇｌｏｂｕｌｉｎ　Ｇ　ｉｎ　ｔ
ｈｅ　ｅｎｚｙｍｅ－ｌｉｎｋｅｄ　ｉｍｍｕｎｏｓｏｒｂｅｎｔ　ａｓｓａｙ　ｕｓｉ
ｎｇ　ａｎ　ｉｎｄｉｕｍ　ｏｘｉｄｅ　ｎａｎｏｐａｒｔｉｃｌｅ　ｉｏｎ－ｓｅｎｓ
ｉｔｉｖｅ　ｆｉｅｌｄ－ｅｆｆｅｃｔ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ」、Ｊ．Ｍｉｃｒｏｍｅ
ｃｈ．Ｍｉｃｒｏｅｎｇ．、２２巻、０１５００９ページ、２０１２を参照。この参照に
よりその全体が本明細書に組み込まれる。
【０１３４】
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　ある実施形態において、バイオセンサ中の認識分子を再使用してもよい。さらに具体的
には、測定の後、認識分子に結合したバイオマーカーをバイオセンサから除去してもよい
。従って、認識分子を、より後でバイオマーカーの別の測定に再び使用してもよい。結合
したバイオマーカーの除去は、洗浄バッファーを使用することによって、溶液のｐＨ、温
度、および／またはイオン強度を変えることによって達成されてもよい。認識分子に不可
逆性の変化または損傷を引き起こすことなく、結合したバイオマーカーを除去することが
できる当該技術分野で知られている任意の手順を本発明に使用してもよい。結合したバイ
オマーカーを除去するための手順は、認識分子の属性に大きく依存する。例えば、認識分
子が核酸プローブである場合、核酸プローブ／バイオマーカーの複合体は、複合体が解離
する複合体の変性温度よりも高い温度に上げることによって解離されてもよく、次いで、
バイオマーカーが洗い流されてもよい。
【０１３５】
　ある実施形態において、認識分子は、バイオマーカーに特異的に結合する条件により活
性な抗体である。条件により活性な抗体およびこれを作成する方法は、例えば、米国特許
出願公開第２０１２／０２５８８６５号、米国特許出願公開第２０１２／０１６４１２７
号、および米国特許出願公開第２０１０／０２６０７３９号に記載される。条件により活
性な抗体は、ある条件（温度、ｐＨ、浸透圧、重量オスモル濃度、酸化、および電解質の
濃度）で可逆的に不活性化し、これによって、結合したバイオマーカーを放出する場合が
ある。条件により活性な抗体は、その条件が次の測定のために除去された後、活性な状態
に戻るだろう。例えば、条件により活性な抗体は、高温で不活性化されてもよく、それに
よって、結合したバイオマーカーを放出するだろう。放出されたバイオマーカーを洗い流
してもよい。温度が下がったら、条件により活性な抗体は、再び活性になり、次の測定の
準備ができる。別の実施形態において、条件により活性な抗体は、高いｐＨで不活性化さ
れ、結合したバイオマーカーを放出してもよい。ｐＨが下がったら、条件により活性な抗
体は、再び活性になり、次の測定の準備ができる。
【０１３６】
　ある実施形態において、サンプル中のバイオマーカーは、無機化合物またはイオンであ
る。サンプル（このような息または体液に溶解したもの）中の無機化合物は、サンプル中
に酸素、酸化窒素、および水素を有していてもよい。イオンは、サンプル中にＨ＋、Ｋ＋

、Ｎａ＋、Ｍｇ２＋、Ｃａ２＋、Ｍｇ２＋、Ｃｌ－、ＨＣＯ３
－、ＰＯ４

３－、ＮＨ４、
およびＯＨ－を含む。無機化合物またはイオンを測定するのに適切なアッセイの例は、Ｗ
ａｎら、「Ｄｅｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｍａｊｏｒ　ｉｎｏｒｇａｎｉｃ　ｉｏ
ｎｓ　ｉｎ　ｂｌｏｏｄ　ｓｅｒｕｍ　ａｎｄ　ｕｒｉｎｅ　ｂｙ　ｃａｐｉｌｌａｒｙ
　ｅｌｅｃｔｒｏｐｈｏｒｅｓｉｓ　ｗｉｔｈ　ｃｏｎｔａｃｔｌｅｓｓ　ｃｏｎｄｕｃ
ｔｉｖｉｔｙ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ」、Ａｎａｌｙｔｉｃａ　Ｃｈｉｍｉｃａ　Ａｃｔａ
、５２５巻、１１～１６ページ、２００４；米国特許出願公開第２００３／００４５８２
７号明細書；およびＸｉａら、「Ｃｏｌｏｒｉｍｅｔｒｉｃ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ　ｏｆ
　ＤＮＡ，ｓｍａｌｌ　ｍｏｌｅｃｕｌｅｓ，ｐｒｏｔｅｉｎｓ，ａｎｄ　ｉｏｎｓ　ｕ
ｓｉｎｇ　ｕｎｍｏｄｉｆｉｅｄ　ｇｏｌｄ　ｎａｎｏｐａｒｔｉｃｌｅｓ　ａｎｄ　ｃ
ｏｎｊｕｇａｔｅｄ　ｐｏｌｙｅｌｅｃｔｒｏｌｙｔｅｓ」、ＰＮＡＳ、１０７巻、１０
８３７～１０８４１ページ、２０１０に記載され、この参照によりその全体が本明細書に
組み込まれる。
【０１３７】
　ある実施形態において、本発明は、サンプル中の無機化合物またはイオンを測定するた
めの電極を使用する。電極の一種は、無機化合物またはイオンと、電気化学分子が結合す
るか、または消費される基質との間の化学相互作用中に生成する電気化学シグナルを測定
する電気化学的な電極である。このような電極は、測定する電気化学シグナルに依存して
、電位差電極、電流滴定電極、および導電率電極に分類することができる。
【０１３８】
　気体状のバイオマーカー（例えば、息または屁の気体の中のもの）のための電気化学的
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な電極は、気体状のバイオマーカーと反応させ、気体状のバイオマーカーの濃度に比例す
る電気シグナルを生成することによって操作する。このような電極は、典型的には、検知
電極（または作業電極）と、電解質の薄層によって分離される対となる電極とから成る。
気体状のバイオマーカーが検知電極に達すると、酸化機構または還元機構によって、検知
電極表面で反応する。これらの反応は、気体状バイオマーカーの触媒反応のために特定的
に開発された電気化学材料によって触媒される。
【０１３９】
　任意の適切な電気化学的な電極を使用し、サンプル中の無機化合物を測定してもよい。
例えば、ＮＨ３、Ｂｒ２、ＣＯ、Ｃｌ２、ＣｌＯ２、Ｂ２Ｈ６、Ｆ２、ＧｅＨ４、Ｈ２、
ＨＣｌ、ＨＣＮ、ＨＦ、Ｈ２Ｓ、ＮＯ、ＮＯ２、Ｏ２、Ｏ３、ＰＨ３、ＳｉＨ４、ＳＯ２

を測定するための電気化学的な電極が知られている。電気化学反応のいくつかの例は、以
下のものを含む。
【０１４０】
　ＣＯ＋Ｈ２Ｏ→ＣＯ２＋２Ｈ＋＋２ｅ－

　Ｈ２Ｓ＋４Ｈ２Ｏ→Ｈ２ＳＯ４＋８Ｈ＋＋８ｅ－

　ＮＯ＋２Ｈ２Ｏ→ＨＮＯ３＋３Ｈ＋＋３ｅ－

　Ｈ２→２Ｈ＋＋２ｅ－

　２ＨＣＮ＋Ａｕ→ＨＡｕ（ＣＮ）２＋Ｈ＋＋ｅ－

　上述のバイオセンサおよび電気化学的な電極の他に、サンプル中のバイオマーカーを測
定するのに本発明でも使用可能な他の技術が存在する。
【０１４１】
　磁気ビーズがタグ化された認識分子は、低コストでバイオマーカーを測定する迅速で効
率的な技術を提供するだろう。磁気ビーズは、好ましくは、親水性表面を有し、非特異的
な結合を減らす。磁気ビーズは、認識分子でコーティングされ、バイオマーカーに特異的
に結合する。次いで、磁気ビーズは、（磁石を用いた）磁性分離によって、サンプルから
分離される。磁気ビーズは、単位容積あたり高い表面積を有し、良好な安定性を有し、溶
液中のサンプルが関与する迅速な動的プロセスを可能にする。磁気ビーズに結合したバイ
オマーカーは、バーコードと似た手法で異なるタンパク質のための異なる標識を用いるこ
とによって、または捕捉されたタンパク質に基づき、同じ認識分子を用いた第１のビーズ
の並べ替え、次いで、それぞれの種類の磁気ビーズの上にある認識分子の検出によって、
選択的な様式で検出されてもよい。さらなる詳細のために、Ｍａｎｉら、「Ｍａｇｎｅｔ
ｉｃ　ｐａｒｔｉｃｌｅｓ　ｉｎ　ｕｌｔｒａｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　ｂｉｏｍａｒｋｅｒ
　ｐｒｏｔｅｉｎ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓ　ｆｏｒ　ｃａｎｃｅｒ　ｄｅｔｅｃｔｉ
ｏｎ　ａｎｄ　ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ」、Ｅｘｐｅｒｔ　Ｏｐｉｎ　Ｍｅｄ　Ｄｉａｇｎ
．、５巻、３８１～３９１ページ、２０１１を参照。この参照によりその全体が本明細書
に組み込まれる。
【０１４２】
　ナノ粒子を使用して認識分子をタグ化してもよい（Ｇｅｈｏら、「Ｎａｎｏｐａｒｔｉ
ｃｌｅｓ：ｐｏｔｅｎｔｉａｌ　ｂｉｏｍａｒｋｅｒ　ｈａｒｖｅｓｔｅｒｓ」、Ｃｕｒ
ｒ　Ｏｐｉｎ　Ｃｈｅｍ　Ｂｉｏｌ．、１０巻、５６～６１ページ、２００６を参照。こ
の参照により本明細書に組み込まれる）。固有の物理特性（例えば、粒子の凝集および光
発光、および導電性および熱伝導性、および／または化学特性、例えば、触媒活性）を示
すナノ粒子を使用し、サンプル中のバイオマーカーを検出してもよい。例えば、バイオマ
ーカーがポリヌクレオチドである場合、ナノ粒子でタグ化された認識分子（例えば、核酸
プローブ）は、ポリヌクレオチドバイオマーカーとの複合体を作成することができ、ナノ
粒子の特定の凝集特性に起因して、溶融曲線の傾きの顕著に鋭敏な減少を生じる場合があ
る。従って、タグ化されていない核酸プローブを用いた場合と比較して、かなり高い感度
が達成されてもよい。いくつかの他の実施形態において、ナノ粒子から発光した光の波長
は、ナノ粒子の上にある認識分子に対するバイオマーカーの結合の後に、シフトするだろ
う。ナノ粒子の凝集によっても、発光のシフトが生じる。Ｌｉｕ、「Ｎａｎｏｐａｒｔｉ
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ｃｌｅｓ　ａｎｄ　ｔｈｅｉｒ　ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　ａｎｄ　ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎ
ｔａｌ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ」、Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｂｉｏｓｃｉｅｎｃｅ　
ａｎｄ　Ｂｉｏｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ、１０２巻、１～７ページ、２００６を参照。こ
の参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。発光のシフトを、バイオマーカーの存
在の指標として使用することができる。
【０１４３】
　量子ドットを使用し、サンプル中のバイオマーカーを測定してもよい。量子ドットは、
例えば、可視光から赤外線の波長への粒径および組成によって調整可能な発光、広いスペ
クトル範囲にわたる大きな吸収係数、および非常に高レベルの明るさおよび光安定性とい
ったいくつかの利点を与える。特に、１つの量子ドットが、複数の認識分子に対する接合
には十分に大きいため、量子ドットを使用し、サンプル中のバイオマーカーのパネルを定
量することができ、「多価」効果によって結合アフィニティおよび特異性が高まる。これ
らの特徴は、サンプル中に低濃度で存在するバイオマーカーの測定に特に有用である。複
数のバイオマーカーが使用される実施形態において、それぞれのバイオマーカーのための
認識分子を、１つの量子ドットの上で接合してもよい。従って、異なるバイオマーカーの
結合によって、同時励起が起こり、複数の波長の量子ドットの発生が起こり得る。Ｘｉｎ
ｇら、「Ｑｕａｎｔｕｍ　ｄｏｔ　ｂｉｏｃｏｎｊｕｇａｔｅｓ　ｆｏｒ　ｉｎ　ｖｉｔ
ｒｏ　ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃｓ　&　ｉｎ　ｖｉｖｏ　ｉｍａｇｉｎｇ」、Ｃａｎｃｅｒ
　Ｂｉｏｍａｒｋｅｒｓ、４巻、３０７～３１９ページ、２００８を参照。この参照によ
りその全体が本明細書に組み込まれる。
【０１４４】
　認識分子が抗体である場合、このようなタンパク質の免疫染色、タンパク質の免疫沈降
、免疫電気泳動、免疫ブロッティング、およびウェスタンブロッティングのような技術を
本発明に使用してもよい。認識分子が天然受容体、合成受容体、リガンド、核酸プローブ
、またはアプタマーである場合、標的を検出するために使用可能な技術は、分光法（例え
ば、ＵＶ分光法、蛍光、円二色性）、熱量測定法、クロマトグラフィー法、フィルタに基
づく方法、ゲル移動度シフトアッセイ、リガンド競争アッセイから選択されてもよい。
【０１４５】
　ある実施形態において、分光法に基づく方法を使用し、バイオマーカーを測定してもよ
い。多くは、リガンドおよび／または受容体は、測定可能な様式で放射を乱すか、または
、それ自体の特徴的なシグナルを発することによって、入力照射に応答するように、電磁
照射（例えば、光）と相互作用する。分光法の一例は、紫外線分光法である。ある範囲の
波長を発光のためにスキャンする場合、強度　対　発光波長のプロットは、発光スペクト
ルとして知られている。または、励起光の波長を変え、１種類の発光波長で強度を測定す
ることができる。別の例は、円二色性であり、溶液に通し、右側の光および左側の光の吸
収の差を検出することによって、特定の波長の偏光を使用する（楕円率、θ）。楕円率を
波長の関数としてプロットする。
【０１４６】
　それぞれの種類の分光法について、一般概念は、遊離バイオマーカー（遊離リガンドお
よび／または遊離受容体）が、特徴的な「シグナル」または「署名」を有することである
。しかし、認識分子を用いて複合体（リガンド＋受容体）が作られる場合、複合体の一部
としてのこの分子の分光特性は、バイオマーカーが結合していないときとは非常に異なっ
ているだろう。このような場合に、分光シグナルの変化を使用し、遊離バイオマーカーお
よび結合したバイオマーカーの相対的な濃度を決定することができる。
【０１４７】
　ある実施形態において、熱量測定法を使用し、サンプル中のバイオマーカーを測定して
もよい。リガンドが受容体に結合したら、熱が発生する（または吸収される）だろう。熱
量測定法において、熱量測定計において、受容体をリガンドで滴定し、それぞれの滴定点
で熱の生成を測定する。生成した熱は、溶液中に生成する１若しくはそれ以上の複合体の
量に比例する。



(32) JP 2016-530482 A 2016.9.29

10

20

30

40

50

【０１４８】
　ある実施形態において、クロマトグラフィー結合方法を使用し、サンプル中のバイオマ
ーカーを測定してもよい。クロマトグラフィー結合方法の一種は、アフィニティクロマト
グラフィーである。この方法において、カラムを、密に結合した認識分子でコーティング
されたクロマトグラフィーカラム樹脂と共に使用する。バイオマーカー溶液を、バイオマ
ーカーが樹脂の上の認識分子に結合するように、カラムに塗布する。次いで、低濃度から
高濃度までの勾配を有する第２の分子を塗布することによって、溶出を行い、認識分子の
アフィニティは知られている。第２の分子がカラムからのバイオマーカーと置き換わる濃
度は、解離定数と直接的に関係がある。
【０１４９】
　ある実施形態において、フィルタに基づく結合アッセイを使用し、サンプル中のバイオ
マーカーを検出してもよい。これらの方法は、一般的に、薬理学で使用され、膜の上にあ
る認識分子に対し、放射性同位体標識されたバイオマーカーの結合を検出する。認識分子
を含有する膜をバイオマーカーと混合する。次いで、認識分子を含む膜および結合したバ
イオマーカーがフィルタ中に留まるように、混合物を濾過する。次いで、フィルタを洗浄
し、残留する結合していない物質を除去し、次いで、シンチレーション計測を行い、結合
したバイオマーカーの量を検出し、定量する。
【０１５０】
　ある実施形態において、ゲル移動度シフト結合アッセイを使用し、サンプル中のバイオ
マーカーを測定してもよい。ポリアクリルアミドゲル電気泳動において、かなり均一な粒
径の相互に接続した孔の網目であるポリマーマトリックスを使用する。バイオマーカーお
よび認識分子は、独立して、電場によって動かされ、マトリックスを通って移動してもよ
い。バイオマーカー／認識分子の複合体は、バイオマーカーおよび認識分子それぞれより
大きく、同じマトリックス中でかなりゆっくりと移動する。従って、ゲルを操作した後、
サンプル中のバイオマーカーの実際の量（および時に、複合体の濃度）を、オートラジオ
グラフィー、デンシオメトリー、またはシンチレーション計測によって決定することがで
きる。
【０１５１】
　タンパク質マイクロアレイを使用し、サンプル中の複数のバイオマーカーを検出しても
よい。マイクロアレイは、サンプル中のポリペプチドの前分離を必要としない。タンパク
質マイクロアレイは、支持表面（例えば、ガラススライド、ニトロセルロース膜、ビーズ
、またはマイクロタイタープレート）から成り、これに対し、捕捉タンパク質のアレイが
結合する。捕捉タンパク質（典型的には、抗体）が、サンプル中のバイオマーカーに結合
する。次いで、マイクロアレイの上にある抗体に結合したバイオマーカーを、レーザスキ
ャナーを用いて検出する。タンパク質マイクロアレイは、迅速であり、自動化されており
、経済的であり、非常に感度が高い。タンパク質マイクロアレイに関するさらなる詳細は
、米国特許第４，５９１，５７０号明細書、第４，８２９，０１０号明細書、および第５
，１００，７７７号明細書に記載され、この参照によりその全体が本明細書に組み込まれ
る。
【０１５２】
　いくつかの他の実施形態において、サンプル中の複数のバイオマーカーを検出するため
に、アプタマーをアレイに固定してもよい。それぞれのアプタマーを、アレイ表面の微視
的な点に固定する。アレイの上にある特異的なアプタマーに対するバイオマーカーの結合
は、蛍光リポーター、蛍光異方性の直接的な蛍光検出、蛍光共鳴エネルギー移動（ＦＲＥ
Ｔ）、表面プラズモン共鳴（ＳＰＲ）イメージング、および電気化学的な検出によって検
出されてもよい。Ｂａｌｄｒｉｃｈ、「Ａｐｔａｍｅｒ　ａｒｒａｙ」、Ｍｅｔｈｏｄｓ
　Ｍｏｌ．Ｂｉｏｌ．、６７１巻、３５～５４ページ、２０１１を参照。この参照により
その全体が本明細書に組み込まれる。
【０１５３】
　ある実施形態において、オリゴヌクレオチドプローブを、固体表面の微視的な点に固定
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する。従って、数万のプローブを、１つのチップに固定してもよく、サンプル中の数千ま
でのポリヌクレオチドを並行して検出することができる。ＤＮＡマイクロアレイは、サン
プル中の特定の種類のポリヌクレオチド（バイオマーカー）を特異的に検出するように特
注により構築されてもよい。ある実施形態において、サンプル中の可能な限り多くのポリ
ヌクレオチドを検出するために、市販のＤＮＡマイクロアレイを使用してもよい。市販の
ＤＮＡマイクロアレイは、Ａｆｆｙｍｅｔｒｉｘの「Ｇｅｎｅ　Ｃｈｉｐ」、Ｉｌｌｕｍ
ｉｎａの「Ｂｅａｄ　Ｃｈｉｐ」、Ａｇｉｌｅｎｔシングルチャンネルアレイ、Ａｐｐｌ
ｉｅｄ　Ｍｉｃｒｏａｒｒａｙｓの「ＣｏｄｅＬｉｎｋ」アレイおよびＥｐｐｅｎｄｏｒ
ｆの「ＤｕａｌＣｈｉｐ　&　Ｓｉｌｖｅｒｑｕａｎｔ」によって製造されるものを含む
。ＤＮＡマイクロアレイ技術に関するより詳細な説明は、Ｓｈａｌｏｎ　Ｄ、Ｓｍｉｔｈ
　ＳＪ、Ｂｒｏｗｎ　ＰＯ（１９９６）。「Ａ　ＤＮＡ　ｍｉｃｒｏａｒｒａｙ　ｓｙｓ
ｔｅｍ　ｆｏｒ　ａｎａｌｙｚｉｎｇ　ｃｏｍｐｌｅｘ　ＤＮＡ　ｓａｍｐｌｅｓ　ｕｓ
ｉｎｇ　ｔｗｏ－ｃｏｌｏｒ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　ｐｒｏｂｅ　ｈｙｂｒｉｄｉｚ
ａｔｉｏｎ」。Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ　６（７）：６３９～６４５；Ｙｕｋ　Ｆａｉ　Ｌ
ｅｕｎｇおよびＤｕｃｃｉｏ　Ｃａｖａｌｉｅｒｉ、Ｆｕｎｄａｍｅｎｔａｌｓ　ｏｆ　
ｃＤＮＡ　ｍｉｃｒｏａｒｒａｙ　ｄａｔａ　ａｎａｌｙｓｉｓ．ＴＲＥＮＤＳ　ｉｎ　
Ｇｅｎｅｔｉｃｓ　Ｖｏｌ．１９　Ｎｏ．１１　Ｎｏｖｅｍｂｅｒ　２００３；Ｓｃｈｅ
ｎａ　Ｍ、Ｓｈａｌｏｎ　Ｄ、Ｄａｖｉｓ　ＲＷ、Ｂｒｏｗｎ　ＰＯ（１９９５）。「Ｑ
ｕａｎｔｉｔａｔｉｖｅ　ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ　ｏｆ　ｇｅｎｅ　ｅｘｐｒｅｓｓｉｏ
ｎ　ｐａｔｔｅｒｎｓ　ｗｉｔｈ　ａ　ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　ＤＮＡ　ｍｉｃｒ
ｏａｒｒａｙ」。Ｓｃｉｅｎｃｅ　２７０（５２３５）：４６７～４７０；およびＰｅａ
ｓｅら、「Ｌｉｇｈｔ－ｇｅｎｅｒａｔｅｄ　ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅ　ａｒｒ
ａｙｓ　ｆｏｒ　ｒａｐｉｄ　ＤＮＡ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ａｎａｌｙｓｉｓ」。ＰＮＡ
Ｓ　９１（１１）：５０２２～５０２６（１９９４）中に見出されてもよく、この参照に
よりその全体が本明細書に組み込まれる。
【０１５４】
　ある実施形態において、バイオマーカーがポリヌクレオチドである場合、イオントレン
トシーケンシングに基づく方法を使用し、サンプル中のバイオマーカーを測定してもよい
。Ｐｅｎｎｉｓｉ、「Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒｓ　ｉｎｓｐｉｒｅ　ｎｅｗ　ｓｅｑ
ｕｅｎｃｉｎｇ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ」、Ｓｃｉｅｎｃｅ　ｖｏｌｕｍｅ　３２７
、ｐａｇｅ　１１９０、２０１０およびＰｅｒｋｅｌ、「Ｍａｋｉｎｇ　ｃｏｎｔａｃｔ
　ｗｉｔｈ　ｓｅｑｕｅｎｃｉｎｇ’ｓ　ｆｏｕｒｔｈ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ」。Ｂｉ
ｏｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ、２０１１を参照。この参照によりその全体が本明細書に組み込
まれる。
【０１５５】
　ある実施形態において、バイオマーカーがポリヌクレオチドである場合、イオントレン
トシーケンシングを使用し、サンプル中のバイオマーカーを測定してもよい。Ｐｅｎｎｉ
ｓｉ、「Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒｓ　ｉｎｓｐｉｒｅ　ｎｅｗ　ｓｅｑｕｅｎｃｉｎ
ｇ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ」、Ｓｃｉｅｎｃｅ　ｖｏｌｕｍｅ　３２７、１１９０ペ
ージ、２０１０およびＰｅｒｋｅｌ、「Ｍａｋｉｎｇ　ｃｏｎｔａｃｔ　ｗｉｔｈ　ｓｅ
ｑｕｅｎｃｉｎｇ’ｓ　ｆｏｕｒｔｈ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ」。Ｂｉｏｔｅｃｈｎｉｑ
ｕｅｓ、２０１１を参照。この参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【０１５６】
　サンプル中のバイオマーカーの測定は、例えば、アクティブ型の測定ではなく、繰り返
されるパッシブ型の測定であってもよい。パッシブ型の測定は、オペレータまたは開始を
必要としない測定であるが、プログラムされ、時間スケジュールで自動的に実施するか、
または特定の活動またはイベントに応答して実施することができる。ある実施形態におい
て、体液は、周期的に、または任意のあらかじめ設定されたスケジュールで分析し、体液
中のバイオマーカーを測定してもよい。これらの測定は、過去の測定を使用し、特定のバ
イオマーカーのためのベースラインを確立する長時間の測定であってもよい。
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【０１５７】
　ある実施形態において、本発明は、生物学的表現型データが測定されるマップ位置デー
タも集めてもよい。これは、Ｇｏｏｇｌｅマップ、Ｙａｈｏｏマップ、およびＭａｐｑｕ
ｅｓｔのようなインストールされたマップサービスを有する携帯デバイスに基づいていて
もよい。それに加え、この携帯デバイスは、生物学的表現型データが測定する位置での環
境因子をモニタリングする機能を有していてもよい。これらの環境因子は、天気（温度、
湿度、晴／雨）、ＵＶ光の強度、花粉の数などを含むだろう。
【０１５８】
　ある実施形態において、位置（マップ）からのデータは、その位置での時間およびその
位置からの任意の直交データ、例えば、これに限定されるものではないが、その時点での
温度、高度のノイズ、高度、風、湿度、公害、酸素、日光、花粉、群衆密度、コンクリー
ト、芝生、夜、昼、付近の幹線道路および交通密度、飛行機の飛行、宇宙の放射線レベル
、ラドン曝露、衣服、および生理学的状態と関係づけられる。従って、これらの実施形態
において、１若しくはそれ以上のバイオマーカーの測定に加え、他のデータを、バイオマ
ーカーデータと関係づけるか、またはバイオマーカーデータと組み合わせて使用し、１若
しくはそれ以上のウェルネスの必要性を予測することができるように、他のデータを集め
、保存する。
【０１５９】
　個人由来のサンプル中の１若しくはそれ以上のバイオマーカーの測定結果に基づき、本
発明は、個人のウェルネスを維持するか、または向上するために、個人のウェルネスの必
要性を予測する（２００）。１若しくはそれ以上のバイオマーカーは、特定の健康上の関
心、またはさらに疾患のための危険因子を示していてもよい。健康上の関心および疾患は
、身体的または精神的な疾患および障害を含む。さらに、疾患の危険性があるか、疾患に
かかりやすいか、または疾患を有するか、または健康上の関心を有する個人について、ウ
ェルネスの必要性の知識の大部分が存在する。
【０１６０】
　疾患または健康上の関心の危険因子の指標としてのバイオマーカーの使用は、十分に記
載されている。疾患のためのバイオマーカーの大きな集合を含む多くのデータベースが利
用可能である。例は、ＢｉｏｍａｒｋｅｒＤｉｇｇｅｒ（ｈｔｔｐ：／／ｂｉｏｍａｒｋ
ｅｒｄｉｇｇｅｒ．ｏｒｇで入手可能）、バイオマーカーデータベース（ｈｔｔｐ：／／
ｗｗｗ．ｌｉａｔｒｉｓｂｉｏ．ｃｏｍ／ｂｉｏｍａｒｋｅｒ＿ｄａｔａｂａｓｅｓ．ｈ
ｔｍｌで入手可能）、診断および予後のバイオマーカーデータベース（ｈｔｔｐ：／／ｗ
ｗｗ．ｓｃｉｃｌｉｐｓ．ｃｏｍ／ｓｃｉｃｌｉｐｓ／ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ－ｂｉｏｍ
ａｒｋｅｒ－ｐｒｏｇｎｏｓｔｉｃ－ｂｉｏｍａｒｋｅｒ－ｄｂ．ｄｏで入手可能）、Ｂ
ｉｏｍａｒｋｅｒＢａｓｅ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｂｉｏｍａｒｋｅｒｂａｓｅ．ｃｏ
ｍ／で入手可能）、Ｂｉｏｍａｒｋｅｒ　Ｄａｔａｂａｓｅ（ｈｔｔｐ：／／ｃａｎｃｅ
ｒ．ｊｐｌ．ｎａｓａ．ｇｏｖ／ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ／ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ／ｂｉ
ｏｍａｒｋｅｒ－ｄａｔａｂａｓｅで入手可能）、およびＧＶＫ　Ｂｉｏｓｃｉｅｎｃｅ
ｓ　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｂｉｏｍａｒｋｅｒ　Ｄａｔａｂａｓｅ（ｈｔｔｐｓ：／／ｇｏ
ｂｉｏｍｄｂ．ｃｏｍ／ｇｏｂｉｏｍ／で入手可能）を含む。
【０１６１】
　ある種のバイオマーカーは、同日付で出願された同時係属中の米国仮出願第６１／８９
５，９６４号、表題「ＰＨＥＮＯＴＹＰＩＣ　ＩＮＴＥＧＲＡＴＥＤ　ＳＯＣＩＡＬ　Ｓ
ＥＡＲＣＨ　ＤＡＴＡＢＡＳＥ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ」にも記載され、その開示内容全
体は、この参照により本明細書に組み込まれる。さらに、バイオマーカーの使用のいくつ
かの具体例を以下に与える。
【０１６２】
　Ｊａｇａｎｎａｔｈらは、ＣＲＴＣ１－ＳＩＫ１経路中の特定のタンパク質の存在によ
って、天然光に対する哺乳動物の反応を変え、すなわち、約２４時間周期のシステムの機
能を変え得ることを発見した（「Ｔｈｅ　ＣＲＴＣ１－ＳＩＫ１　Ｐａｔｈｗａｙ　Ｒｅ



(35) JP 2016-530482 A 2016.9.29

10

20

30

40

50

ｇｕｌａｔｅｓ　Ｅｎｔｒａｉｎｍｅｎｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｃｉｒｃａｄｉａｎ　Ｃｌｏ
ｃｋ」、Ｃｅｌｌ、１５４巻、１１００～１１１１ページ、２０１３）。著者らは、光制
御に応答して関連する細胞のトランスクリプトームを分析し、クロックの再設定において
、塩によって誘発可能なキナーゼ１（ＳＩＫ１）およびＣＲＥＢによって制御される転写
コアクチベーター１（ＣＲＴＣ１）の鍵となる役割を特定した。
【０１６３】
　個人の体液中の代謝物が、ヒトの行動と関係づけられることを提案する試験が存在する
。例えば、Ｋａｎｄｅｌら（「Ｕｒｉｎｅ　ｎｉｃｏｔｉｎｅ　ｍｅｔａｂｏｌｉｔｅｓ
　ａｎｄ　ｓｍｏｋｉｎｇ　ｂｅｈａｖｉｏｒ　ｉｎ　ａ　ｍｕｌｔｉｒａｃｉａｌ／ｍ
ｕｌｔｉｅｔｈｎｉｃ　ｎａｔｉｏｎａｌ　ｓａｍｐｌｅ　ｏｆ　ｙｏｕｎｇ　ａｄｕｌ
ｔｓ」、Ａｍ　Ｊ　Ｅｐｉｄｅｍｉｏｌ、１６５巻、９０１～９１０ページ、２００７）
は、ニコチン代謝から生成する尿代謝物が、ヒトの喫煙行動と関係づけられることを発見
した。具体的には、ｔｒａｎｓ－３’－ヒドロキシコチニンとコチニンの比率は、大きい
集合において、喫煙行動の複数の測定値およびニコチンの依存性と関係づけられる。
【０１６４】
　別の例は、Ｔｒａｅｓｋｍａｎら（「Ｍｏｎｏａｍｉｎｅ　ｍｅｔａｂｏｌｉｔｅｓ　
ｉｎ　ＣＳＦ　ａｎｄ　ｓｕｉｃｉｄａｌ　ｂｅｈａｖｉｏｒ」、Ａｒｃｈ　Ｇｅｎ　Ｐ
ｓｙｃｈｉａｔｒｙ、３８巻、６３１～６３６ページ、１９８１）から得られ、自殺行動
と関係づけられる脳脊髄液流体中のいくつかのモノアミン代謝物を発見した。これらの代
謝物は、５－ヒドロキシインドール酢酸（５－ＨＩＡＡ）、ホモバニリン酸（ＨＶＡ）、
および３－メトキシ－４－ヒドロキシフェニルグリコール（ＭＨＰＧ）を含む。自殺を企
てたヒト、特に、より激しい企てを行ったヒトは、コントロールよりも顕著に低い５－Ｈ
ＩＡＡレベルを有する。５－ＨＩＡＡの濃度も、腰椎穿刺のときには鬱状態であると診断
されなかった自殺患者では、正常な値よりも低く、一方、ＨＶＡレベルは、抑鬱状態での
み低下した。尿でも、同様の観察結果が得られ（Ｏｓｔｒｏｆｆら、「Ｔｈｅ　ｎｏｒｅ
ｐｉｎｅｐｈｒｉｎｅ－ｔｏ－ｅｐｉｎｅｐｈｒｉｎｅ　ｒａｔｉｏ　ｉｎ　ｐａｔｉｅ
ｎｔｓ　ｗｉｔｈ　ａ　ｈｉｓｔｏｒｙ　ｏｆ　ｓｕｉｃｉｄｅ　ａｔｔｅｍｐｔｓ」、
Ａｍ　Ｊ　Ｐｓｙｃｈｉａｔｒｙ、１４２巻、２２４～２２７ページ、１９８５）、重篤
な自殺企図を行った３人の鬱状態の患者は、自殺を企てなかった１９人の鬱状態の患者と
比較して、２４時間の尿のエピネフリン（ＥＰＩ）に対するノルエピネフリンの比率が顕
著に低かった。
【０１６５】
　ヒトの中のある種の細菌は、ヒトの行動を変えることがわかっている。科学ニュース文
献（２０１２年８月３０日にアクセスし、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｔｈｅｖｅｒｇｅ．ｃ
ｏｍ／２０１３／８／１２／４５９５７１２／ｇｕｔ－ｆｅｅｌｉｎｇｓ－ｔｈｅ－ｆｕ
ｔｕｒｅ－ｏｆ－ｐｓｙｃｈｉａｔｒｙ－ｍａｙ－ｂｅ－ｉｎｓｉｄｅ－ｙｏｕｒ－ｓｔ
ｏｍａｃｈで入手可能な「Ｇｕｔ　ｆｅｅｌｉｎｇｓ：ｔｈｅ　ｆｕｔｕｒｅ　ｏｆ　ｐ
ｓｙｃｈｉａｔｒｙ　ｍａｙ　ｂｅ　ｉｎｓｉｄｅ　ｙｏｕｒ　ｓｔｏｍａｃｈ」）にお
いて、複数の試験から、マウスの腸の中の細菌の集合の変化が、マウスの行動を顕著に変
えることがわかったことが開示されていた。それに加え、このニュース文献は、医師が、
強迫性障害および注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）を管理するために、ヒトの腸の中の微
生物の集合を変えるプロバイオティクスを用いていることも記載した。プロバイオティク
スは、ヒトの腸の微生物の集合（微生物相）に微生物を加えるか、またはバランスをとる
ことが知られている。
【０１６６】
　ヒトの腸細菌は、肥満に向かう傾向に影響を与え得ることもわかっている（２０１３年
９月８日にアクセスし、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｐｒ．ｏｒｇ／ｔｅｍｐｌａｔｅｓ／
ｓｔｏｒｙ／ｓｔｏｒｙ．ｐｈｐ？ｓｔｏｒｙＩｄ＝６６５４６０７で入手可能なＧｒｅ
ｅｎｆｉｅｌｄｂｏｒｃｅ、「Ｆａｔ　Ｂａｃｔｅｒｉａ　ｉｎ　Ｈｕｍａｎ　Ｇｕｔｓ
　Ｔｉｅｄ　ｔｏ　Ｏｂｅｓｉｔｙ」）。肥満マウスは、痩せたマウスと比較して、腸内
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に顕著に異なる細菌を有することが開示された。ヒトの腸の微生物は、糞便になり、従っ
て、簡単に検出されるだろう。ヒトの腸の中の微生物種の数は、非常に大きい。ある概算
によれば、哺乳動物には、３２０，０００を超えるウイルスが存在するだろう（２０１３
年９月３日にアクセスした、ｈｔｔｐ：／／ｐｈｙｓ．ｏｒｇ／ｐｒｉｎｔ２９７４０３
０３０．ｈｔｍｌで入手可能な「Ｆｉｒｓｔ　ｅｓｔｉｍａｔｅ　ｏｆ　ｔｏｔａｌ　ｖ
ｉｒｕｓ　ｉｎ　ｍａｍｍａｌｓ」を参照）。
【０１６７】
　他の例は、ＡＭＰＫ（ＡＭＰ活性化タンパク質キナーゼ）が、運動中に正常に発現する
例を含み、グルコースは、中程度に高いレベルまたは低いレベルが存在するかどうかに依
存して、高いエネルギーまたは弱った感覚と関係があり、尿中のカテコールアミン（アド
レナリン）は、ストレスと関係があり、エピネフリンは、集中および闘争逃走反応と関係
があり、ドーパミンは、喜びと関係があり、外交的な人では高いレベルが観察され、ＩＬ
６は、ストレスおよび鬱と関係がある。息の中のジメチルスルホンは、皮膚癌と関係があ
り、息の中のアセトンレベルは、糖尿病と関係があり、息の中のアンモニア化合物は、肝
疾患および腎疾患のシグナルである場合がある。
【０１６８】
　疾患の危険性があるか、疾患にかかりやすいか、または疾患を有するか、または健康上
の関心を有する個人について、ウェルネスの必要性に関し、ヒトの疾患および健康上の関
心を示すいくつかのよく知られた資料、およびこれらの疾患および健康上の関心のための
ウェルネスの必要性に関する情報、例えば、疾患（疾患コントロール、またはさらに治療
）の重篤度を予防するか、または減らすための活動および食事の実施が存在する。このよ
うな資料の例は、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｍｅｄｉｃｉｎｅ（ｈ
ｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｌｍ．ｎｉｈ．ｇｏｖ／ｍｅｄｌｉｎｅｐｌｕｓ／ｅｎｃｙｃｌ
ｏｐｅｄｉａ．ｈｔｍｌ）およびＭｅｄｌｉｎｅＰｌｕｓ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｌ
ｍ．ｎｉｈ．ｇｏｖ／ｍｅｄｌｉｎｅｐｌｕｓ／）によって維持された「Ｍｅｄｉｃａｌ
　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ」である。
【０１６９】
　例えば、Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａの喘息のエントリーは、例えば、
動物（ペットの毛またはフケ）、塵、空気または食品の中の化学物質、運動、カビ、花粉
、呼吸器感染、強い感情（ストレス）、およびたばこの煙のような多くの日々の生活の因
子が喘息を引き起こし得ることを述べている。従って、喘息の危険性がある個人のための
ウェルネスの必要性は、これらの日々の生活の因子にさらされる状態を減らすことを含ん
でいてもよい。それに加え、このエントリーは、例えば、以下を含め、喘息を防ぐか、ま
たは喘息発作を減らす活動も列挙する。
【０１７０】
・「防アレルギー」の筐体を有するカバーの寝具で、塵のダニにさらされることを減らす
。
・寝室からカーペットを除去し、規則的に減圧状態にする。
・家庭では香りのない洗剤および洗浄材料のみを使用する。
・湿度のレベルを低く保ち、カビのような有機体の成長を低下させるために漏れを固定す
る。
・家庭をきれいに保ち、寝室の外の容器中に食品を保存し、これは、ある人々において、
喘息発作の引き金となり得る、ゴキブリの可能性を減らすのに役立つ。
・ある人が、家庭から除去することができない動物に対するアレルギーがある場合、その
動物は、寝室から外に出したままにすべきである。動物のフケを捕捉するために、加熱出
口の上に濾過材料を置く。
・家庭からたばこの煙を除外する。このことは、家族が、喘息を有する子供を助けること
ができる、最も重要な１つのことである。家屋の外側での喫煙は、十分ではない。外で喫
煙した家族の一員および訪問者は、衣類および毛髪の内側にたばこの残渣を保有しており
、これが喘息症状の引き金となることがある。
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【０１７１】
　従って、個人由来のサンプルが、喘息のための１若しくはそれ以上のバイオマーカーを
有する場合、危険因子を避け、積極的な活動を行うことが、個人のウェルネスを維持する
か、または向上するのに有益であるため、上の日々の生活の因子および活動の１若しくは
それ以上は、個人のウェルネスの必要性と関係がある場合がある。
【０１７２】
　別の疾患の資料は、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍａｙｏｃｌｉｎｉｃ．ｃｏｍ／ｈｅａｌ
ｔｈ／ＤｉｓｅａｓｅｓＩｎｄｅｘ／ＤｉｓｅａｓｅｓＩｎｄｅｘ．で入手可能なＭａｙ
ｏ　Ｃｌｉｎｉｃによって維持される「Ｄｉｓｅａｓｅ　ａｎｄ　Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓ
」の集合である。例えば、鬱病のエントリーは、人が鬱病を予防するか、または鬱病の重
篤度を減らすために行うことが可能ないくつかの活動、例えば、人の生活を単純化するこ
と、義務を少なくすること、合理的な目標を設定すること、日記に書いて疼痛、怒り、恐
れ、または他の感情を表現すること、サポートグループに参加することおよび隔離を避け
ること、社会的な活動により多く参加すること、健康な食事をすること、規則的に運動す
ること、多くの睡眠をとること、瞑想、ヨガ、または太極拳を実施すること、毎日の仕事
リストを作ることによって日々の活動を構造化すること、および整理した状態にした計画
を用いることを示す。ある種の他の活動は、例えば、回復力を高め、低い自尊心を高める
ことのように、人が鬱病を減らすか、または鬱病を予防するのに役立ち得る。従って、個
人由来のサンプルが、鬱病のための１若しくはそれ以上のバイオマーカーを有する場合、
これらの物品は、個人のためのウェルネスの必要性として示されてもよい。
【０１７３】
　上の資料は、疾患または健康上の関心のためのバイオマーカーの存在および／または濃
度の検出を使用し、どのようにして個人のウェルネスを維持するか、または予測するかを
示す例である。これ以外の他の資料は、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　
Ｍｅｄｉｃｉｎｅによって維持されるものであり、Ｍａｙｏ　Ｃｌｉｎｉｃも使用し、疾
患または健康上の関心の危険性がある個人のためのウェルネスの必要性に関する情報を提
供してもよい。
【０１７４】
　ある実施形態において、疾患または健康上の関心のバイオマーカーおよびウェルネスの
必要性に関するすべての情報が、データベース１４に格納されていてもよい。データベー
ス１４は、１若しくはそれ以上のバイオマーカーと、疾患または健康上の関心との間の関
係を提供することができ、後者は、さらにウェルネスの必要性と関係がある。データベー
ス１４は、バイオマーカーと、疾患または健康上の関心との間の相関関係の大きな集合、
およびこのような疾患または健康上の関心と関係があるウェルネスの必要性の集合を含む
。
【０１７５】
　ある実施形態において、本発明は、個人のバイオマーカーと共に個人の表現型を使用し
、個人のウェルネスの必要性を予測してもよい。生理学的表現型は、例えば、以下の生理
学的パラメータを含んでいてもよい。
【０１７６】
　身体的－目の動きのような運動、人体測定（例えば、ウエスト、身長、体重の測定）、
組織の構造および組成。
【０１７７】
　代謝的－バイタルサイン（心拍数、血圧、呼吸速度、温度）、基礎代謝率、体水分の状
態。
【０１７８】
　心血管／肺－心臓の機能（ＥＣＧ、心拍数の変動）、呼吸速度／体積、動脈の抵抗／硬
化、動脈の遮断、静脈還流、末梢の循環、微細血管の増殖／循環。
【０１７９】
　臓器－大きさ、組成、および機能（例えば、腎臓の機能、肝臓の機能、脂肪組織の配置
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、皮膚の厚み／可塑性）、瞳孔拡張、ガルバニ応答。
【０１８０】
　筋肉／骨格－筋電活性（例えば、潜伏期または刺激期）、強度、組成、酸化、密度。
【０１８１】
　胃－腸－消化活動および効率。
【０１８２】
　従って、これらの実施形態において、個人の生理学的パラメータは、個人のウェルネス
の必要性の予測のために、サンプル中のバイオマーカーの補助的な情報を提供するだろう
。
【０１８３】
　ある実施形態において、位置（マップ）からのデータは、その位置での時間およびその
位置からの任意の直交データ、例えば、これに限定されるものではないが、その時点での
温度、高度のノイズ、高度、風、湿度、公害、酸素、日光、花粉、群衆密度、コンクリー
ト、芝生、夜、昼、付近の幹線道路および交通密度、飛行機の飛行、宇宙の放射線レベル
、ラドン曝露、および衣服と関係づけられる。従って、これらの実施形態において、１若
しくはそれ以上のバイオマーカーの測定に加え、他のデータを、バイオマーカーデータと
関係づけるか、またはバイオマーカーデータと組み合わせて使用し、および／または１若
しくはそれ以上の個人のウェルネスの必要性を予測することができるように、他のデータ
を集め、保存する。
【０１８４】
　個人の予測されるウェルネスの必要性に基づき、本発明は、個人の高いウェルネスを維
持するか、または個人のウェルネスを向上するために個人に支援を提供する。本発明は、
予測されるウェルネスの必要性に基づき、個人を支援する多くの様式が存在することを想
定する。このような支援を、個人の生活環境を変えることと、情報、アドバイス、または
ガイダンスを個人に提供することの２つのカテゴリーに分けてもよい（３００）。
【０１８５】
　個人の生活環境を変えることは、照明の明るさおよび／または色を調整すること、蛍光
灯からろうそくのように、照明を変えること、室温を調整すること、湿度を調整すること
、家具を再配置すること、特定の音楽をかけることまたは音楽のボリュームを調整するこ
と、ＴＶのチャンネルを変えることまたはＴＶの音声のボリュームを調整すること、記録
された音声または音（例えば、海、風、鳥、虫、記録されたメッセージ、説教）を流すこ
と、壁／画面に写真を貼ること、屋根を引っ込めること、窓および／またはドアを開ける
かまたは閉めること、空気中の酸素濃度を調整すること、空気中に香りを付与するかまた
は香りを調整すること、１若しくはそれ以上の浮揚する化学物質（例えば、エアーフレッ
シュナー、酸素、刺激剤、抗鬱剤、精神および／または感情のストレス抑制剤および／ま
たは気分向上剤）を導入すること、メニューを推奨すること、食料品リストを自動的に設
計しこれを自動的に運ぶこと、お風呂、プールまたは床の温度を変えること、湿度を調整
すること、マッサージ器のマッサージの強さを調整すること、ペットに対するアレルギー
応答を評価すること、環境の変化を個人に合わせて設定すること、例えば、泊まり客また
はペットのためにシングルルームの環境を調整することなどを含んでいてもよい。
【０１８６】
　例えば、血液中のＣ反応性タンパク質の上昇は、鬱病の危険因子であるか、鬱病と関係
づけられる。個人の血液が分析され、このタンパク質のレベルが血中で上がっていること
がわかった場合、シグナルを送り、室内の照明の明るさおよび色を調整し、個人を喜ばせ
るような幸せな音楽を流してもよいし、または、１若しくはそれ以上の他の動作を行い、
個人の生活環境を変えてもよい。
【０１８７】
　さらに他の実施形態において、ウェルネスの必要性の予測を、ウェブ検索結果、例えば
、Ｇｏｏｇｌｅ（登録商標）、Ｂｉｎｇ（登録商標）の検索結果、またはユーザのデバイ
スのいくつかの種類の表示を変えるために使用してもよい。例えば、ヒトのウェルネスの
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必要性に対処し得る項目を際だった方法で表示し得るように、表示を変えてもよい。
【０１８８】
　情報、アドバイス、またはガイダンスを個人に提供することは、個人のウェルネスの必
要性に対処するために、個人が特定の動作を行うことに役立ち得る情報、アドバイス、ま
たはガイダンスを個人に通信することを有する。特定の情報、アドバイス、またはガイダ
ンスは、個人が実行するための一連の動作であってもよい。一連の動作は、個人のために
計画され、１若しくはそれ以上のウェルネスの必要性に直接対処するか、またはこれを満
足することによって、個人のウェルネスを維持するか、または向上してもよいてもよい。
【０１８９】
　アドバイスされる一連の動作のいくつかの例は、専門家のカウンセリングを探すこと、
旅行、運動（ハイキング、ジョギング、サイクリング、テニスをすること、バスケットボ
ールをすること、ホッケーをすること、カヌー、水泳）、くつろぐこと（深い息をするこ
と、速く歩くこと、ストレッチをすること）、友人と会うこと、食事計画（食事のスケジ
ュール、特定の食事のメニュー、さまざまな食品）、ワインまたは別の飲料を飲むこと、
映画を見ること、ビデオゲームで遊ぶこと、買い物または特定の種類の店を訪問すること
の提案、食事または特定の種類のレストランの提案、海を訪れること、特定の種類の衣類
または衣服を着用すること、ある種のヘアスタイルにすること、友人に話すこと、デーテ
ィングサービスを使用すること、個人または事業が受け得る広告に対して勧めること、聞
くのが最もよい広告またはサービス提供者を推奨すること、より合うかまたは好ましいワ
イン、食品、および栄養素を評価すること、テレビまたはコンピュータの画面がより適合
するかどうかを決定することなどを含むだろう。さらに、情報は、自己に向かった検索に
適用され、スマートフォン、コンピュータ、テレビのような無線デバイスに対し、または
印刷のための簡単な解釈および迅速な連絡のためのシステムを提供する。
【０１９０】
　例示的な一実施形態において、喘息のバイオマーカーは、本発明によって使用され、個
人を支援し、喘息を防ぐか、または喘息の重篤度を減らすという観点でウェルネスを維持
するか、または向上する。喘息の可能性の指標である息の初期の炎症バイオマーカーが存
在する。特に、吐き出される息の凝縮は、サイトカイン、ケイモカイン、および接着分子
のような炎症バイオマーカーを含んでいてもよい。これらの炎症バイオマーカーは、喘息
の初期の徴候である。ｖａｎ　ｄｅ　Ｋａｎｔら、「Ｅａｒｌｙ　ｄｉａｇｎｏｓｉｓ　
ｏｆ　ａｓｔｈｍａ　ｉｎ　ｙｏｕｎｇ　ｃｈｉｌｄｒｅｎ　ｂｙ　ｕｓｉｎｇ　ｎｏｎ
－ｉｎｖａｓｉｖｅ　ｂｉｏｍａｒｋｅｒｓ　ｏｆ　ａｉｒｗａｙ　ｉｎｆｌａｍｍａｔ
ｉｏｎ　ａｎｄ　ｅａｒｌｙ　ｌｕｎｇ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓ
：ｓｔｕｄｙ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｏｆ　ａ　ｃａｓｅ－ｃｏｎｔｒｏｌ　ｓｔｕｄｙ」
、ＢＭＣ　Ｐｕｂｌｉｃ　Ｈｅａｌｔｈ、９巻、２１０ページ、２００９およびＣｏｒｒ
ａｄｉら、「Ｅｘｈａｌｅｄ　ｂｒｅａｔｈ　ｂｉｏｍａｒｋｅｒｓ　ｉｎ　ａｓｔｈｍ
ａｔｉｃ　ｃｈｉｌｄｒｅｎ」、Ｉｎｆｌａｍｍ　Ａｌｌｅｒｇｙ　Ｄｒｕｇ　Ｔａｒｇ
ｅｔｓ、６巻、１５０～１５９ページ、２００７を参照。これに代えて、またはこれに加
えて、息の他の喘息バイオマーカーは、硫化カルボニル、過酸化水素、一酸化窒素、およ
び一酸化炭素を含む。これらのバイオマーカーを、個人のウェルネスの必要性を予測する
ことに使用することもできる。
【０１９１】
　喘息の初期の診断または個人で喘息が進行している可能性があることの決定は、喘息の
ような症状を効果的に管理するか、または予防する機会を個人に提供することができ、個
人のウェルネスを向上する。本発明の可能な一連の動作のいくつかは、これらの喘息バイ
オマーカーを有する個人に提供してもよく、ペットを避けることまたは毛をこぼさない動
物の養育を提案すること、空気中または室内の塵を最小レベルに維持する工程、化学物質
の少ない食品を食べること、カビおよび花粉から離れること、たばこを吸わないこと、呼
吸器感染が起こるとき、すぐに測定を行うこと、および強い感情を避けることを含んでい
てもよい。喘息バイオマーカーが、個人の吐いた息の凝縮中に検出される場合、１若しく
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はそれ以上の個人のウェルネスの必要性に対処するために、このような情報、アドバイス
、またはガイダンスを、個人に運んでもよい。
【０１９２】
　一実施形態において、ウェルネスを維持するために喘息の危険性がある個人への情報、
アドバイス、またはガイダンスは、穏和な気候ときれいな空気がある場所のための旅行ガ
イドおよび推奨であってもよい。旅行ガイドは、１若しくはそれ以上の適切な室外活動の
ための推奨も含んでいてもよい。
【０１９３】
　別の実施形態において、本発明は、室内または部屋全体の空気をきれいにすることによ
って、例えば、１若しくはそれ以上の空気清浄機を動かすことによって、換気システムを
開始することによって、換気システムを洗浄するか、またはフィルタを変えることによっ
て、喘息を有する個人の生活環境を変えてもよい。
【０１９４】
　別の例示的な実施形態において、鬱病のためのバイオマーカーが、本発明によって使用
され、鬱病のエピソードを予防し、鬱病の症状を減らすという観点で、ウェルネスを維持
するか、または向上するという点で個人を支援する。「Ｓｃｉｅｎｔｉｓｔ　ｃｌｏｓｅ
ｒ　ｔｏ　ｆｉｎｄｉｎｇ　ｔｅｓｔｓ　ｆｏｒ　ｄｅｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｂｉｏｍａｒ
ｋｅｒｓ」という表題のニュース文献において、Ｙａｎは、Ｃ反応性タンパク質の上昇、
腫瘍壊死因子、およびインターロイキン－１βといった鬱病が進行する初期のシグナルを
提供し得る血液中のいくつかのバイオマーカーを議論した。Ｐｓｙｃｈｉａｔｒｉｃ　Ｎ
ｅｗｓ、４８巻、２３～２７ページ、２０１３を参照。鬱病の初期の診断または個人で鬱
病が進行している可能性があることの決定は、鬱病の発症を効果的に管理するか、または
予防する機会を個人に提供することができ、それによって、個人のウェルネスを向上する
。
【０１９５】
　本発明の可能な一連の動作のいくつかは、１若しくはそれ以上の検出された鬱病バイオ
マーカーを有するこのような個人に提供してもよく、個人の生活を単純化すること、義務
を少なくすることおよび合理的な目標を設定すること、日記に書いて疼痛、怒り、恐れ、
または他の感情を表現すること、サポートグループに参加すること、隔離を避けること、
社会的な活動により多く参加すること、健康な食事をすること、規則的に運動すること、
多くの睡眠をとること、瞑想、ヨガ、または太極拳を実施すること、毎日の仕事リストを
作ることによって日々の活動を構造化すること、および整理した状態にした計画を用いる
ことを含む。人が鬱病を避けるのにも役立ち得るいくつかの他の活動は、回復力を高め、
低い自尊心を高めることを含む。従って、個人由来のサンプルが、鬱病のための１若しく
はそれ以上のバイオマーカーを有する場合、これらの活動（ウェルネスの必要性として）
は、個人がウェルネスを向上するのに役立つだろう。
【０１９６】
　さらに別の例示的な実施形態において、ヒト染色体のテロメアの長さは、寿命のバイオ
マーカーであってもよい。テロメアが長いことは、個人が長い余命を有することを示す。
テロメアが短くなっていることの検出によって、例えば、抗酸化剤（例えば、補酵素Ｑ－
１０、ビタミンＣ）を摂取すること、規則的な運動、ベリー、ビーツ、およびトマトのよ
うな色のきれいな野菜、および果実のような抗酸化性の豊富な食品を食べること、果実、
野菜、および繊維を豊富に、低塩分、低脂肪の食事をすること、たばこを吸わないこと、
中程度に飲酒すること（例えば、男性なら１日に２杯以下、女性なら１日に１杯）のよう
なウェルネスの必要性の予測が導かれてもよい。これらの運動は、加齢管理運動として知
られる。
【０１９７】
　特定の情報、アドバイス、またはガイダンスは、個人のための製品またはサービスのた
めの提案であってもよい。このような製品またはサービスは、ウェルネスの必要性を有す
る人々に求められているか、必要であるか、または適しているものである。製品またはサ
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ービスは、任意の特定のカテゴリーに限定されない。製品のいくつかの具体例は、食用サ
プリメント（ミネラル、ビタミン）、ビタミン、ワイン、美容製品、パーソナルケア製品
、減量製品、スキンケア製品、スポーツ用サプリメント、抽出物、プロバイオティクス、
調味料、香味料、甘味料、味／芳香遮断剤／調整剤、増量剤、ビデオゲーム（オンライン
またはゲームコンソールを用いる）、電子機器（例えば、携帯スマートフォン、無線オー
ガナイザ、ノートブックコンピュータ、タブレットコンピュータ、電子ゲームデバイス、
デジタル写真アルバム、デジタルカメラ）、飲料（コーヒー、お茶、ジュース、ソーダ）
、本または雑誌、音楽、映画（映画館、ＤＶＤでの映画、Ｂｌｕ－Ｒａｙでの映画、オン
ラインストリーム映画）、ＴＶプログラム、ライブショー、服、家庭用品、運動装置、さ
まざまな食品、船、自動車、自転車、事務用品、家具および、休暇リゾート／目的地を含
む。
【０１９８】
　一実施形態において、個人は、初期の前抑鬱状態であると予測されてもよい。本発明は
、個人に、例えば、幸せな映画、ある種の美容製品、素晴らしいレストラン、ビデオゲー
ム、または贈り物のような製品を提案してもよい。
【０１９９】
　本発明によって提案され得るサービスのいくつかの例は、メッセージサービス、金融サ
ービス、デーティングサービス、ケータリングサービス、ホームクリーニングサービス、
ホームインプルーブメントサービス、理髪サービス、化粧品サービス、専門的なカウンセ
リングサービス、旅行サービス、カジノゲームサービス、買い物サービス、不動産サービ
ス、スポーツサービス、娯楽サービス、オンラインオークションサービス、ホスピタリテ
ィサービス、デパートメントストア、車販売業者、旅行業者、ホテル、スパ、保険会社、
加熱および冷却システムの提供者、マットレスの店を含む。
【０２００】
　本発明によって提供される情報、アドバイス、またはガイダンスは、１若しくはそれ以
上の提案される製品／サービスのためのプロモーション、オンラインプロモーション、ク
ーポンまたはオンラインクーポンを含んでいてもよい。プロモーションは、製品またはサ
ービスを宣伝する目的のために、その製品またはサービスに関連する、任意の言語で、ま
たは任意の言語に翻訳された任意の種類の情報、または、任意の言語で、または任意の言
語に翻訳してソーシャルメディアの内容を書くことを含んでいてもよく、これに限定され
るものではないが、広告、広告をすること、広告（ａｄ）、マーケティング、クーポン、
割引券、オファー、日々の分配、オークションなどを含む。
【０２０１】
　製品／サービスのためのプロモーションは、ソーシャルメディアの広告、テキスト広告
、ツイート広告、オンラインマーケットプレイスの広告、オンラインマーケットプレイス
のビデオ、オンラインオークションの広告、シェア広告、オンライン印刷媒体の広告、テ
レコミュニケーションの広告、オンラインクーポン、位置に基づくサービス、アドリンク
、位置に基づくサービス、位置に基づくプロモーション、位置に基づくオファー、位置に
基づくクーポン、オンラインまたは携帯のニュース供給と組み合わせたプロモーションま
たはオファー、位置に基づく割引、または日々の取引の広告、位置に基づく広告、位置に
基づく広告、位置に基づくマーケティング、位置に基づくコマース、携帯広告、携帯広告
ネットワーク、携帯広告、携帯コマース、携帯位置に基づく広告およびプロモーションま
たはオファー、携帯バンキングおよび携帯財布サービス、顧客のロイヤルティカード、割
引およびプロモーションまたはオファー、クーポン、プロモーション、オファーのための
オンラインまたは携帯の支払システム、オンラインまたは携帯のニュース供給またはオフ
ァーと組み合わせたクーポン、プロモーションまたはオファー、または製品および／また
はサービスのためのオンラインまたは携帯のクーポンおよびプロモーションまたはオファ
ー、割引広告、ソーシャルメディアウェブまたは類似する種類の位置に基づくサービス、
割引広告、商品広告、イーメールクーポン、商品広告、ビデオクリップ広告、ビデオアッ
プロードまたはプレゼンテーションのサイト広告またはリンク、ギャンブル広告、ギャン
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ブルサイト、スポーツまたはスポーツに関連する広告、スポーツギャンブルの広告、複数
人で遊ぶオンラインゲームの広告、バーチャル広告、デジタル広告またはバーチャル看板
広告、またはバーチャル広告画像をバーチャルな風景またはソーシャルネットワークに挿
入するデジタル技術を用いたバーチャル広告、ソーシャルネットワークのウェブサイト、
または第三者のウェブサイトまたはアプリケーション、ライブまたはあらかじめ記録され
たテレビショーまたはビデオ、またはスポーツイベント、および製品またはサービスのた
めのオンラインまたは携帯のクーポンおよびプロモーションまたはオファー、クレジット
カードまたは他の支払サービスによる操作、参加している商店で購入するとユーザに自動
的に値引きを与えること、バーチャルまたはデジタルの広告、バナー広告、グラフィック
カラー広告、ソーシャルネットワークまたはウェブサイトオンラインまたは携帯デバイス
における、画像に挿入されるか、または画像と重なりあったプロモーションまたはオファ
ー、ソーシャルビデオシェアリング、ビデオ広告、オーディオビデオおよび写真、近距離
通信（ＮＦＣ）、ＮＦＣ搭乗券、携帯搭乗券、ソーシャルでの買い物、ソーシャルネット
ワークシステムのデジタルコンテンツの共有、携帯ソーシャルビデオの共有、バーチャル
ワールドの広告、ゲーム内の広告、携帯ブラウザの広告、携帯ウェブ広告、ウィジェット
またはウィジェットの広告、ブックマーク広告、タブ付きブラウジング広告、ページズー
ム広告、広告スポンサーのリンク、複数のプラットフォームウェブサイトの広告、携帯デ
バイスまたは他の同様のデバイス、またはアンドロイドデバイスまたはタブレットデバイ
スまたはモバイルインターネットデバイスまたはホログラフィーデバイスまたはメルカト
ル携帯電話（例えば、ホログラフィー電話）または他の電話ではない接続デバイスまたは
コンピュータ広告によるインタラクティブコンテンツマーケティング、ストリーム検索広
告、通信、ビデオまたは音声チャットの広告、フローティング広告、拡大広告、壁紙広告
、トリックバーナー、ポップアップ、ポップアンダー、マップ広告、携帯広告、携帯広告
ネットワーク、携帯交付者のための携帯広告、およびソーシャルネットワークまたはウェ
ブサイトオンラインまたは携帯デバイスにおける、位置またはマップに関連する携帯コマ
ースのための広告、携帯位置に基づく宣伝およびプロモーションまたはオファーから選択
される媒体を介して配布されてもよい。
【０２０２】
　プロモーションは、オンラインプロモーションであってもよく、携帯または無線デバイ
ス、および任意のインターネットにアクセス可能なデバイス、任意の種類の演算デバイス
またはコンピュータを含め、インターネットまたはワールドワイドウェブ（例えば、ソー
シャルネットワークまたはウェブサイト、ブログ、ポップアップなど）によって提供され
る任意の形態での任意の種類のプロモーションまたはオファーである。
【０２０３】
　プロモーションは、携帯または無線デバイスまたは電子デバイスまたは携帯デバイス、
または携帯広告ネットワークによって携帯広告に関連するコンピュータによる広告、携帯
発行業者および広告業者のための携帯広告、および携帯コマース、携帯位置に基づく広告
、およびソーシャルネットワークまたはウェブサイトオンラインまたは携帯デバイスにお
ける位置またはマップに関連するプロモーションまたはオファーの形態である携帯広告（
ｍｏｂｉｌｅ　ａｄ）または携帯広告（ｍｏｂｉｌｅ　ａｄｖｅｒｔｉｓｅｍｅｎｔ）で
あってもよい。
【０２０４】
　プロモーションは、インターネットおよびワールドワイドウェブを使用し消費者を惹き
つけるマーケティングメッセージを運ぶ、プロモーションまたはオファーの形態のオンラ
イン広告であってもよい。オンライン広告の例は、検索エンジンの結果ページのコンテキ
スト広告、バナー広告またはグラフィックカラー広告、スポンサー付きのビデオ広告、デ
ジタルプロモーションまたはオファー、オンライン分類された広告、イエローページの広
告、ホワイトページの広告、テキストメッセージ広告、インタラクティブ広告、ポストブ
ログ、リッチメディア広告、ソーシャルネットワーク広告、広告業者およびユーザまたは
メンバーのための広告製品、インタースティシャル広告、オンライン分類された広告、広
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告ネットワーク、アフィリエイトマーケティングおよびイーメールマーケティング、リフ
ァーラルマーケティング（イーメールスパムを含む）を含む。広告サーバは、これらの多
くの種類の広告をワールドワイドウェブによってコンピュータ、携帯デバイス、または他
のデバイスに運ぶ。
【０２０５】
　本発明は、クーポンを提供してもよく、クーポンは、製品またはサービスを購入したと
きに割引または払い戻しと交換することができるチケット、コード、または書類のいずれ
かである。例は、イーメールによって送られるオンラインクーポン、ポップアップ表示ク
ーポン、個人の携帯デバイスに送られるコードを含んでもよい。
【０２０６】
　情報、アドバイス、またはガイダンスを個人に表示するための携帯デバイスを有する本
発明のいくつかの実施形態において、携帯デバイスは、例えば、Ｇｏｏｇｌｅマップ、Ｙ
ａｈｏｏマップ、およびＭａｐｑｕｅｓｔのようなマップサービスがインストールされて
いる。マップサービスは、店舗およびサービス提供者のような地元の事業についての情報
を有する。携帯デバイスは、製品またはサービスを提案することに加えて、このような製
品またはサービスを利用可能な地元の事業に個人を向かわせてもよい。一実施形態におい
て、携帯デバイスは、スマートフォンであり、情報、アドバイス、またはガイダンスが、
予測されるウェルネスの必要性に基づいて表示されてもよく、情報、アドバイス、または
ガイダンスに関連する地元の事業が、スマートフォンで特定されてもよい。
【０２０７】
　本発明が、情報、アドバイス、またはガイダンスを個人に表示するための携帯デバイス
を有するいくつかの実施形態において、携帯デバイスは、個人からのフィードバック、例
えば、提案された製品またはサービスの使用についてのフィードバックを受け入れること
ができてもよい。フィードバックは、ランキング、またはより特別なコメントの形態であ
ってもよい。フィードバックは、サーバにアップロードされてもよく、フィードバックを
使用し、製品またはサービスをランク分けしてもよい。それに加え、これらのランキング
を本発明によって使用し、製品および／またはサービスに関するさらなる情報、アドバイ
ス、またはガイダンスを個人に提供してもよい。
【０２０８】
　ある実施形態において、本発明によって提供される情報、アドバイス、またはガイダン
スは、栄養摂取および食習慣についてのものである。食品群は、一般的に、海産品、肉、
海藻、およびナッツ、乳製品、果実、野菜のグループに分けられるだろう。この食品群は
、さらに副次的なグループに分けられてもよい。例えば、肉は、白肉と赤肉に分けられて
もよい。赤肉の例は、牛、ラム、ブタ、およびウサギの肉を含み、一方、白肉は、鶏、七
面鳥を含む。栄養摂取に関する情報、アドバイス、またはガイダンスは、食品群または副
次的なグループ、または特定の食品を個人に勧めることであってもよい。栄養摂取に関す
る情報、アドバイス、またはガイダンスは、特定の食品群または副次的な群または特定の
食品から離れるようにとの１若しくはそれ以上の提案を含んでいてもよい。
【０２０９】
　栄養摂取の情報、アドバイス、またはガイダンスは、合計カロリー数に対する１日の制
限、グラム単位、または等価な紅茶用スプーンまたは計量スプーンでの繊維、タンパク質
、糖、塩、および悪い脂肪（飽和脂肪およびトランス脂肪）の量、または任意の他の栄養
素または成分の量、およびそれぞれの栄養素の１日の合計数の指針についての情報、アド
バイス、またはガイダンスであってもよい。栄養摂取の情報、アドバイス、またはガイダ
ンスは、食事の準備および食品の選択についての提案のランク分けされたリストであって
もよい。栄養摂取の情報、アドバイス、またはガイダンスを提供するとき、個人の食品ア
レルギー情報、または個人の医学的状態によって禁忌とされた任意の食品、好みのリスト
、除外される食品、好ましい食品、および好ましくない食品が、データベース１４の個人
的な好みとして考慮されてもよい。
【０２１０】
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　ある実施形態において、本発明は、予測されるウェルネスの必要性に加え、個人の個人
的な好みも考慮し、個人に支援を提供する。このような個人的な好みは、個人の行動歴、
購入歴、顧客歴、心理的な歴史、および／または精神的な歴史についての情報から集めら
れてもよい。個人または個人をよく知る人（助言者または介護者）は、これらの個人的な
好みをデータベース１４に入力し、個人によりよい支援を提供するために使用してもよい
。
【０２１１】
　ある実施形態において、本発明は、個人のウェルネスの必要性を予測するときに他のさ
らなる情報も考慮する。さらなる情報は、個人の年齢、体重、身長、ボディマス指数、血
中コレステロール値、人種、民族、社会的地位、婚姻関係の有無、居住地域、職業、教育
、アレルギー、食事、以前または現在の薬物治療、病歴、家族の疾患歴を含むだろう。こ
の情報は、その個人、補助者、または介護者によってデータベース１４に入力されてもよ
い。
【０２１２】
　生物学的表現型と、ウェルネスの必要性との間の相関関係は、個人の日々の生活を支援
するために、個人にガイダンスを提供するためのものである。この関係は、他の目標の中
でも、疾患を生じる危険性を有する個人に対する警告を提供してもよい。本発明は、その
危険性を軽減し個人のウェルネスを向上するために、個人にガイダンスを提供してもよい
。本発明の相関関係は、医学分野での診断と同じではなく、バイオマーカーの測定に基づ
き、疾患を有する人および疾患の性質または原因を特定するためのものである。主な違い
の１つは、診断は、エラー率が非常に低いことが必要であり、米国食品医薬品局によって
規制され、モニタリングされていることである。本発明は、個人の日々の生活を支援する
ために個人にガイダンスを提供することを目的とし、医学的な処置または治療を個人に提
供するわけではなく、潜在的に、診断よりも高いエラー率が許容されるだろう。
【０２１３】
　さらに、診断は、正常範囲からはずれたバイオマーカーの測定値を検出することに基づ
く。例えば、サンプル中のバイオマーカーの濃度は、異常に低いか、または異常に高く、
このことは、個人に疾患が存在することを示す。一方、本発明の生物学的表現型は、正常
な範囲も含む範囲でのバイオマーカーの測定に基づく。従って、本発明は、正常範囲およ
び／または異常範囲の片方または両方の範囲であってもよい、個人に基づく測定にガイダ
ンスを提供する。
【０２１４】
　別の態様において、本発明は、個人のウェルネスを維持するか、または向上するために
個人に支援を提供するためのシステムであって、個人由来のサンプル中の１若しくはそれ
以上のバイオマーカーの存在および／または濃度を測定するための測定デバイス１１と、
測定された１若しくはそれ以上のバイオマーカーの存在および／または濃度に基づき、個
人のウェルネスの必要性を予測し、個人のウェルネスを維持するか、または向上する予測
部１２であって、この１若しくはそれ以上のバイオマーカーが、ウェルネスの必要性の指
針である、予測部１２と、個人の生活環境を変えるか、または、個人のウェルネスの必要
性に対処するために、情報、アドバイス、またはガイダンスを個人に提供するための制御
部１３と、バイオマーカーと、疾患または健康上の関心と、ウェルネスの必要性とからの
リンクを格納するためのデータベース１４とを有する、システムを提供する（図２）。点
線は、システムの構成要素間の通信が、無線であっても有線であってもよいことを示す。
点線の四角は、ある実施形態において、予測部１２、制御部１３、およびデータベース１
４が、１つの装置に組み込まれていてもよいことを示す。
【０２１５】
　測定デバイス１１は、バイオセンサ、電極、または上述のようにサンプル中のバイオマ
ーカーの存在および／または濃度を測定することができる任意の他のデバイスであっても
よい。ある実施形態において、測定デバイス１１は、サンプル中の複数のバイオマーカー
を並行して測定するための複数のバイオセンサ／電極を有する。ある実施形態において、
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測定デバイス１１は、個人が日常の生活を行いつつ、連続的なパッシブ型測定のために個
人によって簡単に持ち運ぶことが可能な小型デバイスである。小型測定デバイスは、例え
ば、人工歯の一部、ヒト心血管系中のステントの一部、尿路中のステントの一部として個
人の体内に移植されていてもよく、または、鼻腔または胃腸管または子宮の中に移植され
てもよい。測定デバイス１１は、パッチとして皮膚に付着してもよく、または皮膚に縛り
付けられてもよい。
【０２１６】
　測定デバイス１１は、好ましくは、個人由来のサンプルと頻繁に接触する。サンプルは
、例えば、唾液中のバイオマーカーを測定するために口の中に配置された測定デバイス１
１によって、系中で測定されてもよく、または、それぞれ血液または尿の中のバイオマー
カーを測定するために、血管または尿路に移植されてもよい。または、サンプルを個人か
ら集め、次いで、系外での測定のために測定デバイス１１にさらしてもよい。
【０２１７】
　ある実施形態において、個人の生理学的表現型を測定するための補助的な測定デバイス
が存在する。生理学的表現型は、体温、脈拍数、血圧、呼吸速度、体水分の状態、筋電活
性などの生理学的パラメータを含んでいてもよい。生理学的パラメータを使用して、個人
のウェルネスの必要性を予測するときのバイオマーカー情報を補助してもよい。
【０２１８】
　ある実施形態において、補助的な測定デバイスまたはデータ収集デバイスは、位置（マ
ップ）からのデータ、例えば、その位置での時間およびその位置からの任意の直交データ
、例えば、これに限定されるものではないが、その時点での温度、高度のノイズ、高度、
風、湿度、公害、酸素、日光、花粉、群衆密度、コンクリート、芝生、夜、昼、付近の幹
線道路および交通密度、飛行機の飛行、宇宙の放射線レベル、ラドン曝露、衣服、および
生理学的状態からデータを集めてもよい。従って、これらの実施形態において、１若しく
はそれ以上のバイオマーカーおよび／または生理学的データの測定に加え、他のデータを
、バイオマーカーデータと関係づけるか、または組み合わせて使用し、１若しくはそれ以
上のウェルネスの必要性を予測することができるように、他のデータを集め、保存する。
【０２１９】
　ある実施形態において、２種類のバイオマーカー間の比率を補正に使用してもよい。２
つのバイオマーカー間の比率は、１つのバイオマーカーの場合と比較して、１若しくはそ
れ以上のウェルネスの必要性でよりよく補正されてもよい。
【０２２０】
　バイオマーカーと、ハウスキーピング遺伝子の産物との間の比率は、ある実施形態で使
用されてもよい。ハウスキーピング遺伝子は、典型的には、基本的な細胞機能を維持する
のに必要であり、正常な生理学的状態および病的な生理学的状態で有機体のすべての細胞
で発現する構成遺伝子である。ある種のハウスキーピング遺伝子は、比較的一定のレベル
で発現する。これらのハウスキーピング遺伝子から発現するタンパク質は、比較的一定の
レベルであり、バイオマーカーと比較する内部標準として使用することができ、ハウスキ
ーピング遺伝子産物に対する比率を作成してもよい。さらに具体的には、サンプル中のハ
ウスキーピング遺伝子のタンパク質発現レベルを決定し、これを使用し、バイオマーカー
の相対的なタンパク質発現レベルを比較し、バイオマーカーとハウスキーピング遺伝子と
の比率を作成する。一定のレベルで発現する他の構成的に発現する遺伝子を使用すること
もできる。
【０２２１】
　これらの実施形態において、（ハウスキーピング遺伝子または他の構成的に発現する遺
伝子に対する）サンプル中のバイオマーカーの相対的なレベルを決定してもよく、従って
、サンプル中のバイオマーカーを上方制御または下方制御することを提案してもよい。バ
イオマーカーの上方制御および下方制御は、バイオマーカーまたはＤＮＡシーケンシング
のみに依存することによって簡単に決定されない正確さまで、ある様式で生物学的状態に
影響を与えることがある。この比率は、任意のサンプル希釈度で維持することができ、従
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って、さまざまな感度を有する広範囲のアッセイと共に使用することができる。便所また
は小便器のような設定で生体分子を測定するとき、この比率の手法は、特に効果的である
と思われ、尿の体積は、水の体積に対してさまざまであろう。
【０２２２】
　ある実施形態において、本発明は、プラセボ効果に対するバイオマーカーの補正を含ん
でいてもよい。医薬では、プラセボ効果は、患者が有効な薬物であると信じてプラセボを
摂取した後、患者によって主張される正の治療効果である。「プラセボ効果」は、本明細
書で使用される場合、治療、事象、または状況自体からではなく、治療、事象、または状
況に関する個人の期待または信念から生じる特定の治療、事象、または状況の後の個人の
生体分子中で測定される有益な効果または有害な効果である。本発明の実施形態において
、本発明の補正は、生体分子およびプラセボ効果の同時発生に基づくプラセボ効果に対す
る生体分子の補正を含む（例えば、生体分子が、プラセボ効果と同時に、またはその前後
に存在する）。このような生体分子は、生体分子が、プラセボ効果と共に存在し得るため
、「プラセボ効果バイオマーカー」と呼ばれてもよい。これらの「プラセボ効果バイオマ
ーカー」の存在は、信念の強化の指針であってもよい。次いで、プラセボ効果を高め、望
ましい転帰のための可能性を向上するために、これらのバイオマーカーを使用し、特定の
食品またはサプリメントを食べること、またはこれらのバイオマーカーを向上するための
活動の組み合わせを含む活動および行動を評価してもよい。これらの「プラセボ効果バイ
オマーカー」も、独立して、または他のバイオマーカーによるガイドとの組み合わせで、
個人の信念の強化のためにガイダンスとして使用し、個人または売り主をガイドしてもよ
い。
【０２２３】
　測定結果は、予測部１２に通信され、予測部１２は、この測定結果を使用し、個人のウ
ェルネスの必要性を予測する。この予測は、個人由来のサンプル中の疾患または状態また
は健康上の関心のためのバイオマーカーの存在および／または濃度に基づく。データベー
ス１４中の情報に基づき、バイオマーカーは、疾患または健康上の関心に関係があり、従
って、このような疾患および／または健康上の関心と関連するウェルネスの必要性に関係
がある。従って、本発明のシステムは、個人のウェルネス（例えば、疾患または健康上の
関心を予防するか、または軽減すること）を維持するか、または向上するために、個人へ
の支援を提供し個人のウェルネスの必要性を満足する。
【０２２４】
　例えば、血液中のＣ反応性タンパク質の上昇は、鬱病の危険因子である。このタンパク
質の個人の血液レベルが上昇したとき、シグナルが送られ個人の環境を変えてもよく、予
測部１２は、個人が、鬱病のエピソードの発生を予防するか、または鬱病のエピソードの
重篤度を下げることに関連するウェルネスの必要性を有することを予測してもよい。さら
に具体的には、ウェルネスの必要性は、鬱病に関連して上に述べたウェルネスの必要性の
１若しくはそれ以上であってもよい。
【０２２５】
　システムは、バイオマーカーと疾患または健康上の関心との間の相関関係と、このよう
な疾患または健康上の関心に関連するウェルネスの必要性の指標を含むデータベース１４
も有していてもよい。バイオマーカー測定の結果もデータベース１４に保存してもよい。
保存された測定結果は、特定の個人のサンプル中の特定のバイオマーカーのための信頼性
の高いベースラインを確立するのに有用であろう。信頼性の高いベースラインが利用可能
である場合、サンプル中のバイオマーカーの上昇または減少をより正確に決定することが
でき、このシステムは、以前の測定に基づく特定の場合において、より顕著な介入が必要
かどうかを予測するように学習することができる。
【０２２６】
　データベース１４は、行動、製品の選択、またはサービスの選択に対する個人の好みも
含んでいてもよい。好みは、その個人によって、または補助者／介護者によって入力され
てもよい。個人の好みの例は、ジョギングよりもサイクリングを好むこと、クッキーより
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もチョコレートを好むこと、カーネーションの香りよりもバラの香りを好むこと、ジュー
スよりも炭酸飲料を好むことを含む。これらの個人的な好みは、個人の生活環境を変える
こと、または個人の好みを考慮した情報、アドバイス、またはガイダンスの提供という点
でシステムに影響を与えることによって、個人の日々の生活をより良く支援するようにシ
ステムに役立つだろう。
【０２２７】
　ある実施形態において、データベース１４は、個人のウェルネスの必要性を予測すると
きに使用可能な他のさらなる情報も含んでいてもよい。さらなる情報は、個人の年齢、体
重、身長、ボディマス指数、血中コレステロール値、人種、民族、社会的地位、婚姻関係
の有無、居住地域、職業、教育、アレルギー、食事、以前または現在の薬物治療、病歴、
および家族の疾患歴を含むだろう。
【０２２８】
　ある実施形態において、データベース１４は、位置（マップ）からのデータ、その位置
での時間、およびその位置からの任意の直交データ、例えば、これに限定されるものでは
ないが、その時点での温度、高度のノイズ、高度、風、湿度、公害、酸素、日光、花粉、
群衆密度、コンクリート、芝生、夜、昼、付近の幹線道路および交通密度、飛行機の飛行
、宇宙の放射線レベル、ラドン曝露、衣服、および生理学的状態を含んでいてもよい。
【０２２９】
　本発明のデータベース１４は、データベース１４に多くのデータが加えられるほど進化
してもよく、データベース１４中の情報は、期限までにどんどん正確になり、および／ま
たは信頼性が高くなり、例えば、集められたデータの量が増えるだろう。このデータベー
ス１４の進化の結果として、新しい相関関係が確立されてもよく、個人にガイダンスを提
供する新しい様式が可能になるだろう。例えば、アップロードされた個人由来のバイオマ
ーカーデータは、マップ位置（すなわち、個人が、バイオマーカーデータを測定され、ま
たは集められたときのマップ上の位置）と関係づけられてもよい。この関係に基づき、入
手可能なさらなるデータおよび情報を用い、本発明は、さらに、マップ位置と、他の情報
、例えば、環境因子（例えば、花粉数、ＵＶ強度など）とを関係づけてもよい。従って、
進化したデータベース１４は、バイオマーカーと、マップ位置および環境因子とからの相
関関係を作成してもよく、またはこれらを含んでいてもよい。言い換えると、異なるバイ
オマーカーは、異なる環境因子と関係づけられてもよい。例えば、バイオマーカーは、「
花粉バイオマーカー」として花粉の数と関係づけられてもよい。別のバイオマーカーは、
「日光バイオマーカー」として日光と関係づけられてもよい。
【０２３０】
　データベース１４は、より多くの新しい異なるデータが追加されるにつれて、さらに進
化してもよい。例えば、日光バイオマーカーは、異なるデータ（例えば、皮膚の感受性の
増加）と関係づけられてもよい。このシステムが、個人由来のサンプル中の日光バイオマ
ーカーを検出する場合、システムは、個人に、皮膚の水分を保つためのスキンケア製品、
または日光から皮膚を保護するためのスキンケア製品、またはその両方を塗布することを
勧めてもよい。別の実施形態において、このシステムは、個人に適切なスキンケア製品を
販売することを宣伝業者に勧めてもよい。
【０２３１】
　次いで、この予測は、制御部１３に通信される。制御部１３は、個人の予測されるウェ
ルネスの必要性に基づき、個人の生活環境を変えることができ、または情報、アドバイス
、またはガイダンスを個人に提供することができる。生活環境を変えるために、制御部１
３は、シグナルを（無線によって、または有線接続によって）個人に送信し、個人の生活
環境を変化させてもよい。例えば、光スイッチにシグナルを送信し、個人が存在する部屋
の明るさまたは照明の色を調整してもよい。別の例において、中央空調システムにシグナ
ルを送信し、温度、湿度を調整してもよい。
【０２３２】
　制御部１３は、テキストメッセージ、スピーカーを介するボイスメール、イーメール、
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ＴＶまたはコンピュータの画面に表示されるメッセージ、携帯用デバイスの画面に表示さ
れるメッセージ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈイヤホンを介した音声メッセージ、および／または
補助者または介護者に対するメッセージのような任意の適切な通信手段によって、情報、
アドバイス、またはガイダンスを個人に伝送してもよい。
【０２３３】
　ある実施形態において、予測部１２および制御部１３は、マイクロプロセッサを備える
１つのデバイスに組み込まれていてもよい。用語「マイクロプロセッサ」は、本明細書で
使用される場合、これに限定されるものではないが、コンピュータを動かす基本的な命令
に応答し、基本的な命令を処理する論理回路を用いた算術操作および論理操作を行うよう
に設計されたコンピュータシステムまたはプロセッサを指す。典型的なプロセッサは、１
つの集積回路、またはいくつかの集積回路を有する。マイクロプロセッサの例は、Ｉｎｔ
ｅｌ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎまたはＡｄｖａｎｃｅｄ　Ｍｉｃｒｏ　Ｄｅｖｉｃｅｓ（
ＡＭＤ），Ｉｎｃ．によって製造されるものを含む。
【０２３４】
　システムの構成要素（例えば、測定デバイス１１）、補助的な測定デバイスである予測
部１２および制御部１３の中の通信は、有線接続または無線シグナルによって行われても
よい。例えば、通信は、電気シグナル、電子シグナル、または電磁気シグナル（例えば、
光、ラジオ波、デジタル、アナログによるシグナル伝達スキーム、または他のシグナル伝
達スキーム）を使用してもよい。無線通信は、図２に点線として示される。
【０２３５】
　本発明のシステムは、多くのデバイスで実施されてもよい。ある実施形態において、こ
のシステムは、移植された測定デバイス１１を有し、このデバイスは、個人の体液に周期
的または連続的にさらされる。測定デバイス１１は、例えば、個人の血管系または尿路の
中のステント内、人工歯の中、心臓に移植された医療デバイスの中、または鼻の中のイン
プラントの中に配置されていてもよい。体液中の１若しくはそれ以上のバイオマーカーの
測定結果は、マイクロプロセッサを有する携帯用デバイスに無線で伝送されてもよい。携
帯用デバイスは、スマートフォン、タブレットデバイス、携帯電話、モバイルインターネ
ットデバイス、ネットブック、ノートブック、携帯情報端末、インターネット電話、ホロ
グラフィーデバイス、ホログラフィー電話、ケーブルインターネットデバイス、衛星イン
ターネットデバイス、インターネットテレビ、ＤＳＬインターネットデバイス、およびリ
モートコントロールであってもよい。
【０２３６】
　携帯用デバイスは、予測部１２と制御部１３の両方を備えていてもよく、測定結果を受
け取り、個人のウェルネスの必要性を予測する。これらの実施形態において、データベー
ス１４は、携帯用デバイス中に、例えば、携帯用デバイスのＲＡＭ上にもある。個人に対
する支援は、２つの様式で伝送されてもよい。支援が、個人の生活環境を変える場合、携
帯用デバイスはシグナルをデバイスに送信し、例えば、室内または家全体の照明の明るさ
または色、温度、湿度、香り、壁の色、家具の配置を調整し、および／またはその部屋ま
たは家全体に適切な音楽をかけてもよい。支援が、個人に対する情報、アドバイス、また
はガイダンスである場合、情報、アドバイス、またはガイダンスは、携帯用デバイスの画
面に表示されてもよい。情報、アドバイス、またはガイダンスに関連する任意のプロモー
ションまたはクーポンも、携帯用デバイスの画面に表示されてもよく、または参照されて
もよい。
【０２３７】
　バイオマーカーの測定のために使用される任意のデバイスは、個人に合わせて設定され
たモニタリングのために特定的に設計されたデバイス（例えば、本明細書に記載されるデ
バイス）であってもよい。バイオマーカー測定のための任意のアッセイは、個人に合わせ
て設定されてもよいが、便所または操舵ハンドルのような共通のデバイスに配置され、そ
のシステムを「個人に合わせて設定される共有のデバイス」にしてもよい。
【０２３８】
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　ある実施形態において、本発明のシステムは、便所で実施される。便所の中に配置され
る測定デバイス１１は、便器内で尿および／または糞便にさらされる。システムの予測部
１２および制御部１３は、便所内または離れた位置に配置されていてもよい。個人が便所
を使用したら、尿および／または糞便が水中に入る。測定デバイス１１による測定のため
に、尿または糞便の中のバイオマーカーが、水中に拡散する。次いで、測定結果が、デー
タベース１４、例えば、ＲＡＭ上のデータベースにアクセスする予測部１２に通信される
。
【０２３９】
　ある実施形態において、便所は、個人の生理学的パラメータ（例えば、個人の体温、脈
拍数、および／または血圧）を決定するための補助的な測定デバイスも有していてもよい
。予測部１２は、測定されたバイオマーカーと、選択的に、任意のさらなるデータ、例え
ば、上述のような生理学的データおよび／または位置データとに基づき、個人の社会的な
ウェルネスの必要性を予測する。
【０２４０】
　制御部１３は、予測されるウェルネスの必要性に基づき、ちょうど便所を使用している
個人に支援を提供する。この支援は、上述の任意の様式で、または上述の任意の媒体また
は方法によって提供されてもよい。
【０２４１】
　ある実施形態において、本発明のシステムは、小便器で実施される。測定デバイス１１
は、小便器中に配置され、尿にさらされ得る。システムの予測部１２および制御部１３は
、小便器内または離れた位置に配置されていてもよい。個人が小便器を使用するとき、尿
は、測定デバイス１１と接触する。尿中のバイオマーカーは、測定デバイス１１によって
測定される。システムの残りは、便所内で行われる実施形態を参照しつつ上に記載される
とおりである。
【０２４２】
　公衆便所または公衆の小便器の場合には、表示デバイスは便器または小便器と関連して
提供されて、予測されるウェルネスの必要性に基づき、小便器をちょうど使用している個
人に、情報、アドバイス、またはガイダンスまたは支援を提供してもよい。または、情報
、アドバイス、またはガイダンスを、有線または無線によって伝送し、スピーカーによっ
て放送するか、壁またはプロジェクタ画面に表示するか、ＴＶ画面またはコンピュータ画
面に表示するか、ゲームデバイスの画面に表示するか、携帯用デバイス（スマートフォン
、タブレットコンピュータ、ノートブックコンピュータ、イーブックリーダー、モバイル
インターネットデバイス、携帯情報端末、インターネット電話、ホログラフィーデバイス
、ホログラフィー電話、ケーブルインターネットデバイス、衛星インターネットデバイス
、インターネットテレビ、ＤＳＬインターネットデバイス、およびリモートコントロール
）の画面に表示してもよい。情報、アドバイス、またはガイダンスに関連する任意のプロ
モーションまたはクーポンを、情報、アドバイス、またはガイダンスと共に表示してもよ
い。
【０２４３】
　小便器は、デバイスに操作可能に接続し、室内の照明の明るさまたは色、温度、湿度、
および香り、壁の色、家具の配置を調整するため、または適切な音楽をかけてもよい。
【０２４４】
　ある実施形態において、本発明のシステムは、スマートフォン、タブレットデバイス、
携帯電話、モバイルインターネットデバイス、ネットブック、ノートブック、携帯情報端
末、インターネット電話、ホログラフィーデバイス、ホログラフィー電話、ケーブルイン
ターネットデバイス、衛星インターネットデバイス、インターネットテレビ、ＤＳＬイン
ターネットデバイス、およびリモートコントロールのような携帯用デバイスで実施される
。携帯用デバイス中の測定デバイス１１は、汗の中のバイオマーカーを測定するために、
手の皮膚の上の汗と直接接触させることができる。システムの予測部１２、制御部１３、
およびデータベース１４も、マイクロプロセッサを有する携帯用デバイスの中に配置され
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てもよい。個人が携帯用デバイスを持っている場合、測定デバイス１１は、個人の汗と接
触する。汗の中のバイオマーカーは、測定デバイス１１によって測定されてもよい。選択
的に、携帯用デバイスは、１若しくはそれ以上の生理学的パラメータ、例えば、個人の体
温、脈拍数、および／または血圧を決定するための補助的な測定デバイスを有していても
よい。携帯用デバイスは、デバイスによって集められる位置データ、時間、および／また
は環境のデータも使用し、適切な予測を行うときに予測部１２を補助してもよい。
【０２４５】
　携帯用デバイスは、予測されるウェルネスの必要性に基づき、上述のような任意の様式
または種類で携帯用デバイスをちょうど使用している個人に、支援および／または情報、
アドバイス、またはガイダンスを提供してもよい。
【０２４６】
　ある実施形態において、本発明のシステムは、ヒトの身体に接続した装置、例えば、腕
バンド、手首バンド、腰バンド、頭バンド、パッチ、靴下、ブーツ、靴、眼鏡、ヘアバン
ド、ヘッドセット、耳栓、時計、ネックレス、および指輪を有する。接続した装置は、個
人によって保有されてもよく、または着用されてもよい。測定デバイス１１は、この装置
に配置され、１若しくはそれ以上のバイオマーカーを測定するための体液（例えば、個人
の皮膚の上の汗）と接触するように構成される。システムの予測部１２、制御部１３、お
よびデータベース１４は、接続した装置または着用した装置に配置されていてもよく、ま
たはユーザによって保有されているか、またはある程度離れた位置にあるマイクロプロセ
ッサを有するデバイスに配置されていてもよい。選択的に、装置は、個人の１若しくはそ
れ以上の生理学的パラメータ（例えば、体温、脈拍数、および／または血圧）を決定する
ための補助的な測定デバイスを有していてもよい。この装置は、デバイスによって集めら
れた位置データ、時間、および／または環境のデータを使用し、適切な予測を行うときに
予測部１２を支援してもよい。この装置が、画面（例えば、時計、手首バンド、腕バンド
、腰バンド、パッチ）を有する場合、情報、アドバイス、またはガイダンスを装置の画面
に表示してもよい。情報、アドバイス、またはガイダンスに関連する任意のプロモーショ
ンまたはクーポンを、装置の画面に表示してもよく、または参照してもよい。情報、アド
バイス、またはガイダンスを、装置のスピーカーによって放送してもよい。
【０２４７】
　ある代替的な実施形態において、装置は、システムの予測部１２、制御部１３、および
データベース１４を備えていなくてもよい。このとき、例えば、装置が耳栓、ヘアバンド
、ネックレス、またはヘッドセットである場合であってもよい。これらの代替的な実施形
態において、測定結果は、別のデバイス（例えば、マイクロプロセッサを有する携帯用デ
バイス）に伝送される。
【０２４８】
　装置が一対の眼鏡である実施形態において、眼鏡は、汗の中のバイオマーカーに加え、
涙の中のバイオマーカーを測定してもよい。眼鏡は、アッセイを行うことができてもよく
、操作され、目に触ることなく、涙の中のバイオマーカーを測定してもよい。情報、アド
バイス、またはガイダンスは、眼鏡に表示されてもよく、または眼鏡の上のスピーカーに
よって放送されてもよい。
【０２４９】
　ある実施形態において、本発明のシステムは、個人の唾液と直接的に接触してもよいデ
バイスを有する。このようなデバイスは、歯科衛生デバイス、例えば、歯ブラシ、歯科用
補強材、歯科用フロスデバイスであってもよく、または、口に配置されたデバイス（例え
ば、インプラント、人工歯、または歯への接続）であってもよい。測定デバイス１１は、
このデバイスに含まれる。測定デバイス１１は、唾液中の１若しくはそれ以上のバイオマ
ーカーを測定してもよい。これらの測定結果は、上述のようにさらに処理するために、マ
イクロプロセッサを有するデバイスに伝送される。
【０２５０】
　ある実施形態において、本発明のシステムは、ヘアアクセサリを有し、個人の毛髪と直
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接接触していてもよい。ヘアアクセサリは、クシ、ヘアバンド、頭バンド、ヘアクリップ
などであってもよい。測定デバイス１１は、ヘアアクセサリに含まれ、個人の毛髪中の１
若しくはそれ以上のバイオマーカーを測定することができる。毛髪中の１若しくはそれ以
上のバイオマーカーの測定は、マイクロプロセッサを有するデバイスに伝送され、上述の
ように処理される。
【０２５１】
　ある実施形態において、本発明のシステムは、自動車の構成要素、例えば、操舵ハンド
ルを有する。測定デバイス１１は、自動車の構成要素に含まれていてもよく、自動車の中
にいる個人（特に、自動車を運転している個人）の息および／または汗の中のバイオマー
カーを測定することができる。１若しくはそれ以上のバイオマーカーの測定は、マイクロ
プロセッサを有するデバイスに伝送され、上述のように処理される。このデバイスを使用
し、自動車の中の環境を調整してもよく、または、上述のように情報、アドバイス、また
はガイダンスを個人に提供してもよい。このデバイスは、自動車によって集められる情報
、例えば、旅行時間、個人の目の動き、光または風よけワイパーが使用中であるかどうか
に関する情報などを使用してもよい。
【０２５２】
　それぞれの上の実施形態は、１若しくはそれ以上の生理学的パラメータ、例えば、個人
の体温、脈拍数、および／または血圧を決定するための１若しくはそれ以上の補助的な測
定デバイスと共に実施されてもよい。これらの実施形態は、適切な予測を行うときに予測
部１２を補助するデバイスによって集められる位置データ、時間、および／または環境の
データ、およびデバイスが使用される環境または周囲で入手可能であるか、または集める
ことができる任意の他の情報も使用してもよい。
【０２５３】
　ある実施形態において、本発明のシステムは、病院、医師、看護師、または他の医療ス
タッフの通信システムに電気的に、またはデジタルで接続し、個人の最近の病歴および処
方された薬物治療、実験室での試験結果、医師または看護師からのコンサルテーションお
よび情報、アドバイス、またはガイダンスにデバイスがアクセスできる。このような情報
は、ウェルネスを維持するか、または向上するときに個人をより良く支援するようにシス
テムで役立つだろう。
【０２５４】
　本発明の方法およびシステムは、製品（例えば、電子器具、音楽、食品、ファッション
、ゲーム、本、および消費財）およびサービス（例えば、デーティングサービス、ペット
サービス、および供給産業）、政治システム、および旅行産業の分野に特に有用である。
【０２５５】
　本発明の方法およびシステムは、ウェルネスに関連するよりよい製品とサービスの設計
、プロモーション、および販売のための情報を提供するのに特に有用である。このような
製品および／またはサービスは、ウェルネスを向上するか、または個人を支援するのに有
用な任意の製品またはサービスであってもよい。
【０２５６】
　本発明の方法およびシステムは、製品提供者またはサービス提供者を支援するのに特に
有用である。例えば、本発明からの情報、例えば、消費行動とのバイオマーカーの相関関
係は、個人（消費者を含む）に対する、ウェルネスに関連する製品またはサービスのプロ
モーションおよび／または販売、および消費者の製品およびサービスを含め、ウェルネス
に関連する特注の、または個人に合わせて設定された製品またはサービスの設計に有用で
ある。
【０２５７】
　情報が、製品提供者および／またはサービス提供者に提供され、ウェルネスに関連する
事業、製品またはサービスのグレード分けまたはレート分け、例えば、消費者を含めた特
定の個人群についてのレート分け（例えば１、２、３、またはより大きなレベル）の品質
または有用性に使用してもよい。データは、製品提供者またはサービス提供者に使用され
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、ウェルネスに関連するフィードバックまたはガイダンスを、消費者を含む個人に提供す
ることができる。
【０２５８】
　しかし、本発明の多くの特徴および利点が、本発明の構造および機能の詳細と共に上の
記載に示されているが、本開示は、単なる説明であり、特に、添付の特許請求の範囲が表
現される用語の広範囲にわたる一般的な意味によって示される完全な程度まで、本発明の
原理に含まれる部分の形状、大きさ、および配置という観点で、詳細に変更を行ってもよ
いことが理解されるべきである。

【図１】 【図２】
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